








































おれの料理が異世界を救う！２




ケモ耳美少女が押しかけ弟子になっちゃいました




【電子特典付き】
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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序章






「うぅ、久しぶりに包丁で指切っちゃった」

「久しぶり？　昨日も一昨日も、その前の日だって、一日一回は切ってるじゃない。ほんっと不器用っ！」

「不器用じゃない！　いつもちょっとだけ包丁が変な方向にすべるだけ」

「それを不器用っていうのよ！」

「リュミちゃんもヴィヴィアンちゃんもケンカはやめて！　ほら、薬塗らなくちゃばい菌が入っちゃうよ」

　三人の少女のドタバタとした騒がしい音が厨ちゆう房ぼうの中で響き渡る。

　そんな中で、恭きよう太た郎ろうは調理の手をとめる。

「仲がいいのか悪いのか、ほんと毎日飽きないよな」

　恭太郎はフッと息を吐き、少女たちを見ながら独ひとり言ごつ。

「それだけ平和ということじゃな」

　その声は恭太郎の右手に握られた大振りの包丁から発せられた。

　そう、包丁がしゃべったのだ。

　包丁の名前は食神・リヴシュティンガー──この世界ガストルシエルの食をつかさどる女神であり、恭きよう太た郎ろうを日本からこちらの世界に召喚した張本人である。

　召喚されたことにより、恭太郎の日常は激変した。

　食がなによりも尊ばれるこの世界でエルフの宮廷料理長との料理バトル、世界を破滅させる力を持つ邪神竜リリーアツプルの復活といった大事件が続けざまに起こったのだ。

　しかし、どちらの事件も恭太郎の料理の技術と知識によって解決され、この世界は救われた。

　ちなみに、リリーアップルの事件からは一週間が経過している。

　そして現在彼らは学園の厨ちゆう房ぼうにいる。午後の自由時間を利用した、恭太郎主催の料理の勉強会の真っ最中なのだ。

　この世界の食文化の発展のために希望者を募って開いているもので、今日も多くの学生や教師が参加している。

　本日の勉強会のお題は『炒飯チヤーハン』である。

　料理人にとっては単純でありふれているものだが、それゆえに炒いため物ものの基本を学ぶことができ、技術を身に付けるにはもってこいの料理といえるだろう。

　恭太郎がそんなことを考えていると、先ほど包丁で指を切っていた不器用な少女が近づいてきた。

「キョータロー、どれだけがんばっても、リッキー（長ネギ）がうまく切りきれなくて繫つながってしまうわ」

　彼女がちょっと困った顔をして恭太郎を見上げる。長い銀髪が揺れ、涼しげな碧あおい瞳ひとみがまっすぐにこちらを見つめていた。

　彼女の名前はリュミエール・ノーデンフェルト、ここヴェルミリオン王立料理学園の学生で、没落しているらしいが大貴族の姫君である。

「リッキーもまともに刻めないなんて情けないわね、リュミエール？」

　二人の横から、桃色の髪のツンとした目つきの少女がグイッと入ってくる。リュミエールのことを不器用呼ばわりしていた少女──ヴィヴィアンだった。

　彼女は純血のエルフで、調理の技術や知識も豊富であり、学園でもトップクラスの実力の持ち主である。

　ちなみに、この二人の少女はあまり仲が良くない。恭太郎がこの世界に召喚されたのも、もとをただせば彼女たちの喧けん嘩かが原因だった。

「わたくしがお手本をみせてあげるわ」

　そう言うが早いか、ヴィヴィアンが大理石のまな板の上に、この世界の長ネギであるリッキーをのせて、タタタタタァンッ!!　と派手な音とハイスピードで均等に刻んでいく。

　もちろん、刻み方が甘いことでネギ同士が繫がったままなんてこともなかった。

「ふふん、完かん璧ぺきでしょう？」

　ドヤッとした顔をするヴィヴィアンに、リュミエールが悔しげに「ぐぬぬっ」とうめき声を上げる。

　しかし恭きよう太た郎ろうは軽く首を横に振るとヴィヴィアンに言う。

「甘く見積もっても三十点ってところだな」

「さ、三十点？　いくらキョータローでも暴言は許さないわよ」

　唇くちびるを尖とがらせて上目づかいに睨にらむヴィヴィアンに、恭太郎はニヤリと笑う。

「じゃあ、おれもやってみようかな」

　大理石のまな板にリッキーを置くと、恭太郎は大振りの包丁を持ち上げる。

「使わせてもらうぜ、リヴ？」

「うむ。妾わらわを使うことを許そう」

　リヴの了解を得て、恭太郎はリッキーに刃を入れる。

　スピードはヴィヴィアンと同じくらい、そして彼女同様に均等に刻んでいく。二人の刻み方に違いはないように見えるが、一点だけ違いがあった。

　音がしないのである。

　ヴィヴィアンの「タタタタタァンッ!!」という派手な音とは逆に、恭太郎は無音でリッキーを刻んでいた。

　すべて切り終わり、恭太郎は自分の刻んだものと、ヴィヴィアンの刻んだものの、それぞれの断面を見せる。

「あっ!?　断面が全然違う……」

　声を出したのはリュミエールだった。

　彼女の言葉通り、恭太郎のものはきれいな断面なのに対して、ヴィヴィアンのものは断面がひしゃげており、状態が全然違っていた。

「あんな派手な音が出るような切り方しちゃダメだぜ？」

　恭太郎は包丁の背で肩をポンポンと叩たたきながら、

「デカい音が出るってことは包丁がまな板に強くぶつかってるってことだから、切断面の細胞を壊しちまうし、すぐに刃こぼれして包丁もダメになる」

　包丁を垂直におろすのではなく、気持ち斜めに入れ、手前に引いてやれば切りきれずに繫つながるなんてこともなくきれいに刻むことができる。

「……さすがわたくしのキョータローね」

　ヴィヴィアンが小声でなにごとかをつぶやき、顔を赤らめる。負かされたくせになんだかちょっと嬉うれしそうだった。

「すごいです！　キョータローさんの包丁捌さばき、まるで天使の舞のように軽やかでした」

　いつの間にか恭太郎のそばまできていた、淡緑色のふんわりとした髪の少女が目をキラキラと輝かせながらピョンピョンと跳びはねる。その跳躍に合わせて豊かな胸部……というか巨乳がたゆんたゆんと揺れた。

　彼女はノエル・ハーツ──ハーフエルフの少女で、おっとりふわふわしている心優しい少女である。

　さらに、他の学生たちも集まり、口々に恭きよう太た郎ろうの技術をほめたたえる。

　そして本日も充実した時間が過ぎていこうとしていた。

　だが、次の瞬間、厨ちゆう房ぼうの入り口に一人の男が現れる。学生服ではなくローブを身に着けており、顔も学園では見かけたことがなかった。

　その男は気だるげな感じでゆっくりと恭太郎の前まで歩いてきた。

「英雄の再来とは貴様のことか？　ぬるい顔をしているな。頼むから見込み違いなどというダサい結末だけは勘弁してくれよ？」




　謎なぞの男の出現により、平和な日常が一変、新たな戦いがはじまろうとしていた。
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「あんた誰だよ」

　突然現れた男に恭太郎は怪け訝げんな顔をする。

　男は百八十センチを超える身長で、茶褐色の髪色に同色の瞳ひとみをしている。整った顔立ちをしているものの、目の下に濃いクマが浮いており、それによってある種の不気味さを醸かもし出していた。

「おれか？　おれの名はセレファイス、『饗樂衆』の料理人だ」

　薄い笑みを浮かべながら男──セレファイスが答えた。

「饗樂衆？」

　対して、恭太郎は聞き慣れない言葉に首をかしげる。この世界にきて日が浅いため、まだまだ知らないことが多いのだ。

「英雄の弟子たちによって創られた、食で大陸を支配しようとする集団、それが『饗樂衆』よ」

　ヴィヴィアンが恭きよう太た郎ろうの隣に歩み寄り、強こわ張ばった顔で言う。

「しかもセレファイスは、饗樂衆ヴアタイヨン・ド・キユイジーヌを率いる最高幹部『七大喰将ロワ・ド・キユイジーヌ』のひとりなの」

「ほう、誰かと思えばアドレー・オールドバレーの娘ではないか。父親と共にこの国から逃げたかと思ったが、図ずう々ずうしくも居座っているとはな」

　セレファイスが冷たい視線を彼女に向け、クツクツと侮あなどるように嗤わらう。

「喧けん嘩かを売ってるの？」

　ヴィヴィアンが怒りから目をスッと細める。

「思い上がるなよ？　貴様のような雑ざ魚こになど興味はない。おれさまがこんなところまで来てやったのは──」

　そう言うと、セレファイスが再び恭太郎に向き直る。

「英雄の再来と騒がれている異世界人『キョータロー』、貴様を我ら饗樂衆に引き入れるためだ」

「要するにスカウトに来たってわけか」

　特に驚くこともなく、恭太郎はセレファイスの言葉を要約する。

　かつて一流ホテルのＧＭジエネラル・マネジヤーから料理長補佐スー・シエフの座を打診されたことがあり、彼にとってスカウトというものは初めての経験ではないのだ。

「我ら饗樂衆は本格的にこの大陸を手に入れることを決めた」

　セレファイスが狂気を孕はらんだように口角を吊つり上あげ、

「楽しいぞ、キョータロー？　料理の力で王族も貴族も、この大陸のすべての者たちを従わせることができる。おれたちが絶対的な支配者となって食の黄金時代を築くのだ。そのために必要なのは、饗樂衆の象徴シンボルとなる食神・リヴシュティンガーと、その使い手である貴様だ」

「くだらない」

　吐き捨てるように、恭太郎はセレファイスの言葉をさえぎる。

「なに勝手にべらべらしゃべってるか知らないけど、おれはあんたみたいな料理を権力の道具にするやつをぶっ潰すって決めてるんだ」

　料理を権力の道具にするやつ──一年前に失踪して、なぜか三百年前のこの世界に召喚された彼の父親がまさにそういう人間であった。さらに、その父親はこの世界の食文化を発展させ、『英雄』として現在も語り継がれている。

　そんな父親の弟子たちを倒すことを恭太郎は決意しており、ゆえに弟子によって構成されている饗樂衆などという組織とは相あい容いれない。

　そして、恭太郎の返答によって厨ちゆう房ぼうの中の空気が張り詰めていく。

　周囲の誰も、それこそリュミエールもヴィヴィアン、ノエルも口をはさむことができず、ただ黙っているだけだった。

「ふむ、英雄にもあの方にも性格は似ていないのだな」

「なんでもかんでも知ってますっていうその顔、ムカつくな」

「ムカつかれても困るな、事実なんでも知っているのだ。我ら饗樂衆ヴアタイヨン・ド・キユイジーヌには、この大陸の隅々にまで入り込んでいる数多あまたの『目』や『耳』たちから逐ちく一いち報告が入る」

　目の前の敵は、自分のことを詳しく調査しているのだろう。

　そう、恭きよう太た郎ろうが英雄の息子だということも知っているに違いない。

　ヴィヴィアンの父アドレーも、そんな恭太郎を取り込もうと学園に乗り込み、治水工事に関する料理勝負を仕掛けてきたのだ。

「だったら、おれがあんたらの敵になることはあっても味方になんてならないことくらいわかるだろう」

　恭太郎は敵の誘いをきっぱりと断る。

「一筋縄ではいかないことくらいわかっていたさ。今日はほんのあいさつ代わりだ」

　そこでセレファイスが調理台の上に置かれた食材に目をやる。

「冷や飯にリッキー、ヴァリナ鳥の卵（鶏卵）、炒飯チヤーハンでも作っていたのか」

「別にあんたには関係ないことだ」

「いいや、料理人にとって『料理』が関係ないわけないだろう？」

　セレファイスが不敵に笑み、

「いい機会だ。ひとつ、おれさまも炒飯を作ってやるとしよう──」




　セレファイスが食材を取りに食糧庫に入ったタイミングで、リュミエールが恭太郎に詰め寄った。

「キョータロー、あんな得体の知れないやつ、相手にするべきじゃないわ」

　いきなりの展開に、不満と焦しよう燥そうで碧あおい瞳ひとみを曇らせるリュミエール。その隣ではノエルも心配そうな顔をしている。

　しかし恭太郎はゆるく首を横に振って答える。

「いいじゃないか、料理を作りたいって言うんだから作らせてやればさ」

　これは相手の実力をはかる絶好のチャンスだろうと、恭太郎は考える。倒すべき『英雄の弟子』が向こうから来たうえに、わざわざ料理を作ってくれると言うのだから。

「それより饗樂衆だっけか？　そんな組織があったなんて知らなかったぜ。事前に教えておいてほしかったな」

　恭太郎はリュミエールにチラリと視線を送り、ちょっと苦笑いしてみせる。しかし彼女も、隣でたたずむノエルも困ったような顔をするだけだった。

「キョータローよ、妾わらわたちも『饗樂衆』などというものは今初めて知ったのじゃ」

　少女たちを代表するように包リ丁ヴが答えた。

「初めて？　さっきヴィヴィアンが説明してくれたよな？」

「……わたくしは知ってるのよ。お父さまが『七大喰将ロワ・ド・キユイジーヌ』の一人だから」

　反論する恭きよう太た郎ろうに、なりゆきを見守るように黙っていたヴィヴィアンが口を開いた。

「お前の親父おやじさんも饗樂衆ヴアタイヨン・ド・キユイジーヌの最高幹部なのか」

　意外な事実に、恭太郎は腕を組みながらヴィヴィアンの父親であるアドレーのことを思い出していた。

　英雄の直じき弟で子しにして、この国の宮廷料理長だった純血エルフである。

　少し前に料理バトルをして勝利したのだが、料理の知識、技術共に恭太郎に匹敵する強敵だった。

「ねえヴィヴィアン、もしかしてあなたも饗樂衆の一員だったりするの？」

　不安げに眉根を寄せながら、リュミエールが会話に入ってきた。

「違うわよ！　わたくしはあんな連中嫌いだもん……お父さまはわたくしを饗樂衆に入れようとしていたみたいで、昔何度か会合にも連れていかれたけど」

　ヴィヴィアンが嫌けん悪おするように自身の肩を抱きながら、

「饗樂衆なんかに入りたくなかったから、このヴェルミリオン王立料理学園に入学したのよ」

「そんなことよくあのオッサンが許したよな」

「ウソをついたのよ──わたくしが学園を牛ぎゆう耳じって、お父さまがこの国を支配するのをお手伝いします、って」

「そういや、オールドバレー氏族も『食』で大陸を支配するって言ってたもんな」

　ちなみに、『オールドバレー』とはヴィヴィアンの氏族名である。彼女の父アドレーが邪神竜リリーアツプルの封印を解いたことで世界滅亡の危機を招き、未然に回避されたものの、ヴィヴィアンは氏族名を捨てることになってしまった。

　恭太郎はそんなことを思い出しながらヴィヴィアンの顔を見つめる。すると、なぜか彼女がほおを赤らめながらソッポを向いた。

「み、見つめられると恥ずかしいじゃない……嬉うれしいけど」

　何事かをもにゅもにゅとつぶやきながら、

「バレンロード王国の支配は、本当は『饗樂衆』の命令で推し進めてたんだけど、お父さまとしてはいずれ饗樂衆すらもオールドバレー氏族の傘さん下かに置くつもりだったみたい」

　純血エルフはこの世界の支配種ゆえに、アドレーは饗樂衆よりもオールドバレー氏族を中心に考えていたのだろう。

　そこで思いついたことがあり、恭太郎は質問する。

「なあ、アドレーが七大喰将ってやつのトップなのか？」

　そう、饗樂衆を傘下に置くつもりだったというくらいなのだから、やはりアドレーが組織の中で最強の料理人ということになるに違いない。

「……お父さまは弟子の数は多かったけど、喰しよく将しよう最強ではなかったわ」

　ヴィヴィアンは食糧庫のほうに視線を送る。

「最強はそこにいるセレファイスよ。種族はキョータローと同じ『人間』、わずか十八歳で饗樂衆ヴアタイヨン・ド・キユイジーヌの頂点に立つ、この世界最強の料理人──冷酷で無慈悲な性格から〈暴虐の料理王テイランジーヌ〉と呼ばれているの」

「あいつが最強か……」

　恭きよう太た郎ろうは手のひらで口元を覆うとうーんとうなる。

「ご、ごめんね、キョータロー。饗樂衆については機を見て伝えようと思ってたんだけど、あいつらがこんなに早く動き出すなんて思わなくて」

　彼のうなり声を非難の声だと勘違いしたようで、ヴィヴィアンがちょっと涙ぐんだ。

「いや、別に怒ってるわけじゃないから」

　恭太郎は慌てて首を左右に振って否定する。

「むしろ歓迎すべき状況なんだ。最強の男が作る料理がたいしたことなかったら、饗樂衆なんてちんけな連中の集まりってことになる。そうなりゃ明日にでもこっちから逆侵攻だ」

　恭太郎が調子に乗って言い放ったとき、鼻にかかるような笑い声が室内に響いた。

「なるほど。アドレーを倒したことでずいぶんと調子に乗っているようだな」

　笑い声の主はセレファイスだった。いつの間にか食糧庫から戻ってきていた。

「ヤツは確かに優秀だった。だがな、勘違いするなよ？」

　セレファイスがスッと目を細める。

「ヤツとおれとでは格が違うのだ。このおれさまは美食の神より寵ちよう愛あいを受けし絶対の存在なのだからな」

「妾わらわはあんな小僧を愛した覚えなぞないがの」

　演技がかったふうに両手を広げて悦に入いるセレファイスに、食の女神であるリヴが不満げな声を上げる。

　しかしセレファイスは意に介すことなく続ける。

「いいや、愛されているさ。おれさまには神から与えられたとでもいうべき奇跡の能力がある。あの英雄でさえ持っていなかった能力がな」

「御ご託たくはいいからはじめてくれよ。奇跡だとか神の愛だとかイタイだけだっての」

　挑発するように、恭太郎はアゴをしゃくって調理をするようにうながす。

「いいだろう──」

　セレファイスが暗い瞳ひとみで恭太郎を見据え、次の瞬間、身にまとっていたローブを脱ぎ捨てた。

　ローブの下から現れたのは、まるで瘴しよう気きを漂わせるような漆しつ黒こくのコックコート──闇を従えるかのように、セレファイスは黒色のコックコートを着ていた。

　そして彼は恭きよう太た郎ろうへと一歩だけ距離を詰める。

「饗樂衆ヴアタイヨン・ド・キユイジーヌ、喰しよく将しよう筆頭セレファイス──この先、貴様がかしずくことになる男の名だ。そのデキの悪そうな頭に刻みつけろよ？」

　再び名前を告げ、セレファイスが狂気に口くちの端はを吊つり上あげた。

　そして敵は調理台に向かい、炒飯チヤーハンというもっとも基礎力を試される料理の下ごしらえに取りかかった。

　敵が選んだ食材は、ヴァリナ鳥の卵（鶏卵）とリッキー（長ネギ）、ラポル（豚）のバラ肉に、調味料は岩塩だけという単純なものだった。

「シンプルになればシンプルになるだけ技術が際立つからな……なるほど、自分の技量を見せつけるってわけか」

　恭太郎がつぶやく中で、セレファイスは自前の包丁を優雅に操り、リッキーを等間隔に切り刻んでいく。

「へえ、なかなかやるな──」

　恭太郎は感心するような声を上げる。喰将最強を自認するだけあり、セレファイスの包丁捌さばきは一流のものだった。

「だけど、おれのほうが技術は上だ」

　敵のリッキーの刻み具合も素晴らしいが、自分のほうが上だという自負がある。事実、先ほどお手本で刻んだリッキーと比べれば、自分のほうがより均一に刻めているだろう。

　その程度の技量の差など小さなことに思えるかもしれないが、食材が均一に刻まれていればいるほど、火の通りも均一になり、調理の完成度に大きな差となってあらわれる。

「キョータロー……」

　テンションが上がる恭太郎に、ヴィヴィアンが暗い表情で声をかける。

「セレファイスが最強であるゆえんは、調理技術や味覚、知識に由来するものじゃないの……もちろんそういったものも一流ではあるんだけど、あいつが本当にすごいのは、生まれながらに持っている能力」

「そんな心配そうな顔すんなって、喰将だろうが大陸最強だろうがどんなヤツが相手でも負けないからさ」

　不安がるヴィヴィアンの言葉をさえぎり、恭太郎は楽観的に言ってのける。

　そんなやり取りをしているうちに、セレファイスはリッキーを刻み、バラ肉を一センチの角切りにして、ヴァリナ鳥の卵を丁寧に溶き、すべての下ごしらえを終えていた。

「さて、ここからが腕のみせどころだよな」

　恭太郎が言うと、敵が肩と腕をほぐすように軽く上半身のストレッチをする。

　中華料理系の炒いため物ものは、強火の中で大型の中華鍋をひっきりなしに振るうという重労働なのだ。

　身体からだを十分にほぐすと、セレファイスは厨ちゆう房ぼうに置かれていた鉄製の中華鍋とお玉を手に取った。

　現在の料理文化は衰退しているが、かつて繁栄していた時代の名残で中華鍋のような専門的な調理器具もひと通りそろっているのだ。

「なんだかちょっと空気が張り詰めてるような感じね」

　リュミエールが、敵のまとう雰囲気に敏感に気づきゴクリと唾液を飲み込む。

「ああ。炒飯チヤーハンっていうのは炎との格闘バトル、もしくは舞踏ダンスだからな。集中力とリズム感が大切になるんだ」

　多少キザな言い方になったが、実際、中華料理は音楽のライブよろしくどれだけリズムに乗れるかにかかってくる。

　そのときセレファイスが恭きよう太た郎ろうに振り向き口を開いた。

「さあ、はじめるぞ！」

　セレファイスが景気づけにお玉で中華鍋を「カーン」と叩たたいた。

　そして鍋をコンロでじっくりと加熱してから、お玉で油を回しかける。そのまま加熱して白い煙が上がったところで溶き卵を投入──ジュワァアアアアアっという食欲を刺激する音と共に、流された卵液の表面に大小さまざまな気泡ができる。

　泡立ちはじめる卵を軽く炒いためて、トロリと半熟になるタイミングで冷や飯を素早く入れる。

　その冷や飯をお玉で切るように、さらに押し潰すようにして、ジュッジュッジュッカンカンカン、ジュッジュッジュッカンカンカンと小気味よいリズムに乗ってかき混ぜていく。そうすることで、米の一粒一粒が卵と絡からみ合う、俗に「黄金の炒飯」と呼ばれるキラキラでパラパラな状態になる。

「次に、ラポル（豚）の肉を入れて、全体に火が通ったらリッキー（長ネギ）も入れる。あとはひたすら鍋を振り続ける！」

　セレファイスはそう言うと、角切りにしたバラ肉を放り込み、機を計ってリッキーも混ぜ入れた。そして上腕筋が悲鳴を上げるのではないかというくらい激しく、カンカンカンカンジュワァアアア、カンカンカンカンジュワァアアアとお玉と中華鍋を振り続ける。これにより、徐々に余分な油がなくなりパラリとした炒飯ができあがるのだ。

「……すごい、本当に踊ってるみたいです」

「確かに炎と戦ってるようにも、踊ってるようにも見えるわね」

　セレファイスの流れるような具材の投入や、巧みな鍋振りに、ノエルが思わずといった感じで声を上げる。

　対して、リュミエールはいつも通りの涼しげな眼まな差ざしで言う。しかし、その口調には敵の技量の高さへの驚きが滲にじんでいた。

「いい腕をしてるけど、おれならもっと激しく鍋を振れる」

　恭きよう太た郎ろうは冷静に彼ひ我がの技量を見極めながら、相手の技術を認めつつもそれでも自分のほうが上だと思った。

　そんな中で、セレファイスが炒飯チヤーハンの仕上げに岩塩を適量振りかける。最後に派手に鍋を振るとご飯が宙に鮮やかに舞い、米の一粒一粒がパラパラ、キラキラッと輝いた。

「炒飯、完成だ！」

　セレファイスが炒飯をお玉ですくうと軽く形を整え、皿の上に半球状に盛り付けた。

「さあ、おれさまの実力を見てもらおうか、キョータロー？」

　低い声でセレファイスが言い放った。

「望むところだ」

　セレファイスが不敵に笑い、恭太郎はそんな敵の目をまっすぐに見据える。

　そして恭太郎はうながされるままに木匙さじを取った。

　まず、皿の上にきれいな半球状に盛られている炒飯を観察してみる。

　輝かんばかりに眩まぶしい黄金色の炒飯──米粒の一つひとつが卵に覆われ、ところどころにリッキー（長ネギ）の緑色、角切り肉の茶色が彩いろどりのアクセントになって視覚的に美味であることを強く主張する。

　それから木匙で半球の一角を崩すと、ふわりとした香りが立ちのぼり、米と油が熱され混ざり合った独特の香気が鼻び腔こうをくすぐる。もし『匂い』に腕力というものが存在するのなら、この炒飯のそれはヘヴィー級ボクサーの右ストレートである。ひとたびくらったのなら脳天に盛大な火花が散り、一瞬でノックアウトされてしまうだろう。

　──なるほど、大陸最強っていうのはあながち冗談ではないってことだな。

　視覚と嗅きゆう覚かく、そして炒飯に木匙を入れたときのサラリとほぐれる心地よい感触から、恭太郎は食べずしてこの料理の戦闘力うまさと敵の力量の高さを感じ取っていた。

　──だけど、総合的な技術はおれのほうが優れている。

　調理中、セレファイスの包丁捌さばきや鍋振りを見て、調理技術は自分のほうが秀ひいでているという思いがあった。

　そして恭太郎は木匙の炒飯を口に入れる。

「……っ!?」

　口こう内ないで米粒がパラパラとほぐれ、余分な油でべたつくこともなかった。それに味付け──醬しよう油ゆなどの調味料も、鶏とりがらの出だ汁しも使わない、岩塩だけのシンプルなものゆえに絶妙な塩加減が際立っていた。

　想像以上の美味だった。いや、それどころか自分はこれよりも美う味まい炒飯を作れるだろうか……。

　そこまで考えて、恭きよう太た郎ろうはぶんぶんと首を左右に振り、もう一口炒飯チヤーハンを食べる。

　舌の感覚を極限まで集中させる──塩気と個々の食材の味が合わさり旨うま味みを織り成す中で、しっとりとした甘みが全体の『旨味』を強化しているのを感じ取った。

「この甘みは……」

　恭太郎が答えにたどりついたタイミングで、待ちきれなくなったのかリュミエールたちも炒飯の試食をはじめる。

「ふにゃあ、すごいですぅ！　お口の中いっぱいに、ご飯がさらりさらりとほどけていきますぅ」

　ノエルが流し目で見るような色気のある顔をすると、ちゅぽんと木匙さじを口から抜き取る。わずかに唾液の糸が引き、彼女は桃色の舌先で厚みのある唇くちびるをペロリと舐なめ上げた。

「ハアハア、お肉の塩気と、卵のまろやかさが混ざり合って、あん、口の中が『旨味』って名前の怪物モンスターに乱暴に犯されてるのっ！　あふん」

　続いて炒飯を食したリュミエールが、熱い吐息を漏らしながらトロトロに蕩とろけて涙目になった顔で、とんでもなく物騒なことを言った。

　その隣では、ヴィヴィアンがほおを紅潮させながらも理性を保っていたが、炒飯を一口食べるなり、悔しそうに「クッ」とうめいた。

「わたくし、こんなものに絶対に屈服しにゃいんだからぁ……美お味いしいよぅ」












　三人の少女が艶つやっぽく身み悶もだえながら敵の炒飯チヤーハンの感想を口にする。

「真に美味なる料理の前では人は決してウソをつけない──」

　少女たちの反応に、セレファイスが愉快そうに言い放った。

「うぅ、悔しい……」

　敵の料理に夢中になってしまったことに自己嫌けん悪おしながら、リュミエールがうめく。

「でもこんなに甘みが強くて美お味いしい炒飯は食べたことがないわ。砂糖を使ってたわけでもないのに、どうしてこんな甘みが出るのよ」

「プロピルメルカプタンだ──」

　リュミエールの疑問に答えるように恭きよう太た郎ろうはゆっくりと口を開いた。

「ほう、さすがだな。よくモノを知っている」

「そりゃこっちのセリフだ」

　セレファイスが見下すような嫌みな笑い声を上げ、恭太郎は不機嫌に言い返す。

「あ、あの、プロ、プロペルン……ええと、プロプルピレタン……？　ってなんなんでしょうか？」

　聞き慣れない単語を嚙かみ嚙かみになりながらもノエルが訊きいてくる。

「プロピルメルカプタンな。砂糖の数十倍の甘みを持つ物質なんだ」

「そんなすごいものがあるんですかっ！　初めて知りました」

　ノエルが驚きながらも真剣な顔で恭太郎の話に聞き入る。

「……まあそうだろうな」

　栄養学を専門に勉強でもしていないと知り得ない知識だろう。

　そう考えると、『プロピルメルカプタン』などという物質を知っているセレファイスは、英雄オヤジが遺のこした科学的な知識をしっかりと継承しているようだと思った。

「キョータローよ、あの者が使った食材の中にそのようなものは入ってなかったはずじゃろ？」

　今まで黙っていた包リ丁ヴが不思議そうに訊いてくる。

「……プロピルメルカプタンは食材じゃない」

「食材ではないのか？」

「ああ。玉ねぎや長ネギの辛味・刺激物質である硫化アリルが加熱されることで、プロピルメルカプタンに変化するんだ」

　焼肉屋の『焼き野菜盛り』で、生では辛い玉ねぎが焼くことで甘くまろやかな味わいになるのがいい例だろう。それこそが『硫化アリル→《加熱》→プロピルメルカプタン』という作用によるものなのである。

「熱を加えることで辛味から甘みへと真ま逆ぎやくの性質に変化するんだよ」

「それであんなに強い甘みが出てたのね」

　そばで聞いていたリュミエールがつぶやいた。

「それにしてもここまで甘みが強くなるなんて……」

　恭きよう太た郎ろうはいぶかしげな顔をして分析する。

「長ネギ……リッキーの鮮度が抜群だったってことか？　野菜は肉と違って鮮度が命だからな。新鮮であればあるほど栄養分も、さまざまな成分も豊富で美う味まい」

　つまり、含まれる硫化アリルもそれだけ鮮烈で、加熱すればより強い甘みに変わる。

「たまたまセレファイスの選んだリッキーが大当たりだったんだな」

「たまたまじゃないわ、キョータロー。セレファイスは食材の鮮度を完かん璧ぺきに把握していたのよ」

　答えたのはヴィヴィアンだった。

「完璧に把握していた？」

　恭太郎はオウム返しに聞いていた。

「『食材への精神感かん応のう能力』──食材と心をかよわせ、どれがもっとも新鮮であるか、どういう調理がもっとも適しているのかを直接食材から聞き出して、文字通り最高の料理を作ることができるの」

「はあ？」

　間抜けな声を出す恭太郎に、ヴィヴィアンも表情を歪ゆがめながら続ける。

「それこそが、セレファイスをして『料理王テイランジーヌ』と言わしめるゆえん、生まれながらに備えていたという奇跡の能力なのよ」

「……なんだよそれ」

　ヴィヴィアンの説明を聞きながら、恭太郎は軽い眩暈めまいを覚える。彼女の言っていることが言葉そのままの意味なら、セレファイスは『超能力者』もしくは『異能者』ということになる。

「言っただろう？　おれさまは美食の神に愛されているのだ、と。これこそ、英雄とて持ち合わせていなかった天与の才だ」

　セレファイスが両腕を広げて天を仰ぐ。まるで全能を主張するかのようだった。

「キョータロー、お前にとって『食材』とはなんだ？」

　質問してきたくせに、セレファイスはこちらの回答を待たずに自分の考えを答える。

「おれにとって食材は奴隷だ。命じれば食材は最適解を答える。そしておれはもっとも優秀なものだけを選別して使ってやるのだ」

　絵に描いたような傲ごう慢まんで、選民的なセリフだった。

　しかし実力と天てん賦ぷの異能に裏打ちされた発言であり、敵の美味なる料理を食べた直後ということもあって、恭太郎には反論できなかった。

「このおれさまに敵かなう者などいない。英雄とて例外ではないのだ。まして、貴様程度では不可能だ」

　トドメだと言わんばかりに、セレファイスが高笑いと共に言い放った。

　かつての強敵──アドレー・オールドバレーとは比較にすらならない強者だということを、恭きよう太た郎ろうはこの段になってようやく実感する。

「クソッ、まさかこんなチート能力を持ったやつがいるなんて……」

　あまりにもふざけた異能力に、恭太郎は思わずギリリと歯を嚙かみしめていた。





　　　　２






　月の光がカーテンの隙間から差し込む自室のベッドで、恭太郎はのどの渇きから目を覚ました。

「……もう夜か？」

　昼間のセレファイス襲来のあと、恭太郎は敵の能力のデタラメさからドッと疲れが出て学生寮の自室に戻った。そのままベッドに寝転がっているうちに寝てしまったのだ。

　しばらくの間、ベッドの上で上半身だけ起こしてボンヤリとする。

　頭の中が徐々にハッキリしてくると、昼間のセレファイスとのやり取りが鮮明によみがえってきた。




『キョータロー、お前ではおれさまには絶対に勝てない──だがお前はアドレーを倒した男だ。饗樂衆ヴアタイヨン・ド・キユイジーヌに来い。アドレーの喰しよく将しようの席をくれてやる』




　もちろん、恭太郎はそんな誘いはきっぱりと断った。

　セレファイスは嘲あざけるように笑い、「また迎えに来る」と言い残して去っていった。

「誰が饗樂衆なんかに入るかよ」

　月明かりに照らされながら恭太郎は拳こぶしを握りしめる。

　あんな他人を見下し、食材を『奴隷』呼ばわりするような嫌みなやつをこれ以上いい気になどさせたくない。

　とはいえ、敵の異能を思い出すと気分が沈んでくる。

「なんだよ『食材への精神感かん応のう能力』って、そんなデタラメなもんがありゃ料理の知識も技術も真剣に学ぶ必要がなくなっちまう」

　セレファイスの異能力は、恭太郎が技術や知識を習得するのにかけてきた『時間』や『努力』を否定するものだった。

　悔しさから全身が強こわ張ばり、少しの間石のように固まっていた。

「例えば、セレファイスと料理勝負をしたとして、あいつが手に取る食材より鮮度のいいものを選ぶことはちょっと無理っぽいな」

　恭きよう太た郎ろうは真剣な表情で敵との料理勝負について考えてみる。

「調理技術はおれのほうが上だっていう自信はあるけど、あいつの技術も高いレベルにあった。つまり、『食材』の差でこっちがかなり不利になる。でも、あんな食材を奴隷呼ばわりするようなやつには絶対に負けたくねえ」

　そうつぶやき、なにかセレファイスの弱点はないものかと引き続き考える。

「傲ごう慢まんゆえに人の話をまともに聞かなそうなところか？　人間的な欠点であって料理人としての弱点じゃないよな……いや、突き詰めればそれによって知識や技術の習得に粗あらが出てくるわけだし、でもやっぱりちょっと違うかな」

　堂々巡りになり、なかなか考えがまとまらなかった。

　そしてのどの渇きを思い出して、恭太郎は億おつ劫くうそうに立ち上がる。寝ているのか全く反応のないリヴを手にすると部屋を出て共同水場に向かった。

　ちなみにリヴがいないと、恭太郎はこの世界の言語を理解できないため、どこにいくにしても一緒に行動するようにしている。

　寮内の共同水場に着くと新鮮な水をたっぷりと飲んだ。

　恭太郎が暮らしているヴェルミリオン王立料理学園、その学園を所有するバレンロード王国には古代ローマのようなサイフォンの原理を利用した水道橋が造られており、常に水場はきれいな水で満ちている。

　のどが潤うるおうと急にお腹なかがへった。

　考えてみれば、あのあとずっと寝ていたので夕食を食べていないのだ。

「おれの晩御飯、食堂にまだ残ってるかな」

　そうつぶやくと、恭太郎は食堂にいくために学生寮を出た。

　外は、学園敷地内に設置された外灯から魔法で作られた橙だいだい色いろの光が滲にじんでいるだけで、物音も人の姿もなく穏やかな静寂に包まれていた。

　周囲の雰囲気からしてずいぶんと夜が更ふけているようだった。

　こりゃもう自分の夕食は片付けられているだろうなと思いながらも、恭太郎は中庭を通り抜けて食堂に向かった。

　到着すると、案の定、食堂の灯あかりは消えており、夕食が残っている可能性はなさそうだった。

「部屋に戻って寝るか……」

　諦あきらめるように独ひとり言ごつ。

　と、そのとき、食堂の奥──厨ちゆう房ぼうから灯りが漏れていることに気づいた。

「誰かいるのか？　まさか泥棒じゃないよな」

　学生の厨房の使用は夕食前までとなっているので、恭太郎は緊張で表情が険しくなる。人を呼んでくるかどうするか迷ったが、まず自分の目で確かめることにした。

　食堂の鍵かぎは開いており、恭きよう太た郎ろうは生唾を飲み込みながら室内に入る。そして、足音を立てないようにゆっくりと、厨ちゆう房ぼうへと続く扉の前まで移動した。

　扉はわずかに開いている。その隙間から細長く灯あかりが走っていた。

　恭太郎はそっと近づき、扉ごしに厨房内をのぞこうとした瞬間──、

「ちょ、もう無理っ！　白いの口からこぼれひゃう!!」

「無理じゃないわ。まだまだこんなものじゃないから覚悟しなさい」

「いやっ、白いのでベタベタするぅ……あん、顔にもついちゃう!?」

「ほら、残ってるわよ？　もっと卑いやしくむしゃぶりつきなさい」

「そ、そんな、まだこんなにたくさん、壊れひゃうよぅ……」

　ヴィヴィアンの半泣きの声と、ちょっと嗜し虐ぎやく的な感じのリュミエールの声が聞こえる。

「な、なんだ？　厨房の中でなにが起こってんだよ」

　二人の少女の嬌きよう声せいに、恭太郎は慌てて厨房の扉を押し開けた。

「おい！　一体なにやって……!?」

　恭太郎の眼前に広がった光景は……大皿に山盛りになった『卵焼き』を頰ほお張ばるヴィヴィアンと、それを食べるように強制するリュミエールだった。

「……卵焼き？」

　ポカンとしてつぶやく恭太郎に、リュミエールとヴィヴィアンも驚いたように目をパチクリとさせる。

「ど、どうしてキョータローがここにいるの？」

　リュミエールがためらいがちに訊きいてくる。

「どうしてって、腹が減ったから夕食が残ってないかと思って」

　言葉にすることで空腹を刺激してしまったようで、恭太郎のお腹なかが「ぐうぅ」と低く鳴った。

「あ、ごめんなさい。夕食の時間に呼びにいったんだけど、ノックをしてもなんの反応もなくて……少しそっとしておいたほうがいいかなって思ったから」

　彼の腹の音を聞いて、リュミエールが申し訳なさそうに謝った。どうやら彼女も、恭太郎の心身の疲れにいろいろと気をつかってくれているようだった。

　と、恭太郎は先ほどの二人のやり取りを思い出す。

「それよりもさ、さっきなんかすごくエロい会話が聞こえたんだけど……」

　恭太郎がおそるおそる切り出すと、リュミエールが怪け訝げんな顔をして首をかしげる。

「なにを言ってるの？　わたしはただ美お味いしい卵焼きをヴィヴィアンにご馳ち走そうしていただけよ」

「な、なななにが美味しい卵焼きよっ！」

　ヴィヴィアンが興奮で顔を真っ赤にする。

「こんな中身が固まってない、一口嚙かんだだけで白身がぐちゃぐちゃ出るようなものが美お味いしいわけないじゃない！　しかもこんなにバカみたいに作って、全部食べたらお腹なか壊れちゃうわよ」

　怒りをあらわにしてヴィヴィアンが声を荒らげた。

「……なんだよまぎらわしい。料理の自習をしてただけか」

　ちょっといかがわしい想像をしてしまったため、恭きよう太た郎ろうは顔が熱くなる。

「でも、よくこんな夜中に厨ちゆう房ぼうを使わせてもらえたな」

「お祖じ父いさまの体調がよくないって手紙が届いてね、明日から少しの間屋う敷ちに帰るんだけど、そのときに好物の卵焼きを食べさせてあげたくて」

　さらに、学園での勉学の成果をみせて安心させたいという気持ちも加わり、卵焼きの練習のために厨房の使用を学園長に頼み込んだのだと、リュミエールがわずかに顔を曇らせて言った。

　彼女は両親を早くに亡くしているとのことで、唯一の身内だという祖父のことが心配でしょうがないようだった。

「緊急事態だから、わたくしがいろいろと教えてあげてるんだけど、リュミエールってば何回教えても上達しないのよ」

「あなたの教え方が悪いのよ。フライパンをグワッと熱して、卵をババッて入れて、ササッと巻き上げる──そんな曖あい昧まいなことを隣で騒がれても、混乱するだけでうまくできるわけないわ」

「ちょ、友達だと思って一生懸命教え……べ、別にあんたのことなんて友達だなんて思ってないし」

　言い繕つくろいながらも、ヴィヴィアンのほおが羞恥で桃色に染まっていく。

「……教えてくれたことについてはうれしく思ってるわ」

　リュミエールもぶっきら棒に言うと、いつもの涼やかさはどこへやら、目をキョロキョロと泳がせながら恥ずかしげにしている。

「なんだかんだで仲良くなったよな──」

　二人の少女のやり取りを眺めながら、恭太郎はうんうんとうなずく。

　彼がこの世界に召喚されたばかりのときは、二人ともかなり陰険に罵ののしり合っていたので、そのことを思い起こせばずいぶんといい感じになっていた。

　それから、大皿の上で黄色い山になっている卵焼きを一つ口に入れる。

「卵焼きは卵焼きでも、これ出だ汁し巻まき卵だな」

　もぐもぐごっくんと食べながら、恭太郎は感想を言う。

「味自体は悪くないな。ただ焼き方がよくないから、ムラができて白身の部分が変に半熟になってる──確かにこりゃ、白いのがこぼれちゃうわな」

「どさくさにまぎれていやらしいこと言わないでよ」

「な、おまっ」

　ヴィヴィアンに変態を見るような目つきで睨にらまれ、恭きよう太た郎ろうが抗議の声を上げようとしたところでリュミエールが会話に入ってくる。

「キョータロー、美お味いしい卵焼きのお手本をみせてほしいんだけれど」

「それいいわね。わたくしもキョータローの作ったもの食べたいし」

　先ほどまで睨んでいたのがウソのように、ヴィヴィアンもリュミエールの提案にうなずいた。

　そして、二人の少女が瞳ひとみを輝かせながら恭太郎を見上げる。

「よっし、めちゃうまな出だ汁し巻まき卵を焼いてやるぜ！」

　気合を入れるように言うと、恭太郎は制服の袖をまくりあげた。

　十代の男子ゆえに、やはり美少女から期待されるとテンションが上がるものである。

　それから、恭太郎は調理台の上に転がるヴァリナ鳥の卵（鶏卵）を見る。

「卵はヴァリナ鳥のを使うとして、こっちのボウルに入ってるのが出汁か？」

　木製のボウルの中に薄い黄色をした液体が入っていた。

「確か、和風出汁は『伝説の調味料』とか呼ばれて今はもうないんだったよな……五十年前の戦争でレシピが灰になったんだっけか？」

　ブイヨンなどの洋風出汁は存在するが、和風出汁はマヨネーズやケチャップなどと共に製造方法がすたれているのだ。

「表向きはね。でも、お父さまをはじめとした饗樂衆ヴアタイヨン・ド・キユイジーヌの連中は伝説の調味料のレシピも継承してるわ」

　ヴィヴィアンが真剣な顔をして答える。

「わたくし『ワフウダシ』の引き方は、キョータローがこっちに召喚されるくる前にお父さまから教えてもらってたのよ……マヨネーズやケチャップの作り方はまだ教えてもらってなかったけど」

「わたしも今日初めて、ワフウダシなんて口にしたわ」

　リュミエールが調理台の隅に置かれていた黒っぽいものを手に取った。

「知ってる、キョータロー？　ワフウダシって『コンブ』と『カツオブシ』っていう、このカサカサしたものを素早く煮立てて作るのよ。出汁っていったら、野菜やお肉を長時間煮込んで取るものだと思っていたからビックリしたわ」

　彼女が手にしたのは、まさに乾燥した昆布とカツオの削り節だった。

「……知ってるもなにも、おれの日本こきようのすげえポピュラーな食材だよ。それにしても、この世界でも、昆布とカツオ節って呼ばれてるんだな」

　それらをまじまじと見つめる恭きよう太た郎ろうに、リュミエールの代わりにヴィヴィアンが説明をはじめる。

「コンブもカツオブシも、三百年前の英雄がこの世界の海藻と『カツオ』にそっくりな魚で作ったものだから、名称もそういうふうに定着したのよ。ちなみに、このコンブとカツオブシは、お父さまの屋敷が没収される前にこっそり持ち出した物なんだけどね」

「補足しておくとの、成分と味も、キョータローの世界のそれとほとんど同じじゃ」

　突然、包リ丁ヴが会話に入ってきた。

「ビックリした。起きてたのかよ、リヴ？」

「なんだか騒がしかったからの、否いやでも目が覚めてしまうわ。ふわぁああ」

　寝起きでちょっと機嫌が悪いようで、わざとらしくあくびを嚙かみ殺ころしながらリヴが答える。

「悪かったよ。静かにするからさ、休んでてくれよ」

「うむ。ではもうひと眠りするかの」

　そう言うや、小さな寝息が聞こえはじめた。

「寝るの早っ！」

　おやすみ三秒のような素早さに驚きながらも、恭太郎はリヴを調理台の上にそっと置くと出だ汁し巻まき卵の調理に入った。

　材料は、ヴァリナ鳥の卵（三個）、砂糖（大匙さじ二杯）、岩塩（一つまみ）、そして和風出汁（卵の総量に対して二〇％～四〇％）である。

「ヴァリナ鳥の卵が一個四〇ｇくらいだから、三個で一二〇ｇとして、出汁は三〇％の三六㏄でいこうか。出汁は多いほどまろやかな味わいになるけど、入れすぎるとうまく巻けなくなるからな」

「具体的に教えてくれると嬉うれしいわね。ヴィヴィアンは『魂が共鳴する量』とか『心の目で量れ』とか嫁いびりのような教え方しかしてくれなかったから」

　言いながら、リュミエールがヴィヴィアンをチロリと見る。

「違う！　わたくしはそういう感じで理解できるから……もうっ！　誰かに物を教えるって難しいのよ」

　ちょっと涙目になりながら首を左右にぶんぶんと振るヴィヴィアン。

「ひとに教えるって確かに難しいよな。料理の腕がよければ教えるのもうまいってわけじゃないし」

　恭太郎が助け船を出すようにヴィヴィアンをかばうと、リュミエールが拗すねたように唇くちびるを尖とがらせる。

「だったらキョータローは一流の料理人で、一流の教師よね。美お味いしい卵焼きの作り方を教えてちょうだい、センセイ？」

　拗すねた顔つきから一転、リュミエールが上目づかいで熱っぽく見つめる。

「お、おう」

　恭きよう太た郎ろうはうわずった声を上げながら、それでもなんとか冷静さを装って調理を再開する。

「卵を溶きながら岩塩、砂糖、出だ汁しを投入する──」

　──なじむように卵を溶いたら、ザルで漉こす。これによって口当たりのいいなめらかな卵焼きになる。

　それから、恭太郎は卵焼き用の鉄のフライパンをコンロにセットして、リュミエールに魔法で点火してもらう。

　じっくりと熱して煙が立ってきたら油を引き、余分な油を布きれでふき取った。

「卵焼きを作るときの最大のポイントはこの作業──フライパンの油膜を均等にしてやらないと焼きムラができて、しっかり焼けなかったり口当たりが悪くなったりするんだ」

　恭太郎は説明しながら卵液を三分の一投入する。片面が焼けたら丁寧に巻いていき、空いたスペースに再び油を引いて卵液を投入……、これを繰り返してふわふわの出汁巻き卵が完成した。

「本当は『巻きす』かラップで巻いてきれいに形を整えたいんだけど……」

　どちらもなかったので、そばに吊つるしてあった木ベラで形を整え、包丁──寝ているリヴを使うのはちょっとアレだったので、普通の包丁で卵焼きに刃を入れる。

　途端、旨うま味みを内包した湯気がふんわりと立ちのぼり、そのかぐわしい香りを吸い込んだ瞬間、脳内に火花が散り、口こう内ないで唾液がジュワァと湧き上がった。

　思わず、恭太郎は一切れ口の中に放り込んでいた。

　熱々な卵焼きをひと嚙かみすると、太陽のような慈愛に満ちた卵の味が舌を刺激し、ついでカツオ節と昆布の爆発的な旨味が広がった。そのまま二回三回と嚙み、飲み下すと、のどを通って胃の腑ふへと美味なる塊が落ちていき、身体からだの中心から全身へと細胞の一つひとつが喜びに打ち震えた。

　その歓喜をたった一言で表すと──、

「んんんんんんんんんんぅまっ!!」

　恭太郎の満面の笑みを伴った喜びの声に、そばで見ていた少女たちがソワソワし出す。

「ちょっと、一人だけずるいわ」

「ね、ちょうだい、早くちょうだい！」

　リュミエールとヴィヴィアンが顔を上気させ、ハアハアと息を吐いた。

　彼女たちの食に対するリアクションが毎回色っぽすぎて、恭太郎はあまり意識しないようにしながら卵焼きを小皿にのせて手渡した。

「さあ、食べてくれ」

　恭太郎が言うや、彼女たちは卵焼きの一切れをつまみ、カプリと嚙みついた。

「ふわぁ、卵の優しい味わいがワフウダシの旨うま味みと溶け合って心も身体からだも征服されそう。身体の芯まで攻められて、もう卵のいいなりですぅ」

　クールで、常に貴族としての気品を醸かもし出しているリュミエールの表情がふにゃふにゃになり、その場にペタリと座り込むと両腕で肩を抱いて身み悶もだえた。

「ああん。これすごい。わたくしが卵を食べているのか、卵がわたくしを食べているのか全然わからないのっ!!」

　ヴィヴィアンはヴィヴィアンで誇り高い純血エルフを自認しておきながら、潤うるんだ瞳ひとみで扇せん情じよう的てきに身体をくねらせている。

　なんだかとんでもなく混沌カオスな状況が展開されている。

　だが、自分の料理を喜んでくれる人たちがいることには素直に幸せな気分になる。セレファイスに抱いていた鬱うつ々うつとした気分が少しだけやわらいだ。

　恭きよう太た郎ろうが晴れやかな顔をしたタイミングで、

「「美お味いしくて美味しくて、もうダメぇえええええええええっ!?」」

　リュミエールとヴィヴィアンが桃色の唇くちびるを震わせながら絶頂の声を上げる。

　と、その瞬間──。

「うるさいわっ！　発情期の雌犬でもあるまいに、お主ら大概にせよ!!」

　睡眠の邪魔をされた包リ丁ヴがブチ切れ口調で一喝する。その途端、二人の少女も我に返り、自分たちの恥ずかしい言動にうなだれるのだった。















　こうして波乱含みの一日が終わろうとしていた。

　しかしセレファイスが自分を狙って策を張り巡らせていることを、このときの恭きよう太た郎ろうはまだ知る由よしもなかった。

　新たな出会いと饗樂衆ヴアタイヨン・ド・キユイジーヌとの戦い、そしてその先に待ち構えている強敵セレフアイス。戦いは始まったばかりだった。






第二章　虎人ウエアタイガー・ウルタール
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　バレンロード王国の王都（＝ヴェルミリオン王立料理学園）と、レ＝シュヴァルド地方の中核都市をつなぐ駅馬車を、恭太郎たちは途中のサンタノ村の駅で降りた。

　御者が、客が下車するのを確認して馬に鞭むちを入れ、四頭立ての駅馬車は土ぼこりを煙のように舞い上げながら走り去っていった。

　ちなみに『駅馬車』とは決まった区間を往復する馬車で、恭太郎の世界でいうなら鉄道に相当するものである。

「やっと着いたな。これで今日はベッドで眠れる」

　恭太郎は下着などの衣類が入った革袋を背負いながら空を仰ぐ。昼過ぎの太陽がさんさんと輝いていた。

　このサンタノ村はリュミエールのノーデンフェルト家の最後に残った領地であり、産業は農耕ということで村の外には麦畑と野菜畑が広がっていた。彼女の実家の屋敷も村の中にあるという。

　あの夜、恭きよう太た郎ろうがリュミエールとヴィヴィアンに卵焼きをご馳ち走そうしたあと──、




『ねえキョータロー、あなたも一緒にお祖じ父いさまに会ってくれないかしら。も、もちろん、学友として紹介したいだけだから』




　という具合に、なぜか顔を真っ赤にしたリュミエールに誘われた。

　すると、ヴィヴィアンが「抜け駆けよ！　わたくしもついていくから」と騒ぎ出し、さらには翌朝、「あたしもいきたいですぅ」とノエルが小動物のように上目づかいで訴えかけてきた。

　結果、学園長ソフイアに学園を休むことを許してもらい、そのとき彼女に饗樂衆ヴアタイヨン・ド・キユイジーヌのことやセレファイスのことも話しておいた。それから、治水工事のときの謝礼金がたっぷりと残っていたので、恭太郎が全員の旅費を持ち学園をあとにした。

　そして、学園を出発して二日かけてサンタノ村に到着したのだ。

　恭太郎がそんなことを思い返していると、ヴィヴィアンがグッと伸びをする。

「ずっと座りっぱなしだったからお尻が痛いわ」

　ヴィヴィアンが自身の尻をさする。その隣ではノエルがニコニコしながら言う。

「大丈夫、ヴィヴィアンちゃん？　あたしはそんなに痛くなかったけど」

「そりゃ、あなたはね……」

　ノエルの肉付きのよい豊満な臀でん部ぶをチラリと見、ヴィヴィアンが悔しそうな羨うらやましそうなため息をついた。

「疲れていると思うけど、このまま屋う敷ちまでいきましょう。お祖父さまが心配なの」

　リュミエールが振り返り皆に出発をうながす。

「ほんとはそこらへんの食堂でなにか飲みたかったけど、しょうがないわよね」

「うん。早く卵焼きを食べさせてあげたいもんね」

　ヴィヴィアンとノエルが了承するようにうなずく。

「なあリュミ、お前ん家ちってどこにあるんだ？」

「村の一番奥、丘の上にある屋敷よ。ほら、あそこ」

　恭太郎の質問にリュミエールが指をさす。

　その方角を凝視すると、家屋の密集地帯から離れた丘の上に大きな建物があるのがうっすらと見えた。

「すげえでけえな。さすが貴族だ」

「今は没落貴族よ。我が家の財産も、もうこの村とあの屋敷だけ」

「最盛期にはバレンロード王国の国土、その六分の一がノーデンフェルト家の領土だったんじゃがの」

　恭きよう太た郎ろうの腰に差してある包リ丁ヴが寂しそうな声音でつぶやいた。

「……大戦以前の話よ。さ、いきましょう」

　リュミエールが愁うれいを帯びた顔をする。そして、みんなを先導するように歩き出した。

　彼女のあとを恭太郎たちはついていく。

　村の中心部には共同の水場が設置されており、そこから放射状に石造りの民家が建ち並んでいた。

　男たちは農作業、女たちは水場で洗濯などをしながら世間話に興じ、その周りを子供たちが甲高い声を上げながら走り回っている。

　恭太郎はそんなのどかな風景に目を細める。

「穏やかというか平和だよな」

「ええ。お祖じ父いさまはあまり高い税を取らないからみんなのびのびしているのよ。ゲスな領主になると領民の生活が成り立たないくらいの税を取り立てるから」

　リュミエールがちょっと誇らしげに答えた。

「こういう封建的な社会だとトップの人柄で天国と地獄くらい環境が違ってくるんだろうな。でも、リュミならみんなのためにがんばるいい領主になると思うよ」

　そう言いながら、恭太郎はリュミエールをそれとなく見る。

　流れるような銀色の髪に、凛りんとした美しい顔立ち──パッと見には冷たい印象を受けてしまうが、それは彼女が貴族として気け高だかくあろうとするがゆえで、実際には心の温かい少女なのである。

「いずれ家か督とくを継いだら、お祖父さまに負けないくらい立派な領主になりたいと思ってるわ」

　褒められたのが嬉うれしかったのか、見つめられたのが恥ずかしかったのか、リュミエールがほおを朱色に染めながらはにかむ。

「それに、料理の腕も磨いて料理人としてお家いえの発展にも尽くしたいわね」

「その割には、いまだに包丁の持ち方もおぼつかないわよね？」

　ヴィヴィアンがふふんと笑う。

　その笑みに、リュミエールが「むぅ」と小さく唸うなり反論しようとするが、それより早くヴィヴィアンが真剣な顔になった。

「わたくしだって凄すご腕うでの料理人になって、いつか必ずオールドバレー氏族の名を取り戻してみせるわ」

　邪神竜リリーアツプルの事件の主犯が父親だったため、ヴィヴィアンは氏族名を捨てざるを得なくなったのだ。

「だから一緒にがんばりましょうって言いたいんだよね、ヴィヴィアンちゃん？」

　ノエルが満面の笑みを浮かべ、リュミエールとヴィヴィアンの間に入ってきた。

「それならそうとハッキリ言いなさい」

　ツンとした顔つきでリュミエールが言うが、かすかに唇くちびるの端が緩んでいた。

「ち、違うわよ！」

　羞恥のせいか、まるで石炭を燃やしたかのようにヴィヴィアンの顔が真っ赤になった。

「ふふ、ヴィヴィアンちゃんかわいいっ！」

　ノエルが、十代の少女にありがちなスキンシップで、ヴィヴィアンを後ろからガバリと抱きすくめる。

「ちょ、やめっ、当たってる！　背中に当たってる!!」

　そんな少女たちのキャッキャウフフな光景を目まの当あたりにして、恭きよう太た郎ろうは顔が熱くなるのを感じていた。

　そして彼らは村の中心部を通り抜け、丘のふもとまでやってきた。

　丘の右手側は切り開かれて見通しがいいが、左手側は雑木林になっており木々が鬱うつ蒼そうと生い茂っていた。

　ふもとから丘の頂上までは緩やかな登りで、馬車も通れそうなくらいの幅のある道が蛇行するように続いていた。

「結構広い道なんだな。三、四人が横並びになりながら歩けるんじゃないか」

　恭太郎は言いながら、それとなく地面を観察する。

　石畳などでの舗装こそなかったものの、しっかりと土を固めた造りになっている。ただ、手入れはあまりされていないようで雑草がそこかしこに生えていた。

「昔は多くの賓ひん客きやくが馬車で屋う敷ちを訪れたから道を広めに造ったのよ。今となっては村の人たちが作物を届けにきてくれるだけだけどね」

「ま、そのうちリュミエールの料理が食べたくて、屋敷にひっきりなしに人がくるようになるさ」

「そうね。そのときはキョータローをわたしの助手にしてあげる」

「了解！　料理長シエフ」

　恭太郎がちょっとおどけて言い、リュミエールも楽しげに笑う。

　それから彼女は首をかたむけると、祈るような切実な感じで恭太郎の目をジッと見つめる。

「だから、ね？　ずっと一緒にいてほしいわ」

「え？　あ、ああ」

　なんだか逆プロポーズを受けているような気分になり、恭太郎は心臓の鼓動が速くなるのを感じながらかすれた声で返事をする。

　と、そのとき──。

「ちょっと黙ってて」

「……なにかがこっちにきます」

　ヴィヴィアンとノエルが緊張した面持ちで低い声を出す。彼女たちの長い耳がピンと立ち、ぴくぴくとせわしなく動いていた。

　そうするうち、左手側の雑木林から木々を揺らす音が聞こえてきた。

　それは徐々に大きくハッキリとした音量になり、なにかがこちらに向かっているのが恭きよう太た郎ろうにも理解できた。

　人間が下草を踏み分けるような普通の音ではない。もっと巨大で重量のあるモノが猛たけり狂いながら突進してくるような轟ごう音おんだった。

「一体なにが起こってるんだ……」

「き、きますっ!!」

　恭太郎が疑問の声を上げるのと同時にノエルが叫び、その数秒後には雑木林からなにかが弾はじかれたように飛び出してきた。

　それは、体高二メートル超、全長四、五メートルはあろうかという巨獣だった。イノシシのような扁へん平ぺいな豚鼻に、鋭えい利りな牙きばを持ち、雄牛のような巨大で湾わん曲きよくした角を備えている。さらに、岩とも見み紛まがうばかりの厚い鱗うろこで全身が隙間なく覆われていた。

　そんな異世界の獣が上半身を持ち上げるようにして、恭太郎たちを威嚇する。

「……狩りゲーに出てくる大怪獣ベヒモスみたいだ」

「あれは甲獣フレイムといっての、この世界の広範囲に棲せい息そくする肉食獣じゃ。肉は臭くさいうえに筋すじ張ばっておるからとても食えたものではないぞ？」

　恭太郎が巨獣──甲獣の威い容ように圧倒されながらもつぶやくと、それに反応して包リ丁ヴが話しかけてきた。

「いやいや、味のこととかいいから」

　食材翻訳機よろしくリヴがいつも通りに説明してくれるが、今はそんな牧歌的な状況ではなく、恭太郎はやんわりとツッコミを入れる。

「むしろ、おれたちが食われるほうだから」

「そ、そうですよ。あたしたちがお肉の批評をする前に、あたしたちがお肉として食べられちゃいます」

　恭太郎の言葉に、ノエルが泣きそうな声で同意する。

「……手負いね」

「狩人ハンターが仕留め損ねたのよ、最悪だわ」

　リュミエールとヴィヴィアンが苦い顔をしながら甲獣を見上げる。彼女たちの言う通り、甲獣の鱗の何枚かが砕かれ、血がとめどなく流れていた。

「なあ、魔法でなんとかできないのか？　エルフは攻撃魔法が得意なんだろ？」

　恭太郎はヴィヴィアンに魔法で撃退できないか訊きいてみる。

　なんでも、エルフの極大魔法は恭きよう太た郎ろうの世界の核兵器に匹敵するらしいのだ。

「無理よ。戦神ヴアンシユテインガーによって『攻撃魔法』は封印されちゃってるんだから」

　ヴィヴィアンがぶんぶんと首を横に振った。

　五十年前の大戦後、食リ神ヴの弟である戦神によって、いわゆる『戦いくさ』が封じられ、現在は殺し合いのような戦闘行為は物理的にできなくなっているのだ。

「でも、『狩り』みたいに生きるために必要な行為なら大丈夫だって学園長ソフイアさんも言ってたけど」

「それは弓だとか槍やりなんかの物理的な武器の話よ。攻撃魔法みたいな危険なものは完全に封印されちゃってるの」

「今はもう、コンロに火をつけたり、食材を凍らせたり、あとは簡単な治療魔法だったり、そんな日常生活に必要な魔法くらいしか使えないんです」

　ヴィヴィアンが説明すると、ノエルも簡単に付け足した。

「じゃあ逃げるしかないってことか」

　恭太郎が言うと、リュミエールが慌ててとめる。

「野生の獣は手負いが一番危ないのよ。下手に刺激すれば一気に襲いかかってくるわ」

　リュミエールが緊張から苦しそうに息を吐いた。

「キョータローさん、気を付けてください！」

　ノエルの声が耳を打ち、恭太郎はハッとして目の前の獣に意識を集中する。甲獣フレイムが身を低くして突進のポーズを取っていた。

　そして甲獣が後ろ足で地を蹴けり、その巨体からは想像もできないほど軽やかに跳び上がった。

「ちょ、これヤバッ──」

　恭太郎は棒立ちになったまま顔だけを上げる。

　まるでスローモーションのようにゆっくりと甲獣が降ってくる──巨腕を振り上げ、自分の左肩から右脇腹へと袈け裟さ懸がけに切りつけてくるのが易やす々やすと想像できた。

　一秒後には無残に殺されることが脳裏によぎったときだった。

「はい。ちょっとゴメンね」

　透明感のある声が恭太郎の耳じ朶だに触れ、次の瞬間肩を何者かに踏みつけられた。

「うおっ、なんなんだ……」

　恭太郎は踏みつけられたことでバランスを崩してその場に尻餅をつく。

　座り込んだまま上空を見上げると何者かの背中が視界に入った。どうやら自分を踏み台にして跳び上がったようだ。

「じゃ、いっくよ!!」

　その何者かは気合を入れるかのように声を上げる。そして、まるで曲芸のように空中で身体からだを反転させ、見事な旋せん風ぷう脚きやくを繰り出した。

　その人物のかかとが、斜めに突き刺すように甲獣フレイムの側頭部に叩たたき込まれ、鱗うろこの巨獣はその衝撃で頭から地面に衝突する。

　恭きよう太た郎ろうのすぐそばに落ちてきた甲獣はビクンビクンと何度か痙けい攣れんすると、あとはもう動くことはなかった。

　たったの一撃、いや、たったのひと蹴けりで怪物モンスターと言っても過言ではない巨大生物を撃破したのだ。

　その人物は遅れて大地に降り立つと、とても甲獣をひと蹴りで倒したとは思えない華きや奢しやな足の、そのつま先をトントンと地面に打ちつけた。

　それから啞あ然ぜんと見上げる恭太郎に、その人物は腰に両手を当てて心配そうに首をかしげる。

「えっと、きみ、大丈夫？」

　逆光になっていてパッと見では顔はよくわからなかったが、耳に馴な染じみやすいきれいな声は少女のものだった。

　そうしているうちに段々と目が慣れてくる。

　まず恭太郎の目に入ったのは、燃えるように赤く毛先の跳ねた、ふわりとしたショートボブの髪に、同色の瞳ひとみをした美少女だった。そして次に、細身のくせにリュミエールと同じかそれ以上の胸のふくらみ、さらに虎のような獣耳や尻尾しつぽが生えており……、












「……て、獣耳と尻尾っ!?」

　思わず二度見する恭きよう太た郎ろうに、猫のように尻尾をふりふりさせながら少女が笑う。

「あれ？　虎人ウエアタイガーを見るのは初めて？　ぼくは虎人のウルタール、職業は料理人だよ」

「いやいや、格闘家の間違いだろ──」

　初対面にもかかわらず、恭太郎は突っ込んでいた。
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「いやあ、ごめんね。ノーデンフェルト家のお嬢さまが帰ってくるっていうから、ぼくがお迎えを任されたんだけど、食堂でご飯食べてたら遅くなっちゃって……」

　尻尾をせわしなく動かしながら、ウルタールが申し訳なさそうに頭を下げる。

「それでね、慌てて追いかけたら甲獣フレイムに襲われてたから、あ、やばいと思ってすぐさまドッカーンってやっつけたわけさ。ぼくって強いでしょ？」

　ちょっと少年を思わせるような中性的な顔立ちの彼女は、謝罪から一転して自慢話のように話すとドヤッと胸を張った。

　その途端、容姿とは不釣り合いなほどに豊かな胸がたゆんと揺れた。

「お嬢さまになにかあったら大目玉を食うところだったよ。みんなが無事でぼくは幸せ者だよ」

　ウルタールは屈くつ託たくなく笑うと、

「で、この中の誰がリュミエールお嬢さまなの？」

「知らないのかよ!?」

　またまた恭太郎は突っ込む。

「知らないよ！」

　ウルタールも愉快そうに答える。

「わたしがリュミエール・ノーデンフェルトよ」

　恭太郎とウルタールの息の合ったやり取りを胡乱うろんな目つきで見ながら、リュミエールが一歩前に出た。

「わっ、すっごい美人だ！　改めまして、ぼくはウルタールです。よろしくね、リュミエールお嬢さま」

「リュミエールでいいわ。ところでウルタール、あなたはわたしの家で働いているの？　我が家に今、新しく人を雇うような余裕はないと思ったのだけれど」

　涼しげな表情でリュミエールが質問すると、ウルタールが首を左右にふる。

「違うよ。ぼくは旅の料理人なんだ。数日前にこの村にやってきてね、今は路銀稼かせぎに宿屋でちょっとの間だけ働かせてもらってるんだ」

　路銀──旅費を稼かせぐためにこの村で短期のアルバイトをしているようだ。たまたま立ち寄っただけらしいので、リュミエールの顔を知らなかったらしい。

「でね、宿屋のオヤジさんに、ヴェルミリオン王立料理学園に通ってるお嬢……リュミエールが帰ってくるから迎えにいけって言われたんだ」

「そう。宿屋のピノン親方は、昔は屋う敷ちで働いていたから。ほんと律りち儀ぎな人ね」

「落ち着いたら遊びにきてくれって言ってたよ」

「ええ。明日にでも顔を出すわ」

　リュミエールが懐かしそうに目を細める。

　そんな中で、ウルタールがこちらをまじまじと見てくる。

「それにしても、こんなところでヴェルミリオンのエリートさんたちに会えるなんて、ぼくは幸せだな」

「エ、エリートだなんてとんでもないです！　あたしなんてまだまだ全然で……」

「ふーん、あんたなかなかわかってるじゃない？　いいわよ？　もっとわたくしのこと称たたえさせてあげるわ」

　顔を赤らめて必死に否定するノエル、その隣では長い耳を嬉うれしそうにピクピクとさせながらヴィヴィアンが悦に入いっている。

「そっちのペッタンコちゃんはアレだね、ほんと純血エルフって感じだよね」

「ペ、ペッタンコとか言うな！　バカァッ!!」

　カラカラと快活に笑うウルタールに、ヴィヴィアンが涙目で怒鳴った。

　恭きよう太た郎ろうは彼女たちの会話になんとなく違和感を覚えつつも、すぐに別の疑問が湧いてきた。

「なあ、やっぱりヴェルミリオンって、外から見るとエリートの集団に見えるのか？」

　なに言ってるのさという感じで、ウルタールがうなずく。

「そりゃそうだよ。大陸で唯一、専門的に料理を教える教育機関──ぼくのような独学の、三流料理人からすれば神さまを見るようなものだよ」

「ふむ。お主はもうすでに女神わらわを見ておるぞ？」

「え？　なになに？　どうして包丁がしゃべってるの？」

「ふふ、妾わらわはただの包丁にあらず！　創世の時代よりこの世界に存在する至高神リヴシュティンガーじゃ」

「さっすがヴェルミリオン王立料理学園!!　食の女神さままで味方につけてるなんてますます尊敬しちゃうよ」

　ウルタールが興味津々で恭太郎の腰に差さっている包丁を見る。

　彼女がうらやましそうにリヴをペタペタと触り、リヴもまんざらでもなさそうに神さまっぽい威厳のある声音で対応する。

　そうこうしているうちに雑木林から一人の狩人ハンターが出てきた。彼は甲獣フレイムを仕留め損ねたことを何度も謝罪すると、牙きばや鱗うろこを剝はぎ取とり始める。

　狩人がお礼に鱗を何枚か恭きよう太た郎ろうにくれた。

「なんか狩りゲーのドロップアイテムみたいだよな、鱗とかもらうと」

「甲獣の鱗や牙はとっても貴重なんだよ？」

　ウルタール曰いわく、甲獣の肉は利用価値がないが、牙や鱗は調理器具や装飾品に加工されたり、咳せき病の薬になったりと重宝されるとのことである。

　それから狩人と別れ、恭太郎たちは丘の上の屋敷に向かった。
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「えー、キョータローって異世界の人なんだ！　びっくりだね」

　屋敷に向かう道すがら、全員が簡単な自己紹介を終えると、ウルタールが恭太郎の素す性じように素すっ頓とん狂きような声を上げる。

「おれが異世界人だってことは疑わないんだな」

　驚きながらもすんなりと受け入れるウルタールに、逆に恭太郎は疑問を持った。

「うん。三百年前の英雄も異世界から召喚されたっていう前例があるからね」

「……なるほど」

　なによりも『食』が尊ばれるこの世界では、英雄の存在は相当に強烈だったらしく、この世界の人たちは『異世界人』というものにあまり違和感を持っていないようなのだ。

「ふふん、キョータローはね、異世界人は異世界人でもタダの異世界人じゃないのよ？　実は英雄の……」

「ヴィヴィアン、それはちょっとやめてくれ」

　自分の正体──英雄の息子であることをヴィヴィアンが話そうとしたので、恭太郎は思わずとめていた。

　初対面の人物に話すには重い内容であり、恭太郎自身まだ父親に対してわだかまりが残っているので、あまり話題にしてほしくないからだった。

「う、うん。ごめん」

　ヴィヴィアンもそのことに気づいたようで小さくうなずいた。

　幸いにも、恭太郎たちの不自然なやり取りにウルタールが関心を持つことはなく、突っ込まれて聞かれることはなかった。

　そうこうするうちにノーデンフェルト家の屋敷に到着する。

「遠目からでもデカかったけど、近くで見るとものすごく立派な建物だよな」

　恭きよう太た郎ろうは屋敷を見上げながら感嘆のため息を漏らす。

　外観はプロヴァンス風というのだろうか、石造りの外壁は白漆しつ喰くいの塗り壁、屋根は素焼きテラコツタのＳ字瓦によく似たタイルを使用した二階建ての洋館である。バルコニーも設置されており、ほどよく蔦つたが外壁をはう、まさに貴人の邸宅といった建物だった。

「久しぶりに来たわね、リュミエールの家にも」

　感慨深げにヴィヴィアンがつぶやく。

　リュミエールとヴィヴィアンは、幼いころは互いの家を行き来していたということを恭太郎は思い出した。

「わあ、素敵なお庭だね」

　ノエルが両手を握り合わせて目を輝かせる。

　屋敷の庭は、薔ば薇らの庭園のような豪ごう奢しやな造りというわけではなく、前庭に何種類かの花を植えているだけのものだったが、草抜きなどは丁寧にされており、手入れの行き届いた心地よいものだった。

「働き者のエジットのおかげね」

　リュミエールも涼しげな顔をほころばせながら、きれいに整えられた庭に目をやっている。

　そのときだった。

「お嬢さま、リュミエールお嬢さま──」

　入り口の木製の扉が開き、初老の男性が出てきた。

「外が騒がしかったものでもしやと思って窓から外を確認しましたら……ああ、お嬢さま、おかえりなさいませ」

「ただいま、エジット……少し瘦せた？　いい歳なのだからあまり無理をしてはダメよ」

　リュミエールが身内を気づかうように優しく声をかける。

　そんなやり取りを恭太郎が見ていると、

「エジットはの、リュミの家の、今やたった一人になってしまった使用人じゃ。働き者で真面目まじめ、誠実を絵に描いたような男じゃな」

　リヴがそっと教えてくれた。

　と、リュミエールに労いたわられたエジットがハンカチで目元をぬぐう。

「うぅ、わたしなんかを気づかっていただき、お嬢さまは本当にお優しい。さあさ、旦だん那なさまが首を長くして持っておりますで、ご学友の皆さまもどうぞお入りくださいませ」

　エジットにうながされ、恭太郎たちは屋敷の中へと入った。

　没落しているというだけあって屋敷の中に贅沢な調度品の類たぐいはなかったが、掃除はしっかりとされているようで蜘く蛛もの巣やほこりで汚れているようなことはなかった。

　リヴの言う通り、エジットが勤勉で誠実な人物だと実感できた。

　恭きよう太た郎ろうたちは二階に上がり、長い廊下の突き当たりにある部屋まで移動する。

　どうやらここがリュミエールの祖父の部屋らしく、エジットがノックをしてからドアを開けた。

「お祖じ父いさま！　リュミエール、ただいま戻りました」

　リュミエールが弾はじかれたように室内に入る。

　続いて恭太郎たちも入室した。

　室内はベッドと文ふ机づくえ、書棚が置かれただけの簡素なものだったが、畳に直して十四、五畳はありそうなほど広く、張り出し窓から午後の陽光が柔らかく降り注いでいる。

　そして、そんな張り出し窓のそばにキングサイズのベッドが設置されていた。

　掛け布団がこんもりとしており、あそこにリュミエールの祖父が寝込んでいるようだ。調子が悪いのか、布団を頭からすっぽりとかぶっている。

　息子夫婦を亡くし、残された孫娘リユミエールもまだ成人前だったために、病気がちの身体からだを押して再び当主の座に就いたのだという。

　腰の曲がった小柄な老人を想像して、恭太郎が胸を痛めたときだった。

「ばあっ！　おっじいちゃんだよう、リュミエールゥウウウウウッ!?」

　掛け布団が払いのけられ、大柄な爺じいさんがリュミエールをガバリと抱きすくめた。

「な、なんなんだ……？」

　恭太郎は口を半開きにして呆ぼう然ぜんと立ち尽くす。

　病気がちの小柄な老人でなく、潑はつ剌らつとしたスケベな爺さんの登場に、恭太郎は瞬間的に思考がフリーズしてしまった。

　そんな中で、リュミエールが祖父の抱擁から逃れる。

「お祖父さま、離してください！　みんなが見てますから」

「いやじゃいやじゃ！　せっかくリュミエールが帰ってきたんじゃ、もっと甘えさせてくれい！」

「お身体の調子がよくないって聞いたから急いで帰ってきたのに、すこぶる健康ではありませんか」

「いいや、体調は最悪じゃぞ？　なんせ『リュミエールに会いたい病』と『美少女成分欠乏症』を併発してしまって、もうわしゃ死にそうじゃ。エジットと二人きりだと美少女成分を全然補給できんからな」

「ご機嫌麗うるわしゅうございます、グリューゲンさま」

　ヴィヴィアンが二人の前に進み、桃色の前髪を払うと優雅に腰を折った。

「誰かと思えばヴィヴィアン！　久しいのう、相変わらず人形のようにきれいな顔をしておる。これで美少女成分が倍じゃな」

　リュミエールの祖父──グリューゲンがホクホク顔でヴィヴィアンを愛めでていると、彼は室内を見回して驚きよう愕がくの声を上げる。

「おおっ！　なんてことじゃ、まだ美少女がおるではないか」

　グリューゲンが、不安げに立ち尽くしているノエルとウルタールに目を留めて歓喜の声を上げる。

「あ、あの、ノエル・ハーツと申します。ヴェ、ヴェルミリオン王立料理学園の学生です。リュミちゃんとは仲良くさせてもらっております。わひゃん！」

　緊張のあまり変な声を出しながらノエルが深々と頭をさげる。

「ぼくはウルタール、旅の料理人です。数日前からピノン親方のところでお世話になってて、今日はみんなのお出迎えということで一緒にきました」

　対してウルタールは旅人の気楽さからか緊張することはなく、尻尾しつぽをユラユラと揺らしながらウインクをする。

「なんとなんと、色気たっぷりのお嬢さんに、虎人ウエアタイガーのお嬢さんまで、こりゃ今日死んでも本望じゃのう」

　この世の春と言わんばかりに大いに盛り上がるグリューゲン。

　そんな彼と恭きよう太た郎ろうは目が合った。

「美少女ばかりだと思ったら男もおったのか──」

　煙たがられるかと恭太郎は警戒したが、グリューゲンが興味津々で見つめてくる。

「神楽かぐら坂ざか恭太郎です。おれもヴェルミリオンの学生でリュミ……リュミエールさんのお供としてお邪魔しております」

　相手は没落しているとはいえ貴族であり、年長者のため、恭太郎も言葉づかいに気をつけながら自己紹介をする。

「ほう、ほうほう──」

　そんな恭太郎を、グリューゲンが値踏みするような目でしげしげと見る。

「なるほどなるほど、お供でここまできたと。つまりリュミエールとは仲がいいということじゃな？　ふむふむ、なかなかに精せい悍かんな顔つきをしておる。で、キョータローどの、お主……」

　この上なく真剣な目つきで恭太郎を見据え、

「──リュミエールとはもう男女の仲なのかの？」

　場に一瞬の静寂が訪れる。

　が、すぐにそれが打ち破られた。

「にゃ、にゃに言って、にゃに、お祖じ父いちゃま、なに言ってるんですかっ!!」

　リュミエールが耳まで真っ赤になりながら、嚙かみ嚙かみで声を荒らげる。

「わ、わたしとキョータローは、そ、そんな破は廉れん恥ちな関係ではありませんっ！」

「そうよ！　そういう関係じゃない！　絶対にないんだから!!」

「あ、あうぅ、し、刺激が強いですぅ。きゅうん」

　必死に否定するリュミエールに、ヴィヴィアンも全力で援護する。ノエルは変な声を出してへなへなと膝をついていた。

　恭きよう太た郎ろうも恭太郎で、心臓がバクバクと高鳴り、冷静を装おうとしながらも身体からだの芯が熱くなり、手のひらも汗ばんでくる。

　咄とつ嗟さになにも言えないあたり、実のところ恭太郎が一番狼ろう狽ばいしていた。

「付き合っているのか？」ではなく、「男女の仲なのか？」などと訊きいてくるとは思わなかったから。あと、リュミエールのようなスタイル抜群の美少女とそういうことをすることを思わず想像してしまったから。

「そのおぼこい反応を見るに本当にまだのようじゃな。ふうむ、せっかく活いきのよい婿むこどのを迎えてノーデンフェルト家も安泰だと思ったのじゃがのう……」

　本気でガッカリしているようで、グリューゲンが盛大にため息をつく。

「ならばキョータローどの、今晩あたりどうであろうか？　閨ねやの準備は任せておかれよ。さすれば明日の朝には祝しゆう言げんじゃ」

「祝言って結婚式のことですか？　それってつまり……」

　恭太郎はのどがカラカラになりながら、頭の中がグルグルと回り出す。

「うむ。今頭の中で考えている通りのことじゃ──頼む！　年寄りの我がままを聞いてくれい、キョータローどの!!」

「で、でもそれはさすがにちょっと」

「リュミエールほどの器量の持ち主、大陸広しといえどそうはおらぬぞ？」

　グリューゲンの言う通り、リュミエールはとんでもない美人である。自分のいた世界の、アイドルやモデルが裸足はだしで逃げていくほどの美び貌ぼうの持ち主だと思う。おまけにスタイルもグラドルに匹敵するほど素晴らしく、冷たく見えて実はすごく優しいのだ。

　そうやって考えはじめると、恭太郎も段々とグリューゲンの言っていることが正しいことのように思えてくる。

「え、えっと、リュミ？」

　恭太郎はリュミエールの手を握ろうとする。

「バ、バカァ!!」

　その瞬間、顔を真っ赤にしたリュミエールから、脳天に響くような強烈な平手打ちを叩たたき込まれた。

　ほおを張られた衝撃で、恭太郎は足を滑らせて床に思い切り尻をぶつける。

　尻の痛みに悶もだえながら、「これ、単なるセクハラだよな」と正気に戻り、恭太郎は自身のおこないを深く反省した。





　　　　※






「ふう、気持ちいいわね──」

　豊かな銀髪を入浴用に結い上げ、リュミエールは手で湯をすくうとちゃぷちゃぷと肩や首筋にかける。

　ここは屋敷の裏にある露天の天然温泉である。

　バレンロード王国は火山が多く、火山性の温泉がいたるところにあり、このサンタノ村にも温泉の湯脈が走っている。

　夜よ闇やみをたいまつの炎が赤々と照らす中で、リュミエールは祖父に卵焼きをご馳ち走そうしたことを思い出していた。

　不慮の事故？　からキョータローを張り倒してしまったあと、とりあえずお互い落ち着きを取り戻し、当初の目的である卵焼きを作ることになった。

　屋敷の厨ちゆう房ぼうを使い、キョータローたちが見守る中で、彼女は特訓の成果を発揮して一人で卵焼きを作り上げた。

　味も見み栄ばえも今までで一番の出来となり、祖父も大喜びで食べてくれた。リュミエールとしても自分の成長を見せることができて満足だった。

「でも、病気だって噓うそなんてついて……」

　自分に会いたいという理由で仮病を使ったことには少しだけ腹が立つ。とはいえ、もともと病気がちなのは事実であり、あまり怒ることもできなかった。

「健康が一番だよ。お祖じ父いちゃんが元気でよかったよね」

　隣で湯につかるノエルがにこりとほほえんだ。

　しっとりと濡ぬれた淡緑色の髪がうなじに張り付き、ほおは桃色に上気しており、幼さが残る顔立ちなのにずいぶんと色っぽい雰囲気を醸かもしだしている。

「健康すぎるわ。グリューゲンさまったら、相変わらずスケベなんだから」

　縁ふちに腰かけたヴィヴィアンがため息をつき、ぱちゃぱちゃと湯を蹴けり上げる。

「とはいえ、これほどの美び貌ぼうなのだから見み惚とれるのもわかるけどね」

　ふふんと笑い、ヴィヴィアンが身をくねらせながら扇せん情じよう的てきなポーズを取った。

　松明たいまつの明かりに照らされるその裸体は悔しいが確かに美しい。身体からだつきこそ凹おう凸とつに乏しいものの、手足はすらりと長く、美の黄金比に限りなく近いのではないかと思った。

　人形のような小顔と相まって、天才的な彫刻家の最高傑作のような完かん璧ぺきさがあった。

　しかしそれを口に出すのは敗北宣言のようだったので、リュミエールはいつも通りの涼しげな目つきで答える。

「お祖父さまの名誉のために言っておくけど、お祖父さまは豊かなものを好むから、あなたではなくてノエルのほうを食い入るように見ていたわね」

「リュ、リュミちゃん、名誉が守られてないよ！」

　ノエルがザバリと立ち上がると突っ込みを入れる。その拍子に豊かな乳房がたゆんたゆんと派手に揺れた。

　それを目まの当あたりにしたヴィヴィアンが、無言のままノエルのそれと自身のそれを見比べる。

　さらにもう一度自分のものを確認したあと、今度はリュミエールのものと比べた。

「……神さまのバカ」

　何事かをつぶやくと、ヴィヴィアンが「えいっ」と水鉄砲の要領で、リュミエールに向けてお湯を飛ばす。しかしお湯は放物線を描き、彼女の胸の谷間に注がれた。

「お湯が溜たまるほどの巨乳……」

　ヴィヴィアンが涙目になり、リュミエールに人差し指をビシリと突きつける。

「グリューゲンさまは大きなほうが好きでも、キョータローは小さいほうが好きかもしれないんだからねっ！」

「そうね、そうだといいわね」

「くぅ、あんた今、憐あわれむような目で見たでしょ！　やっぱりヤな奴っ!!　大っ嫌い」

「あ、あのぅ……」

　それまで黙って温泉を楽しんでいたウルタールが二人ににじり寄る。湯をかき分けるように身を屈かがめて進んでくるので、リュミエールにも負けず劣らずの乳房が重力につられて迫力満点に揺れていた。

「二人はキョータローのことが好きなの？　どっちが優勢？　ぼくって恋コイ話バナとか全然したことないから興味津々だよ」

　赤い瞳ひとみをキラキラと輝かせるウルタールに、リュミエールとヴィヴィアンがあわあわと慌てふためく。

「べ、別にキョータローのことは友人として好きなだけで異性としては……」

「そうよ、わたくしだってよき友人として」

「ふたりとも顔が真っ赤っかだよ？」

　ウルタールがニヤニヤしながら指摘する。

「ほらほら、好きなら好きって正直に言いなよ。ぼく、これでも口は固いほうだからさ」

「あ、あたしはキョータローさんのこと異性として好きだよ」

　答えたのはノエルだった。自身の発言に緊張しているようで、ほんわかとした笑え顔がおが少しだけぎこちなかった。

「……ノエルもキョータローのこと好きだったなんて」

「か、勝てない。顔もスタイルも、性格もいいノエル相手じゃ勝てるわけない。リュミエール相手なら勝機もあると思ってたのに……」

「むぅ、わたしだって、ちんちくりんの貧乳エルフに負けるつもりなんてないわ」

「はあ？　こっちだって不ぶ愛あい想そブスになんて負けないわよ、ベーだ」

「え、修しゆ羅ら場ば？　恋コイ話バナは？」

　しょぼんとした顔をするウルタールをよそに、リュミエールとヴィヴィアンが火花を散らして臨戦態勢に入る。

　そんな中で、ノエルが慌てて二人に声をかける。

「で、でもね、あたし、リュミちゃんもヴィヴィアンちゃんも大好きだから」

　一拍置いてから続ける。

「みんなで仲良くキョータローさんを愛しましょう──」

「「はい？」」

　とんでもないことを言い出す天然ノエルに、リュミエールとヴィヴィアンが呆ほうけた顔をする。

「ええと、それって、みんなでキョータローの恋人になるって意味かい？」

　呆ぼう然ぜんとするリュミエールとヴィヴィアンの代わりに、ウルタールが質問する。

「うん。みんなで愛し合えば喧けん嘩かにならないでしょ？　争うなんてもっとも野蛮で不毛なことだよ」

「じゃあ、子づくりもみんなで？」

「うん」

　ほおに両手をあてて、恥ずかしそうにはにかむノエル。

「確かに争いからは憎しみしか生まれないけど……」

「ノ、ノエル、わたしもあなたのことは大好きだけど、そういう恋人の共有みたいなことはダメだと思うわ」

　ウルタールとリュミエールが若干引きぎみな声を出す。

　すると、ヴィヴィアンがフルフルと肩を震わせる。

「ふ、不潔っ！　そういうのは本当に愛し合った男女が二人きりですることで、みんなで楽しむようなものじゃないんだから!!」

　四人の中で実は一番純粋ピユアなヴィヴィアンが涙目で叫んだ。





　　　　※






　皆が寝静まった深夜──。

　グリューゲンはベッドから上半身を起こし、葡ぶ萄どう酒しゆを美う味まそうに飲んでいた。

「エジット、もう一杯くれんか」

「これ以上はお身体からだに障りますので」

　傍かたわらにたたずむエジットが顔を曇らせるが、グリューゲンはおどけたように片手をひらひらと振る。

「今日くらいはよいではないか、身体からだの調子もずいぶんといいんじゃよ」

　リュミエールたちの前では剽ひよう軽きんに振る舞っていたが、グリューゲンが体調を崩しているのは事実だった。

　医師からも内臓機能の低下を指摘されており、今日明日の命というわけではないが、数年後はどうなっているかわからないと言われている。

　ゆえに、リュミエールが料理人として成長しているのは素直にうれしかった。いずれ自分が亡くなっても、領主としてノーデンフェルト家を盛り立ててくれるだろう。

「だが、なによりうれしかったのはキョータローが好青年だったということじゃ」

「はい。お二人が結ばれて跡取りができれば、ノーデンフェルト家も安泰でございます」

　エジットの言葉に、グリューゲンは苦笑する。

「それは当人同士の気持ちの問題、ワシらが望んでもどういう結末を迎えるかはわからんて」

　フッと息をつき、

「そんなことではなくての、キョータローがあの男のような邪悪な人間でなかったということがうれしいのだ」

「あの男？」

　首をかしげるエジットに、グリューゲンはハッとする。

「む、少し酔いが回ってきたの。もう休むゆえ、エジットも戻るといい」

「かしこまりました──」

　主あるじに対して忠節を尽くすこの誠実な使用人は、決して余計な詮索はしない。寝酒用に杯に半分だけ葡ぶ萄どう酒しゆを注つぐと、一礼して部屋から出ていった。

　グリューゲンは一人になるとしごく真剣な顔をする。

「そう遠くない未来、あの男──三百年前、異世界からこの世界にやってきた、あの邪悪なる食の英雄が目を覚ますだろう」

　燭しよく台だいの蠟ろう燭そくに灯ともされた炎が揺れ、グリューゲンの横顔を浮き上がらせる。

「しかし、きっとキョータローが倒してくれる。のう、学園長ソフイアどの」

　グリューゲンが独ひとり言ごつ。彼は、恭きよう太た郎ろうが異世界人であること、三百年前の英雄の正体、食リ神ヴが忘れてしまった真実、その全てを知っている。

　ソフィアと、三百年前の『竜の巫み女こ』が親友であったため、代々ノーデンフェルト家の当主は彼女と親交があり、三百年前の出来事も教えられる。

　彼も当主の座に就いたばかりのころ、『英雄』についての真相を聞かされ、ずいぶんとその事実に驚かされた。

　それからグリューゲンは杯の中身を一口含み、

「腕を磨けよ、キョータロー。喰しよく将しよう程度に後れを取っている暇などないぞ──」
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「おおっ！　このメットー（トマト）、ヘタも身も色づきがいいな。こっちのプチトマトみたいなちっちゃなメットーも美う味まそうだ」

　恭きよう太た郎ろうは畑の野菜を眺めながら感嘆の声を上げる。

「サンタノ村では麦の他に野菜も作ってるのよ」

　リュミエールも野菜畑の実りを喜ぶようにほおを緩めた。

　現在、二人は村の外に広がる畑の農道を散歩している。

　領地内を自分の目で見て、足で歩くのは大切なことだとエジットが言い出し、朝食後、恭太郎とリュミエールは追われるように屋敷を出た。

　ノエルとヴィヴィアンはエジットにお願いされて花壇の水やりをしている。なんというか、エジットが意図的に二人を散歩させるように仕組んだ感じだった。

　ちなみにウルタールは、昨夜、風呂から上がるとお世話になっているピノン親方の宿屋に帰っていった。

「お、こっちのナスやキャベツに似たやつもいい感じに育ってる」

　再び、恭太郎は野菜を見る──料理人にとって食材になるものは新しい料理へのインスピレーションを刺激するので、見ているだけでワクワクしてくるのだ。

「その紫色をしたのが『エッグ』、そっちの葉っぱが何重にも巻いているものが『ル・ジュ』という名前よ」

　リュミエールが野菜を指さしながら教えてくれる。ナスに似た野菜がエッグ、キャベツに似た葉物がル・ジュというらしい。

「……妾わらわが言おうと思ったのに」

　突然、腰に差した包リ丁ヴが拗すねたような声を出す。

　いつもならその手の説明をするのは彼女の役目なので、リュミエールにお株を奪われる形になり、おもしろくないようだ。

「なあリヴ、エッグやル・ジュもナスやキャベツと同じ成分なのかな？」

「ふん。リュミに訊きけばよかろう？　浮気者め」

「ちょ、どんな嫉妬だよ！　しかもおれが悪いことしたみたいになってるし」

「妾は深く傷ついたのじゃ」

「マジか……なんか、その、ごめん──」

　とりあえず謝り、その後ひたすらご機嫌を取るとようやく彼女は答えてくれる。

「味も成分もほとんど同じじゃ。あと、この地方は寒冷な気候じゃからの、このル・ジュはいわゆる寒玉じゃな」

「寒玉……冬キャベツのことだな。てことは、ロールキャベツなんかに使うと美お味いしいんだよな」

「うむ」

　リヴ曰いわく、このサンタノ村があるレ＝シュヴァルド地方は緯度が高いため夏でも気温が低く、通年で寒玉が作られているとのことだった。

「ロールキャベツってなにかしら？」

　リュミエールが不思議そうに首をかしげる。

「このル・ジュを使った煮込み料理なんだけど、口で説明するのもなんだから今日の昼に作ってご馳ち走そうするよ」

「本当？　キョータローの料理はとっても美味しいから、きっとお祖じ父いさまもエジットも大喜びするわ」

　にこりと、リュミエールが柔らかくほほえむ。

　普段が涼しげな表情をしているため、こういうふうに笑うと本当にかわいいよなと恭きよう太た郎ろうは内心でドキドキする。

　それから二人は野の良ら仕事の手伝いをしようとしたのだが、農家のオヤジさんたちが恐縮してしまい手伝うことはできなかった。

「わたしもみんなと一緒に汗を流したかったのに……」

　農道の脇に置かれた丸太に腰かけながらリュミエールがしょんぼりとする。

「領主の孫娘だからといって遠慮なんてしてほしくなかったわ。わたしは積極的にみんなの役に立ちたかったのに」

「領主っていうのは自分たちの代表だからさ、どっしりと構えててほしいってやつなんだよ」

　恭太郎はへこむリュミエールを元気づけようと続ける。

「でも村のために頑張りたいっていうのはすごいよな。おれなんてそういうの、学校の行事で公園の掃除くらいしかしたことないし」

「……このままだとこの村はさびれていくばかりだから、次期当主としてもっと頑張らなくちゃいけないの」

　ポツリと彼女がつぶやく。

「そうなのか？　作物がこんなに豊かに実ってるのに」

「今年は豊作だけど、もともとそんなに豊かな土壌じゃないから他の土地に比べたら収穫量が少ないのよ」

「でも温泉があるよな？　温泉を売りにして旅人を呼び込むとかどうだろうか」

「バレンロード王国は温泉が多いからなんの宣伝にもならないわ。他に産業らしい産業もないし、そのうち駅馬車も通らなくなってしまう」

　リュミエールの切実な声音に、自分と同い年なのにずいぶんと重いものを背負ってるんだなと恭きよう太た郎ろうは考える。

「そりゃ、村人全員の人生がかかってるんだもんな」

　そうつぶやきながら、恭太郎はリュミエールの顔をそれとなく見る。

　野菜畑を眺める彼女の顔はクールで、日本にいたときのクラスメイトの誰よりも大人びて見えた。

　──キレイだな……。

　思わず恭太郎はリュミエールの横顔に見み惚とれていた。

　すぐに場違いな感想を抱いたことにハッとして、「なに考えてんだよ」と自分自身にツッコミを入れる。

　大人っぽい雰囲気をまとったリュミエールは確かに美しかった。しかし、それは裏を返せば彼女がいろいろと苦労をしてきたからなんだと思う。

　自分も含めて、元の世界の高校生たちと比べてもリュミエール以上に苦労している人はなかなかいないのではないだろうか？

　もちろん、受験だとか就職だとかで苦労は絶えないが、彼女のように百人単位の他人の人生に責任を負っているわけではないのだ。

「あのさ、おれなんて料理を作ることくらいしかできないけど、それで力になれるんだったらこれからも美う味まい料理をリュミのために作りたい」

　頑張っている人を応援したいという気持ちで恭太郎が言うと、リュミエールのほおが朱色に染まり、彼女はそわそわしながら銀髪の前髪をいじりはじめる。

「お、お祖じ父いさまの言うことを真に受けなくてもいいのよ？」

「お祖父さまの言うこと？」

「だ、だから、わたしと、その、け、結婚してノーデンフェルト家を再興するっていうことよ」

「……あっ」

　そこで恭太郎は自身の発言がプロポーズ的だということに気づく。しかもグリューゲンとのやり取りから一夜明けてのこととなれば、まさに「一緒に家を盛り立てていこう」と言っているようなものだった。

「ち、違う！　今のは、頑張ってる人を見たら自分もなにかしたくなるっていうやつで、結婚とかプロポーズとかとは全然違うから」

「半分くらいそういう意味だってわかってたけど、そんなに全力で否定されるとさすがに傷つくわね」

　リュミエールがかわいらしく睨にらんでくる。さらに人差し指をスッと伸ばすと、恭太郎の唇くちびるに押し付けてきた。

　彼女の指の感触が唇ごしに伝わり、それがなんだかものすごくエロチックで、恭きよう太た郎ろうは陶とう然ぜんとした気分になる。

「わたしって異性としての魅力がない？」

　人差し指を離して、リュミエールが濡ぬれた碧あおい瞳ひとみでまっすぐに見つめてくる。

　恭太郎はそのきれいな瞳と、桃色のプルンとした唇にドキリとする。さらに、彼女の甘い匂いが鼻び腔こうをくすぐり、頭の芯がジンと痺しびれた。

「い、今まで見た女の子の中で一番きれいだと思う──」

　ほとんど反射的に自分の素直な気持ちを答えていた。しかし次の瞬間には、あまりにもストレートな物言いに恭太郎は恥ずかしくて悶もだえそうになった。

「今はそれで満足しておくわ。さっきの、残りの半分は本気で求婚してくれたのかと思ったんだからね」

　リュミエールが悪戯いたずらっぽく笑み、丸太から立ち上がる。

「じゃあ、そろそろいきましょう」

「屋敷に帰るのか？」

「ううん、宿屋のピノン親方のところに顔を出しにいこうと思うの」

　そう言うと、リュミエールはくるりと背を向けてスタスタと歩き出す。やけに歩くスピードが速いのは、おそらく彼女も相当に恥ずかしいからなのだろう。

　その後彼らは黙々とピノン親方の宿屋まで歩いた。




　宿屋に到着すると二人は中に入る。

　建物は煉れん瓦が造づくりの三階建てで、リュミエール曰いわく、一階が食堂を兼ねた酒場、二階と三階が客室になっているとのことだ。

　まだ昼前だったが、大柄な男が一人で葡ぶ萄どう酒しゆをあおっていた。

「あ、キョータローとリュミエール！　来てくれたんだね」

　食堂で給仕の仕事をしていたウルタールが、軽やかな足取りでやってくる。

　白色のブラウスに、オレンジ色のジャンパースカート、給仕人ウエイトレスというよりメイドのような格好をしている。さらに、ホワイトブリムのようなレース付きのカチューシャも着けており、獣耳と相まってコスプレのようになっていた。

「ええ。ピノン親方に顔を見せにきたの」

「了解！」

　ウルタールが人好きのする笑え顔がおでうなずき、厨ちゆう房ぼうに向かって声を張り上げる。

「親方！　おっやかたっ!!　リュミエールが会いにきたよ」

　その数秒後、ドタバタと床を踏み鳴らす音が聞こえたかと思うや、厨房のドアが乱暴に開かれて四十代半ばの山賊のようなひげ面づらのオヤジが出てきた。

　オヤジはリュミエールの前までくると、途端、その強こわ面もてをゆるゆるに緩める。

「リュミエールお嬢さま！　おお、そんな瘦せこけちまって、飯はちゃんと食べておりますかい？　なんだったら今からこのピノン、キュトル（牛）を一頭シメてきてご馳ち走そうの用意をさせていただきますよ」

「なに言ってるのさ、リュミエールはいい身体からだしてるじゃないか。ったく、親方は樽たるみたいにふとっちょな女性にしか魅力を感じないんだから」

　カラカラと笑うウルタールに、ピノンが彼女をじろりと睨にらむ。

「こら、ウル坊！　お嬢さまにはちゃんと『お嬢さま』を付けねえか！　呼び捨てにするなんざ百年早はええぞ」

「いいのよ、親方。わたしがそう呼んでほしいって言ったんだから」

「そうですかい？　お嬢さまがそう言われるんなら」

　リュミエールの言葉に、ピノンが頭をかきながらバツの悪そうな顔をする。

「相変わらず親方はそそっかしいわね。でも元気そうでなによりだわ」

　そして彼女が懐かしそうにピノンを見つめ、口元をほころばせる。

「へへ、元気だけが取り柄なもんで。さあさ、立ち話もなんなんで座ってください。ウル坊、なんか飲み物もってこい」

「はーい」

　ウルタールが厨ちゆう房ぼうへ駆けていき、そのタイミングで恭きよう太た郎ろうはピノンと目が合った。

「あ、下げ男なんの方もどうぞどうぞ」

「…………」

　下男て……。恭太郎は内心で突っ込んだ。

　それから自己紹介をするとピノンは目を白黒させて、「こりゃ、ヴェルミリオンの学生さんでしたか」と恐縮した声を上げる。

「親方、冗談は顔だけにしなくっちゃ、キョータローはエリートさんだよ？」

　ウルタールがミルクで満たされた木杯をお盆にのせて戻ってきた。

「なんだとこの野郎、まあ、確かにおれのツラは冗談みたいなもんだけどよ」

　ピノンがガッハッハと豪快に笑う。

　見た目と言葉づかいは怖そうだがずいぶんと気のいい親父おやじさんのようだと、恭太郎は思った。

「冗談はさておき、お嬢さま、昨日は甲獣フレイムに襲われたそうでお怪け我がはなかったですかい？」

　笑い顔から一転して心配そうな顔つきになり、ピノンがリュミエールに訊きいた。

「ウルタールが助けてくれたから大丈夫よ。彼女は命の恩人だわ」

　リュミエールがミルクを一口飲み、ウルタールに改めてお礼を言う。ウルタールも気恥ずかしそうに照れ笑いを浮かべた。

「それにしても村にまで甲獣フレイムが現れるなんてビックリしたわ。あまり人里には下りてこないはずよね？」

「それがですね、ちょっと前から複数の巣ができちまって、あっちゅうまに繁殖しちまったんでさ」

　ピノンがふうとため息をつき、

「王都から狩人ハンターが派遣されてるんですがね、いかんせん甲獣のやつら繁殖力が高いもんで、駆除するそばからどんどんと生まれるんですわ」

「鱗うろこや牙きばは売れるからいいけれど、お肉の処分は大変よね？」

「火で焼くと火事になる危険があるんで、穴掘って埋めるんですが、人が足りんのですよ。そうしてるうちに肉が腐って不衛生になるんで頭を悩ませとります」

　二人のやり取りを聞きながら、甲獣は臭くさくて筋すじ張ばっているため食肉としての価値がないということを恭きよう太た郎ろうは思い出す。

「食べれないってわかってるけど、甲獣のお肉を美お味いしく料理できればいいのにね」

　ウルタールがお盆を胸の前で抱えながら言う。

「領主さまが今、王さまに掛け合ってくれちゃいるんだが」

「お祖じ父いさまが？」

「はい。甲獣の美う味まい料理方法を見つけてくれ、と。宮廷には優秀な料理人が多いからなんとかならないものかというわけなんですが、なかなかいい返事がなくて」

　もう一度ため息をつき、ピノンが苦々しい顔をする。

「そうだ！　せっかくここにヴェルミリオンの学生が二人もいるんだから、キョータローたちに考えてもらったらどうだろう」

　ウルタールがパッと表情を明るくする。

「宮廷の料理人よりも先に解決すれば、王さまから報奨金をたくさんもらえるかもしれないよ」

「ほう、報奨金とは豪勢な話じゃねえかよ」

　突然、恭太郎の背後から野の太ぶとい声が聞こえた。反射的に振り返ると、ピノンよりも大柄でがっしりとした身体からだつきの男が立っていた。

　──こいつ、一人で葡ぶ萄どう酒しゆを飲んでいたやつだ。

　宿屋に着いたとき、すでに食堂で飲んでいた男だと恭太郎は気づく。

「だったらこのおれが甲獣の肉で料理を作ってやろうじゃねえか」

　男はぎょろりとした魚のような目で恭太郎を見下ろす。

「それでたっぷりと報奨金をもらったら、その金でこの村ごと買い取ってノーデンフェルト家のジジイを追い出してやろうか」

　木杯の葡ぶ萄どう酒しゆをグイッと一息に飲み干し、盛大にゲップを吐き出す。

「さすがに村ひとつ手に入れるだけの金はもらえねえか、なあキョータロー？」

　いきなり自分の名前を呼ばれ、恭きよう太た郎ろうは警戒するように大男を睨にらむ。

「お前、一体何者だ」

　緊迫感が増す中で恭太郎が問うと、大男が手の甲で口元をぬぐい、得意げな顔で語り出した。

「おれの名はインスマス──饗樂衆ヴアタイヨン・ド・キユイジーヌは喰将しよくしようセレファイスさまの弟子だ」

「どうして饗樂衆がこんなところに、偶然なの……？」

　思いもよらない展開に、リュミエールが顔を強こわ張ばらせる。すると、インスマスと名乗った大男が口くちの端はを歪ゆがめてニヤリと笑った。

「偶然だと？　おれたち饗樂衆を舐なめるなよ、おれたちはどこにでもいる。常にテメエらを監視していると思え」

「ストーカーの変態野郎が」

　恭太郎は悪態をつく。

「ていうか、お前っておれたちを監視してるんだよな？　監視対象おれたちの前にノコノコ出てきてもいいのかよ」

「小僧の御用聞きじゃねえんだ、こんなつまらん仕事をさせられてウンザリなんだよ」

　フンと鼻息を荒く吐き、インスマスが続ける。

「キョータロー、料理勝負でテメエをぶっ潰しゃ、喰将の席も夢じゃねえからな」

「つまり、与えられた仕事は『監視』だったけど、我慢できずにおれの首を獲りにきたってわけか」

　まともに任務もこなせない典型的な脳筋バカだなと、恭太郎は思った。

「はっ、怖おじ気けづいたか？　ビビッてるのが丸わかりだぜ？　テメエの心臓はアレだな、ヴァリナ鳥の心臓よりちっちぇえな」

　インスマスがニヤニヤといやらしい笑みを浮かべて、恭太郎を挑発する。

「キョータローよ、『ヴァリナ鳥の心臓より小さい』というのはの、お主の世界でなら『チキン野郎』的な意味だと思ってくれればよいぞ？」

　すかさず、リヴが教えてくれる。

「いや、そんな解説いらないし！　なんとなくバカにされてるってのはわかるから」

　鼻はな白じろみながら恭太郎は突っ込んだ。

「それにしてもやっぱり脳筋だな、喧けん嘩かの売り方もサル並みだ」

　雑な挑発だと理解しつつも、饗樂衆相手に逃げたり負けたりするのはご免だという思いが湧いてくる。

「受けてやるよ──」

　恭きよう太た郎ろうはインスマスをしっかりと見据えながら料理対決を了承する。

「勝負内容は甲獣フレイムの肉を使った料理でいいのか？」

「ぶわっはっはっはっはっはっ!!」

　その途端、インスマスがゲラゲラと笑い出した。

　なにか間違ったことを言っただろうかと、恭太郎はいぶかる。会話の流れから、甲獣の臭くさくて固い肉をどうにかできないかという話をしていたはずだから。

「愉快だ愉快だ！　キョータロー、テメエの負けが確定したんだからな」

「はあ？」

　不審げな顔をする恭太郎を無視して、インスマスが高らかに宣言をした。

「聞いて驚くなよ？　おれにはセレファイスさまから直じき々じきに授かった伝説の調味料──『ミソ』がある」

　敵の『伝説の調味料』発言に、リュミエールから動揺するような空気を感じる。

　その緊迫感に満足したのか、インスマスが背負っていた麻袋を下ろし、中から片手サイズの壺つぼを取り出した。

「これが『ミソ』──どんな獣の臭みも取り除いてくれる最強の調味料だ！」

　蓋を開けて中身を見せびらかすインスマス。

　恭太郎はそれをチラリと見てみる。茶褐色のペースト状のものが見えた。敵が持っているのは『白しろ味み噌そ』ではなく『赤あか味み噌そ』のようだった。

「さあキョータロー、甲獣の肉を使った料理勝負といこうか？　今さら逃げるなんてことはしねえよなあ」

　勝利を確信しているようで、インスマスがねっとりとした口調で話しかけてくる。

「ちょっと待った！　伝説の調味料を持ってるなんてにわかには信じられないけど、もしそれが本当なら卑ひ怯きようじゃないか」

「そうよ、ウルタールの言う通りよ。調味料も含めて食材の条件は統一すべきだわ」

　ウルタールとリュミエールが抗議の声を上げる。

「卑怯？　アホか、伝説の調味料を含めて饗樂衆ヴアタイヨン・ド・キユイジーヌの実力だ。お前らだって、学園で包丁の使い方や調理の仕方を習うじゃねえか、一体どこに違いがあるんだよ」

「……くぅ」

　リュミエールが悔しそうに歯は嚙がみする。

「別にかまわないぜ？　お前がなにを使っても、おれには絶対に勝てないんだから」

　自信満々に恭太郎が言い切ると、その頼もしい言葉にリュミエールが顔を輝かせる。

「それって、キョータローもミソが作れるってことなの？　ヴィヴィアンとの対決のときにマヨネーズを作ったように」

「いや、それはちょっと無理だ」

　少女の淡い期待を、恭きよう太た郎ろうはあっさりと否定する。

　実際問題、この世界で味み噌そを作ることはかなり難しい。材料である米麴こうじや麦麴が手に入らないのだ。それらから作るにしても、麴のもととなる種麴は作り方が複雑すぎて、恭太郎としても手を出しあぐねている状態だった。

「じゃあどうやって勝つのさ、相手は伝説の調味料を使うんだよ？　甲獣フレイムの肉はね、臭くさくて筋すじ張ばってて本当にマズいんだ」

　ウルタールが首を左右に振って悲観的な顔をする。

「そこの虎人ウエアタイガーの言う通りだ。ミソでも使わない限り甲獣の肉を食べることなんてできねえ」

　ゲヘヘヘと、インスマスがあまりにも下品な笑い方をする。

　しかし恭太郎は焦ることなく、品性下劣な敵を見据えて言い放った。

「だったら断言してやるよ、味噌なんて使わなくても甲獣の肉を美お味いしく料理するってな。さらに、この勝負もおれが絶対に勝つ！　負けたときは饗樂衆ヴアタイヨン・ド・キユイジーヌの奴隷になって死ぬまでタダ働きしてやる──」




「ちょっとなに勝手に勝負なんて受けてるのよ。そういうことはわたくしにも相談しなさいよね」

　腰に手を当てて、ヴィヴィアンがジロリと睨にらみつけてくる。

　インスマスとの勝負が決まったあと、食材の準備などで時間を取ることになった。それにより恭太郎たちが畑で食材を調達している間に、勝負の噂うわさは村中を光の速さで駆け抜け、再び彼らが宿屋の食堂に戻ったときにはヴィヴィアンとノエルが待ち構えていた。

　そしてなりゆきを詳しく説明した結果、恭太郎はヴィヴィアンに怒られることになったのである。

「あのぅ、本当に勝てるんでしょうか？　負けたらキョータローさん、饗樂衆の奴隷になっちゃうんですよね」

　今までおとなしく聞いていたノエルが、瞳ひとみに涙を溜ためながら不安を吐き出す。

「大丈夫だ。あんなやつには負けないって」

　恭太郎は安心させるようにニッと笑って見せる。

　しかしノエルは小動物のようにフルフルと首を横に振り、すがるように飴あめ色いろの瞳でジッと見つめる。

「でも相手はあの饗樂衆です。この前の人の料理はとても美味しかったし……」

　ハッとしてノエルが口をつぐんだ。

「あいつとはいずれ決着をつける」

　恭太郎の脳裏に嘲ちよう笑しようするセレファイスの姿がよみがえる。無意識に、拳こぶしを強く握りしめ、眉み間けんにしわが刻まれるほどに顔も険しくなっていた。

「ご、ごめんなさい」

　ノエルが、恭きよう太た郎ろうの静かな闘志を自分の発言への怒りと勘違いしたようだった。

「いや、別に怒ってるわけじゃないんだ。とにかくおれを信じてほしい」

「あんたのことは信じてるけど、実際に伝説の調味料があるのとないのとじゃ天地の差ができるんじゃないの？」

　ヴィヴィアンも表情を曇らせながら訊きいてくる。

　伝説の調味料に対する信仰心が高いようで、彼女だけでなく、リュミエールやウルタールにも食材の調達で畑に向かう道すがら同じことを何度も質問されていた。

「あのな、調味料は料理を美お味いしく作るのに役立つけど、それが絶対的なものってわけでもないんだ。むしろ中途半端な知識じゃせっかくの料理をダメにしてしまうこともある」

　恭太郎はため息をつき、心配そうにする少女たちの顔を見回す。

「味み噌そなんて使わなくても、この世界のありふれた調味料で勝てる」

　そう静かに告げると、恭太郎は食堂の厨ちゆう房ぼうに移動する。

　厨房の中では既にインスマスが待ち構えていた。

「聞こえてたぜ、キョータロー？　ただの調味料でもおれさまに勝てるたぁ、大層な大口だな、ああん？」

　チンピラのようにすごむと、インスマスが麻袋から、人間でも刻めそうなくらい巨大な包丁を二本取り出す。中華包丁によく似た四角く、身幅の大きな包丁だった。

「おれさまの準備はできてるぜ？　いつ始めたってかまわねえ」

「じゃあ始めようか」

　お互いの準備が整い、恭太郎とインスマスの料理勝負が開始される。

　今回の勝負の審査員は、村人が務めるとインスマスに不利になるので、宿屋に泊まっていた三人の旅人に頼むことになった。さらに、敵が一人であることから恭太郎も助手はつけず一対一の戦いになる。

　調理に必要な食材は各おの々おの好きなものを使ってよく、甲獣フレイムの肉は、昨日猟師が狩ったものがまだ処分されずに残っていたのでそれを使うことになった。

「本当は二、三日寝かせて熟成させたかったんだけど」

　そうつぶやきながら、恭太郎は厨房の調理台の上に食材を並べる。それから、腰に差していた包丁を取り出した。

「なあリヴ、甲獣っていうのはおれの世界だとどういう肉に近いんだろう」

「そうじゃの、あえていうなら、猪しし肉にくをより野や趣しゆあふれるクセの強い味にした感じといったところかの」

　自分の出番だとばかりに、リヴが張り切って答えてくれる。

「ざっくりと言うと、豚肉系の力強い味ってことだな」

「うむ」

「へっ、なにが野や趣しゆあふれるだ、こんなクソ肉によ。食神も焼きが回ってやがるぜ」

　インスマスがへらへら笑いながら会話に入ってきた。

「なんじゃと！　もういっぺん言ってみよ」

「無視すればいいさ、リヴ。食材をクソ呼ばわりするようなやつと話してたら、こっちがクソになっちまう」

　恭きよう太た郎ろうは嫌けん悪おの感情で吐き捨てる。それ以上、インスマスが絡からんでくることはなかった。

　そうしているうちに、敵が甲獣フレイムのもも肉の塊をまな板の上にのせる。

「さあ、インスマスさまの料理のはじまりだ！」

　二本のデカい包丁を振り上げると、まるで和太鼓を叩たたくようにもも肉をめった打ちに叩たたいていく。

「ハッハー！　叩いて叩いて叩きまくって、これでどんな筋すじ張ばった固い肉でもいちころだぁあああ!!」

　ハイになりながらインスマスが何度も包丁を振り下ろし、そのたびに肉の塊は細かく挽ひかれていく。

「すっげえパワーだな。電動挽肉機ミートグラインダーを使わずにこんなに早くミンチにできるのはたいしたもんだ」

　感心したように恭太郎が敵の調理に見入っていると、リヴがかすかに不安そうな声を出す。

「キョータローよ、まさかとは思うが負けるなんてことは……」

「食リ神ヴにまで言われるとちょっとへこむな。パワーはたいしたもんだけど、セレファイスのような迫力は感じられない」

　余裕綽しやく々しやくで恭太郎は言う。正直な話、インスマスがもも肉を叩きはじめた時点で、彼は自身の勝利を確信したのだ。

　もはや相手の調理を見ている意味もないので、恭太郎は食材と調味料を調理台に並べると、頭の中でレシピを確認して調理をはじめる。

「なんじゃキョータロー、肉をミンチにせぬのか？」

「え、しないけど？」

「甲獣の肉は筋張ってて普通では食えぬと言っておるではないか」

「筋張ってるんだったらこれを使えばいいだけのことさ。ちなみに臭におい消しはこっちを使えば解決する」

　恭太郎がとある調味料と、先ほど畑でもいできた野菜を見せる。

「……そんなありふれたものでよいのかの？」

　リヴがいぶかしげな声を出し、横目で見ていたインスマスも侮あなどるように鼻で笑う。

「英雄の再来なんていいながら、とんだ素人しろうとじゃねえか。そんなもんで肉が柔らかくなるわけねえだろうが、間抜け！　しかもその野菜で臭におい消しをするだと？」

　肉を叩たたく手をとめ、敵がバカにするように首を左右に振る。

「セレファイスさまも、こんな阿あ呆ほうを喰しよく将しように迎えようだなんてどうかしてるぜ」

「ま、罵ののしるのはおれの料理を食べてからにしてくれよ」

　恭きよう太た郎ろうは不敵な笑みを見せると再び調理に取りかかった。





　　　　※






　リュミエールは緊張した面持ちで食堂の椅い子すに腰かけていた。

　隣を見るとヴィヴィアンとノエル、ウルタールも同じような表情で座っている。饗樂衆ヴアタイヨン・ド・キユイジーヌとの料理勝負ということで、おしゃべりに花を咲かすような雰囲気ではなかった。

　自分たちもキョータローの手伝いをしたかったのだが、一対一の勝負ということで、コンロや窯オーブンに魔法で火をつけるとき以外は厨ちゆう房ぼうに入らせてもらえなかった。

　時刻は昼過ぎとなり、野の良ら仕事の休憩に入った村人も様子を見にやってきて、食堂は満員になっている。

　場の全員の緊張感が頂点に達したとき、インスマスが厨房から出てきた。

　どうやら先に料理を仕上げたのは敵のようだった。

「大丈夫かしら……」

　いまだ姿を見せぬキョータローを心配して、リュミエールは口の中でつぶやいた。

　そんな中で、インスマスが審査員である三人の旅人の前に料理を供する。

　さらに、饗樂衆の威をヴェルミリオン王立料理学園の学生に知らしめる目的なのだろう、リュミエールたちの前にも持ってきた。

「宣戦布告ってことね」

　リュミエールは心を強く持ち、目の前に置かれた料理を見る。

　それは丼料理だった。

「……ご飯ものなの？」

　この世界でも稲作がおこなわれているので米飯はそれほど珍しいものではないのだが、甲獣フレイムの肉料理というお題ゆえに肉焼きのようなものを想像していた。

　おそるおそるといった感じでリュミエールは鼻を近づけてみる。今まで嗅かいだことのない、かぐわしく濃厚な匂いが鼻び腔こうをくすぐった。

「これがミソの匂いなのかしら」

　独特の癖があるがとてもいい匂いだった。

　次に丼の中身に目を落とす──盛られた米飯の上に、肉のこま切れと一口大に切ったエッグ（ナス）を和あえたものがのっており、振りかけられた香草の緑色が映はえていた。

　初めて見る料理だった。

　隣では、ノエルたちも不思議なものを見るような目で丼の中身をうかがっている。

「これこそは、伝説の調味料であるミソと甲獣フレイムの肉を使って作り上げた、『エッグ（ナス）のミソそぼろ丼』だ!!」

　みんなが料理に注目しているのを確認して、インスマスが自信満々の声音で告げる。

「さあ食え！　食って饗樂衆ヴアタイヨン・ド・キユイジーヌにひざまずけ」

「あなたたちになんてひざまずくわけない」

　リュミエールは偉ぶる敵を睨にらむと、木匙さじで一口分をすくいあげた。

　こま切れ肉とエッグが油で炒いためられているようでキラキラと光って美しく、癖のある匂いが暴力的なまでに食欲を刺激する。

　彼女は木匙をパクリと頰ほお張ばった。

　その途端、脳天を刺激する甘辛い味にリュミエールは目を見開く。油をたっぷり吸い込んだエッグと、こま切れ肉が、おそらくミソによるのだろう甘辛い味に絡からまって、爆発的な旨うま味みを演出する。

　そう、譬たとえるなら、神話の時代の神と悪魔の終末戦争、壮絶な戦いの末に世界が焦しよう土どになったような衝撃なのである。

　さらに追撃よろしく、隠し味に利きかせたリックル（ニンニク）と、香草の風味が神の怒れる槍やりのごとくリュミエールの胃袋を貫いた。

「くふぃ……」

　思わず変な声が漏れる。そして次の瞬間には、リュミエールはほとんど無意識に丼をかき込んでいた。

　多少肉の臭くさみが残っていたが、甘辛い味み噌その味と、油をたっぷり吸ったエッグは米飯との相性が抜群で、抗あらがうことができず気づけば丼が空っぽになっていた。

　隣では、同じようにヴィヴィアンとノエルも既に完食している。

「こんなすごいの一度味わったらもう帰ってこれないですぅ。わふん」

　肉厚で艶つやっぽい唇くちびるで、唾液を絡ませるようにちゅぱちゅぱと音を立てながら何度も何度も執しつ拗ように木匙を舐なめ、「もっと、もっとください」と涙目で訴えるノエル。

「負けにゃい、負けたくにゃいのに……」

　ヴィヴィアンも純血エルフにあるまじきはしたなさで、桃色の舌先で丼にこびりついたミソをお掃除するように舐め上げ、「美お味いしい、美味しいよぅ」と恍こう惚こつの表情をする。

　そんな乱れに乱れた中で、意外にもウルタールだけは普通に料理をパクつきながら、「これ、美お味いしいねえ」とはにかんだ。

　三人の審査員たちも料理を平らげ、あまりの美味に絶賛の声を上げている。

「饗樂衆ヴアタイヨン・ド・キユイジーヌに逆らうことが無意味だと理解しただろう？　ん？」

　インスマスが勝ち誇った笑みでもってリュミエールを見下ろした。

「……キョータロー」

　思わず屈服しそうになったことに落ち込みながら、リュミエールは助けを求めるようにその名前を口にする。

　そしてほとんど同時に厨ちゆう房ぼうの扉が勢いよく開かれた。

「おれの料理も完成したぜ？　さあ、ここからが本番だ──」

　料理をのせたカートを押して、キョータローが食堂に入ってくる。

　彼はリュミエールに「安心しろよ」というふうに目め配くばせをする。それから審査員とインスマス、自分たちに料理を配った。

「……これはパイ料理？」

　冷静さを取り戻したリュミエールは彼の料理をまじまじと見つめる。

　深手のスープ皿をパイがふんわりと包んでいる。テカリと光沢を放つ飴あめ色いろの焼き色と、頭の中で「サクサク」と擬音が聞こえてきそうなふっくらとしたパイの表面が、否いや応おうなしに食欲を刺激してきた。

「この中にお肉が入ってるのかしら」

　リュミエールはつぶやき、木匙さじでパイをサクリサクリと崩す。その瞬間、パイに閉じ込められていた湯気がふわりと立ちのぼった。

「温かい……」

　それは物理的な湯気の温度ということだけではなく、心にしみ込むような精神的な温かみだった。

　ついで、ほおが緩むようなふくよかな香りが漂った。

　傷ついた心を優しく包み込むような愛情に満ちた、先ほどの丼料理の暴力的に濃厚な香りとは真ま逆ぎやくの、癒いやしをともなった芳ほう醇じゆんな匂いなのだ。

　そしてパイを崩したその中身を目まの当あたりにした瞬間、リュミエールは亡き母親を幻視する。

「お母さま──!?」

　途端、彼女の瞳ひとみからポロリと涙がひとしずくこぼれ落ちる。

　そんな自分に母親がほほえんでくれた。リュミエールは胸がいっぱいになり、その胸の中に飛び込む。圧倒的な安心感と幸福感に抱かれ、彼女の心は完全に癒されていた。

　そこでリュミエールはハッとする。

　今自分が母親のように感じていたものの正体は真っ白なスープ──ホワイトシチューだった。母親の幻を感じてしまうほどに、このシチューには『慈愛』と『ぬくもり』が溢あふれているのだ。

　ただ、実際のシチューの中には野菜や肉などの具がまったく入っていなかった……いや、なにか丸いものがいくつか入っていた。

「これなに？」

　リュミエールはすくいあげてみる。それは一口大の塊で、ル・ジュ（キャベツ）の葉で包まれていた。

「これがおれの作った料理、『びっくりロールキャベツのパイ包み』だ。さあ、ガッツリ味わってくれ！」

　キョータローが料理名を告げ、リュミエールに片目をつぶってみせる。

「あ、これがロールキャベツ……」

　今朝、二人で畑を散歩したときにキョータローが話していた料理──ル・ジュを使うと言っていたが、なるほどとリュミエールは葉で巻かれた塊を見て納得した。

　さらに、今日のお昼にご馳ち走そうしてくれるとも言っていた。まさに約束が果たされた形になり、まるで自分のために作ってくれたようだと胸がドキドキした。

　そんなリュミエールのときめきは、突然のインスマスのだみ声に邪魔される。

「ケッ、肉を柔らかくするとか言っておいてよ、結局隠れて挽ひき肉にくを作ってやがったか」












　忌いま々いましそうな顔をして、

「前に喰しよく将しようの一人が作ってたからな、ロールキャベツは知ってるぞ？　ル・ジュの葉で挽ひき肉にくを包んでスープに浮かべた食い物だ。どうせ臭におい消しで濃い目のシチューを作ったんだろうけどな、あのクソ肉の臭いはそんな程度じゃ消えねえぞ」

　敵の言葉にリュミエールも暗あん澹たんたる気分になる。

　やはり、ホワイトシチューがどれだけ濃厚で美味であっても、ミソのような強烈な調味料がなければ臭いは残ってしまうだろう、と。

　しかし、キョータローは自身の敗北などまったく疑う素振りもなく言い放つ。

「臭くさいかどうかは食ってみればわかることだ。そのロールキャベツ、一口で食べてくれ」

　あまりにも堂々としていたので、リュミエールも言われた通りロールキャベツを口に入れた。

　──プチュン!?

　ル・ジュのしっとりとした柔らかさと、肉の確かな嚙かみごたえ、そしてなにかが瑞みず々みずしく弾はじけるような食感が口の中に広がり、ついで爽やかな酸味が鼻から抜けていった。

「ふわっ……なにこれ、想像していたのと全然違うわ」

　挽き肉の柔らかな歯ごたえを予想していたのだが、しっかりとした肉の嚙みごたえがあるのだ。しかも、すじ肉特有の嚙みきれない不快感は微み塵じんもなく、歯ごたえを楽しみながらちゃんと嚙みきれる柔らかさだった。

　加えて、肉の食感とは異なった『プチュン』という擬音がピッタリの、なにか別なものも含まれていた。

　食べやすさの感動が去ると、いよいよ『味』の感激が押し寄せてくる。

　ル・ジュの甘みと、甲獣フレイムの肉の野性的な旨うま味みが合わさり、そこにプチュンという食感と一緒に酸味も加わった。

　舌の上に広がる旨味がすさまじく、唾液が過剰に分泌され、胃が『キュウゥウ』と切ない悲鳴を上げる。

　しかし胃袋の、早く飲み込んでほしいという訴えを無視しながら、ひたすらに嚙む、嚙む、嚙むっ──!!

　口こう内ないに痺しびれるほどの『味』が溜たまり、鼻び腔こうをふくよかな香りが刺激して、もうこれ以上は我慢できないっ！

　一気に胃の腑ふめがけて飲み下す。この幸福感といったらもう！　これを一言で譬たとえるのなら、旨味を限界まで凝縮させて搾しぼり出した、美味なるしずくのもっとも濃厚な一滴、自分はそれを味わっているのである。

　雑味も臭みも一切なく、透明感すら感じられるほどの滋味、ミソなんかで誤ご魔ま化かしたのとはわけが違う本質をつく味わいだった。

「こ、これ、しゅごいっ！　しゅごく美お味いしいのっ!!」

　リュミエールが感想を口にするよりも早くヴィヴィアンが声を上げ、さらに彼女は背筋をピンと伸ばし、痙けい攣れんするように身体からだをビクンビクンと震わせる。そのままテーブルの上にぐったりと上半身を伏せると、ハアハアと甘い吐息を漏らした。

「……こうやって食べ比べてみると、さっきの丼料理なんて嚙かみごたえがないわ、臭くさみも完全に取れてないわ、穴だらけの料理じゃない」

　ヴィヴィアンはそう言うと、妖よう艶えんな目つきでキョータローの料理を見つめ、うっとりとした表情でほうとため息をついた。

「あふん！　どうしてこんな素晴らしい料理が作れるんですかぁ!!」

　感極まったようにノエルがガバリと立ち上がる。その勢いで、彼女の豊満な胸が上下にたゆんと揺れた。

　彼女はまるで酔ったようにほおを上気させ、上半身をやや屈かがめると、両腕で胸を下から持ち上げるようなポーズをとる。ただでさえボリューム満点の胸部がさらに大迫力に強調された。

「甲獣フレイムのお肉がこんなに美味しかったなんて知りませんでした。さっきのお料理は、今考えるとミソの味が美味しかっただけで、お肉の旨うま味みは全然なかったんだってわかります」

　潤うるんだ瞳ひとみをキョータローに向けて、ノエルが艶つややかな唇くちびるを笑みの形にすると色っぽくほほえんだ。

　その隣ではウルタールが尻尾しつぽをゆらりゆらりと動かしながら、

「くぅううっ！　こっちのほうが断然美味しいね！」

　幸せそうな顔をして、シチューとロールキャベツをむしゃむしゃと頰ほお張ばっていた。

　リュミエールも、木匙さじでもう一口ロールキャベツを食べる。

「むうぅ、美味しすぎてわけがわかんない！　もう好きにしてっ!!」

　身体の芯がカッと熱くなり、リュミエールは自分が内側から支配されていくような感覚に陶酔しながら、今ならどんなことをされてもいいような気分になって叫んだ。





　　　　※






　審査の結果が出る──全員一致で恭きよう太た郎ろうの料理が選ばれた。

　恭太郎は拳こぶしを握り、「よっしゃ！」と勝利の喜びを口にする。その周囲では仲間たちも歓喜の声を上げていた。

　だが、インスマスだけが顔を歪ゆがませている。

「おれの知ってるロールキャベツとは全然違う……」

　歯ぎしりをしながら、敵がロールキャベツを分解していく。キャベツの葉をもどかしげにはがすと、「あっ」という驚きの声を上げた。

「挽ひき肉にくじゃねえ、こりゃ嚙かみごたえが残るギリギリの薄切り肉だ。しかもその肉でまだなにかを包んでるじゃねえか」

　まるで爆弾処理でもするような緊張感でもって、今度は薄切り肉をはがした。

「……小粒のメットー（トマト）だと？」

「ああ。プチトマト……一口サイズのメットーを、甲獣フレイムの薄切りにしたロース肉で包んで、それをさらにル・ジュ（キャベツ）の葉で包んだんだ。普通のロールキャベツとは全然違うから『びっくり』しただろ？」

　料理名の由来を恭きよう太た郎ろうが語ると、敵が苦虫を嚙み潰したような顔をする。

「ビックリなのはむしろ、ミソも使わず、挽き肉にもせず、甲獣のクソ肉をここまで美う味まく料理したってことだ」

　インスマスが舌打ちをしながら続ける。

「テメエが厨ちゆう房ぼうで使ったのは西洋酢ビネガーとミルク、メットーだった。おれは盛大にバカにしてやったけど、結果はこのザマだ……」

　相当悔しかったのか、インスマスはテーブルを腹立たしげに蹴けりつけた。

「見苦しいのう──」

　リヴが冷ややかな口調で言う。焼きが回ったと侮ぶ辱じよくされたことを根に持っているようだった。

「でも、どうやって甲獣のお肉から臭くさみを取ったのかは不思議ね」

　リュミエールが興味津々で言うと、ヴィヴィアンとノエルもうなずく。

　料理学園の学生だけあってやはり調理方法が気になるようである。

　と、ウルタールが木匙さじを握ったまま「はい、はい」と手を上げる。なんだか教師になった気分で恭太郎は指名する。

「ぼくとしてはお肉を柔らかくする方法を知りたいな」

「じゃあそっちを先に説明するか──答えは西洋酢に肉を漬け込んだんだ」

「え、たったそれだけ？」

「ああ、たったそれだけだ。すじ肉っていうのはコラーゲン組織の塊なんだ」

「コラーゲンってなに？」

「超簡単に説明すれば細胞と細胞をくっつける物質のことだな。で、このコラーゲン組織はお酢に含まれる酢酸の力で柔らかくすることができる」

「……マジで？」

「マジマジ」

　恭太郎が答えると、ウルタールが目を真ん丸にして、「全然知らなかった」とため息をついた。

「次に甲獣フレイムの肉の臭におい消しだけど、ぶっちゃけると味み噌そは獣肉じゃなくて魚肉の臭いを取るのに有効なんだ。味噌の主成分の植物性タンパク質……」

　味噌の主成分である植物性タンパク質には臭くさみを吸着する効果がある。ただし、吸着させやすいのは魚肉の臭みであり、『サバの味噌煮』などが実用的な例になるだろう。

　では獣肉の臭みを取るにはどうすればいいのだろう？

　答えは、牛乳とトマトである。

　レバーの臭みを牛乳で取るように、牛乳のタンパク質も臭みを吸着してくれる。そしてトマトにも臭みを吸着、中和する効果がある。さらに、トマトのグルタミン酸は、肉に含まれるイノシン酸と結びつくことで旨うま味みを爆発的に向上させることができる。これはパスタのミートソースなどがいい例だろう。

「……つまり、これらの作用によって、的確に甲獣の肉を柔らかくして、臭みも取ることができるってわけだ」

　ひと通りの説明を終えると、インスマスがガクリと膝をついた。

「おれの知識は間違ってたのかよ、クソッ」

「間違っちゃいないけど不十分だったんだよ。あんたが味噌を使うって言った時点で、調理法も料理もある程度想像できてた」

　ゆえに、勝利することは必然だった。相手の手のうちがわかれば対処も容易にできる。まして、敵の知識が中途半端なものならなおさらである。

「伝説だろうがありふれていようが調味料は調味料でしかないんだ。過剰に頼りすぎれば、そこで料理人としての成長がとまっちまう」

　そして恭きよう太た郎ろうはうなだれる敵に、いや、その背後にいる強敵セレフアイスに向けて宣戦布告をする。

「帰ったらあいつに伝えてくれ──逃げも隠れもしねえから、いつでもかかってこいセレファイス！」




　インスマスが、登場したときの大胆不敵な態度とは別人のように、まるで萎しなびたキュウリのようになって宿屋を出ていった。

　食堂で成り行きを見守っていた人々がロールキャベツの残りに舌した鼓つづみを打つ中で、リュミエールが恭太郎の前までやってくる。

「キョータロー、やったわね。饗樂衆ヴアタイヨン・ド・キユイジーヌを倒したのよ」

「おう！　……と言いたいところだけど、所しよ詮せんは喰しよく将しようの弟子、まだまだ油断はできないけどな」

　顔をほころばせるリュミエールとは逆に、恭太郎は表情を崩さずに答える。

「でも、キョータローさんのお料理とても美お味いしかったです」

　ノエルがにこにこしながら会話に加わった。

「今回の料理──『びっくりロールキャベツのパイ包み』なんだけれど、この村の名物料理として売り出してもいいかしら？」

　ちょっとためらいぎみにリュミエールが訊きいてくる。自分が作ったものではないので遠慮しているのだろう。

「もちろん。むしろ人を呼び込めるような料理をと思って、意識して作ってみたんだ」

　そう、ホワイトシチューを作るのに必要な小麦粉、ロールキャベツの材料であるル・ジュ（キャベツ）、メットー（トマト）、そして甲獣フレイムの肉など、この村で調達できる食材ばかりを使用しているのだ。

「パイ包みにしたのも、この村が寒い土地にあるからシチューの温度を保つためにいいかなって」

　加えて、審査員が旅人だったのもプラスに働くだろう。彼らが旅先で今回の料理勝負を話題にしてくれれば、広範囲でこの村をアピールできるからだ。

「こんな美お味いしい料理が食べられるなら、たくさんの人がやってきてくれるよね、リュミちゃん？」

　ノエルも我がことのように喜び、リュミエールにほほえんだ。

「ありがとう、キョータロー。本当にありがとう──」

　深く頭を下げながら、リュミエールがお礼を言う。村の過疎化を食い止めるメドがついた安心からか、彼女の瞳ひとみが少しだけ涙で潤うるんでいた。

「役に立てればなによりだ」

　恭きよう太た郎ろうがつぶやくと、ウルタールとヴィヴィアンも入ってくる。

「すごいね、キョータロー！　さすがヴェルミリオンの学生だよ、ぼく感動しちゃった」

「キョータローがすごいのは当たり前じゃない」

　ヴィヴィアンがふふんと胸を張り、

「だって英雄の息子なんだから……あっ」

「ちょ、ヴィヴィアン！」

　恭太郎はとめようとしたが、ヴィヴィアンが言い切っていた。

　自分が英雄の息子であることは場を混乱させる上に、恭太郎自身あまり父親に好感を持っていないため、できるだけ秘密にしておきたいことなのである。

　しかしすでに手遅れだった。

「え？　ええっ!?　キョータロー、英雄の息子なの！」

　ウルタールが興奮ぎみに獣耳をピクピクと動かす。

「うそ？　ほんと？　あ、英雄と同じ異世界人だもんね！　でも英雄って三百年前のひとだよね？　なんでその息子が今の時代にいるの？　ま、いっか」

　根が単純なのか、あるいは素直なのか、ウルタールは恭太郎が英雄の息子であることを「ま、いっか」の一言で受け入れてしまった。

　そして彼女は紅玉ルビーのような赤い瞳ひとみをキラキラと輝かせる。

「決めた！　ぼく、キョータローに弟子入りするよ」

　ウルタールが恭きよう太た郎ろうの両手を握ると上下にぶんぶんと派手に振った。

「マ、マジかよっ！」

「マジだよ、マジマジ──よろしくね、お師匠さま？」

　うろたえる恭太郎に、ウルタールが満面の笑みを浮かべて強引に師弟関係を結ぶのであった。




　神楽かぐら坂ざか恭太郎──日本では平凡な男子高校生だった彼が弟子を持った瞬間である。






第三章　弟子とすごす穏やかな日常
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「ダメもとでのお願いだからあまり期待するなよ。あと、学園長ソフイアさんの前では行儀よくな」

「了解！　お師匠さま」

　恭太郎が行儀よくするように言うと、ウルタールが元気よくぴょんと跳びはねる。その拍子に彼女の豊満な胸がたゆゆんと大きく揺れた。

　彼女の服装は無地のブラウスに膝丈パンツという地味なものなのだが、胸もとが大きく開いており、たっぷりと胸の谷間がのぞいていた。

「ちょ、ウルタール、胸もと胸もと」

　恭太郎が指摘する。するとウルタールがちょっと首をかしげる。

「え？　どうしたの……ぴゃあ！」

　恭太郎に指摘されて自身の胸もとが開いていることに気づいたようで、素すっ頓とん狂きような声を上げる。

「ちょ、見ないで、見ちゃダメッ！」

　ちょっと涙目になりながら、ウルタールが慌てて胸もとを両腕で隠した。

「うー、男の子に恥ずかしいカッコウ見られちゃったよう」

　ウルタールがガックリと肩を落とす。尻尾しつぽもへなへなと垂れ下がっていた。

　どうも彼女は奔ほん放ぽうな性格というより、ただ単に隙の多い性格のようだった。

　ウルタールが恥ずかしそうに胸のボタンをとめていたので、恭きよう太た郎ろうも顔をそらして見ないようにした。

　ちなみに、ここは学園長室の前である。

　つい先ほど、恭太郎たちはリュミエールの実家から学園に帰ってきた。滞在していたのは一週間ほどで、インスマスとの勝負のあとはロールキャベツのレシピを作り、ピノン親方をはじめ村人たちに調理の指導をした。

　そうやって村の発展に貢献したところ、リュミエールの祖父グリューゲンにとんでもなく感謝された。その際に、なぜかリュミエールの眠りの深い時間帯と、夜よ這ばいの仕方なるものを教えられたが、それは無視しておいとました。

　そして今、ウルタールの学園への入学、もしくは滞在の許可をお願いするために学園長室の前にいるのである。

「じゃ、準備はいいな？」

「うん。大丈夫だよ」

　襟首のボタンまでとめたウルタールがにこやかにうなずいた。

　それを確認して、恭太郎はノックをしようとする。

　次の瞬間、スッと内開きの扉が開く。思わずバランスを崩して倒れそうになったがグッとこらえると、目の前に十歳くらいの女の子が立っていた。

「おかえり、キョータロー」

「おお、リリーじゃないか、ただいま──」

　彼女の名前はリリーアップル。腰にまで届く黒髪が特徴の美少女である。

「まだノックもしてないのに、なんでわかったんだ」

「だってキョータローの匂いがしたから」

「すっごい嗅きゆう覚かくだな」

　驚く恭太郎に、リリーアップルがえっへんと腰に手を当てて得意げな顔をする。見た目は十歳だが、彼女の正体は神聖竜──神性を帯びた巨大な白竜なのである。

「わあ、かわいいねえ、こんにちは」

　ウルタールがしゃがんでリリーアップルと向かい合う。が、リリーアップルは戸惑ったように恭太郎を見上げる。

「キョータロー、新しい女？」

「リ、リリー！　お前どこでそういう言葉覚えてくるんだよ」

　慌てる恭きよう太た郎ろうをよそに、リリーアップルがウルタールをクンクンと嗅かぎ、途端にちょっとだけ嫌な顔をする。

「ちょっとちょっと、ぼくお風呂とかちゃんと入ってるよ？」

　ウルタールが自分の腕や手の甲を嗅ぎながらオロオロする。

「リリー、お客さまに失礼ですよ？」

　そのとき、部屋の中から穏やかな女性の声がする。

　恭太郎が声のほうに顔を向けると、執務机で書類の整理をしていたソフィアと目が合った。

　ソフィア・ガヴァリエーレ──彼女はヴェルミリオン王立料理学園の学園長であり、三百年以上も生きている純血のエルフである。

「おかえりなさい、キョータローさん」

「ソフィアさん！　ただいま戻りました」

　恭太郎は進み出て、執務机をはさんでソフィアと向かい合った。

「ふふ、キョータローさんったら、本当に困った人ですね」

　悪戯いたずらっぽい笑みを浮かべ、ソフィアがセミロングの黒髪をかきあげる。

「すぐに新しい女を連れてくるんですから。しかも今度は虎人ウエアタイガーなんて、キョータローさんのケ・ダ・モ・ノ──」

「ソフィアさんまでなに言ってるんですか！」

　ほんのちょっとだけ、この人にリリーアップルを任せても大丈夫なのだろうかと、恭太郎は心配になってしまった。

「師匠、ぼくここでうまくやってく自信がなくなったよ」

　ウルタールも微妙な顔をして乾いたような笑みを浮かべている。

「冗談はさて置くとして──キョータローさん、饗樂衆ヴアタイヨン・ド・キユイジーヌをひとり倒したそうですね？　グリューゲンさんから手紙が届いていました」

「リュミエールのお祖じ父いさんからですか？」

「はい。彼とわたしは古くからの友人でして、ロールキャベツなる料理で村を救ってくれたと書いてありました」

　どうやら、自分たちが村に滞在している間に手紙をソフィアに送っていたようだ。

　すると、リリーアップルが恭太郎の足にじゃれついてきた。

「ねー、リリーもロールキャベツ食べたいっ！」

「いい子にしてたら今度作ってやるよ」

「悪い子にしてたら？」

「野菜のフルコースだな」

「やだー」

「じゃあぼくが作ってあげようか？　これでも一応料理人の端くれだしね」

　ウルタールがご機嫌をうかがうように言うと、リリーアップルが再び彼女をクンクンと嗅かぎ、またまた微妙な顔をする。

「えー、さっきから一体なんなのさ」

　オロオロしながらウルタールが困惑ぎみに言う。

「リリーアップルは『神』ですからね、五感、それも嗅きゆう覚かくが抜群に優れているんです。その気になれば、この大陸のあらゆる匂いを嗅ぎ分けられるでしょう」

「結局、ぼくから変な臭においがするってことなのかな」

　ソフィアが説明すると、ウルタールが拗すねたような声を出した。

「キョータローさんがかわいい女の子を連れてきたので、リリーも妬やいているのでしょうね」

　フフッと艶えん然ぜんとした笑みを浮かべ、

「話は戻るのですが、今回の件、バレンロード王は大変喜んでいましたよ。甲獣フレイムの肉については宮廷の料理人たちもずいぶんと悩んでいたようですし、おまけに饗樂衆ヴアタイヨン・ド・キユイジーヌの一員を倒したことで王国の威を示すこともできましたからね」

　彼女の言葉で恭きよう太た郎ろうは思い出す──グリューゲンが王さまに甲獣の肉について掛け合っていると、宿屋のピノン親方が言っていたのを。

「て、王さまの耳にも入ってるんですか？」

　まさか自分の行動がこんなにもスピーディーに、国家の最高権力者に知られていたとは思いもしなかったのだ。

「ええ、わたしのほうから報告しておきました。それでですね、国王陛下がキョータローさんにどんな褒ほう美びでも取らすとおっしゃっていましたよ」

「褒美!?　王さまがおれに」

　寝耳に水というか、瓢ひよう簞たんから駒こま的な展開に、恭太郎は呆ぼう然ぜんとする。

「はい。貴族の身分と、それに相応ふさわしい領土を与えてもいいと」

「おれが貴族ですか？　ただの高校生ですよ」

　封建社会恐るべし、とほんの少しビビってしまった。

「アドレーを倒した実力に、リリーの事件を解決した功績も合わさっていますからね。むしろそれ以上だってあるやもしれませんよ？」

「それ以上？」

「王女殿下との婚約です。国王陛下には一人娘がいますから。とてもきれいな方ですよ」

　こちらの反応を楽しむように、ソフィアが俗っぽく笑う。

「結婚なんてまだ早いですし、褒美でお嫁さんをもらうのも変な感じですし、辞退します。あ、貴族の身分とかも大おお袈げ裟さなんでこれも遠慮しときます」

　テンパりぎみに、恭きよう太た郎ろうは焦りながら褒ほう美びを断った。

「そう言うと思っていました。リュミエールさんがいますものね」

「リュ、リュミは関係ないじゃないですか」

　いきなりリュミエールの名前が出てきて、思わず顔が赤くなってしまった。別に付き合っているというわけではないのだが、最近ちょっと意識してしまうことがあるのだ。

　特に、お礼を言われたり、無邪気に笑っていたり、素直な表情を見せられると魅力的だなと思ってしまう。

　そこまで考えて恭太郎はぶんぶんと首を横に振る。

　そう、今自分は女子会よろしく恋コイ話バナをしにきたのではなく、別の用件があってソフィアを訪ねたのだ。

「あのですね、ソフィアさん、代わりといってはなんですが、もしお願いを聞いてもらえるなら」

「そちらの虎人ウエアタイガーのお嬢さんを当学園に迎えたいということですね？」

「え、どうして……」

「グリューゲンさんからの手紙に彼女のことも書いてありましたから」

　ソフィアがウルタールに顔を向ける。

「名前と年齢、出身を教えてもらってもいいですか？」

「は、はい！　ウルタールと申します。虎ぼく人たちは苗みよう字じがないので、ただのウルタールです。あと十五歳です」

　緊張しているのか、背筋をまっすぐ伸ばすウルタール。おもしろいことに尻尾しつぽもピンと立っていた。

「出身は、西のヴォルガン大砂漠の向こう、商都アンゼルトンになります。一応、料理の知識と技術はありますのでよろしくお願いします！」

　ひと通りの自己紹介にソフィアが軽くうなずく。

「わかりました。いずれ、アンゼルトンから出身証明書を取り寄せるとして……そうですね、料理がまったくできないというわけではないようなので、キョータローさんたちと同じ第二学年で学んでもらいましょう」

「ありがとうございますっ！」

　ウルタールが九十度のお辞儀をする。

　対して恭太郎は、彼女の入学がビックリするくらい簡単に決まり、少しだけ拍子抜けしてしまった。

「それだけ今回のご褒美が、つまりキョータローさんの功績が大きいということです」

　恭太郎の表情から察したようで、ソフィアが魅惑的なウインクをする。

「それでは二人とも、ヴェルミリオン王立料理学園の学生として恥じないように勉学に邁まい進しんしてください」

　学園長として威厳のある声音でソフィアが締めくくった。

　恭きよう太た郎ろうとウルタールも姿勢を正すと「はい！」と声を合わせ、学園長室を退室した。




　恭太郎とウルタールが部屋から出ると、リュミエールたちが待っていてくれた。

　リュミエール、ヴィヴィアン、ノエル、それに犬人間タータンと馬人間マードンまでいた。

「タータン、マードン！」

　久しぶりに再会した友人に懐かしさが込み上げてきて、恭太郎は二人に駆け寄る。

「キョータロー、お帰りッス！」

　人懐っこくてしゃべるのが大好きなタータンが嬉うれしそうに迎えてくれる。

「聞いたぞ？　甲獣フレイムの肉を料理するとはやはりキョータローはたいした男だ」

　マードンが肩を揺すって大いに笑う。その豪快さとは裏腹に、相変わらず澄んだきれいな目をしている。

「だけど甲獣に襲われそうになって危なかったんだよね？」

　タータンが、柴しば犬いぬのような愛らしい顔を曇らせる。

「それはここにいるウルタールが一撃で倒してくれたから全然大丈夫だった」

「虎人ウエアタイガーのウルタールです。よろしくお願いします」

　礼儀正しくお辞儀をするウルタールに、タータンが心配そうな顔から一転して驚きの表情をつくる。

「あの甲獣を一撃で倒すなんてすごいッス！」

「えへへ、それほどでもないよ。甲獣を倒すのなんて普通だって」

　謙遜するようにウルタールは言うが、褒められたのが嬉しいようで顔がにやけていた。

「でも実際、ウルタールは強かったよな。あの戦いを目まの当あたりにして、虎人ってこの世界で最強の戦闘種族なのかなって思った」

　彼女が甲獣を易やす々やすと蹴けり倒したときのことを思い出して、その純粋な強さに恭太郎も羨せん望ぼうの眼まな差ざしを向ける。

「もう、そんなにすごくないって！　あまり持ち上げないでよ……でも、確かに虎人ぼくたちとまともにやり合えるのは竜冠族ドラーゴくらいだと思うよ」

「虎人と竜冠族、まさに大陸最強の二大種族ッスね」

　なんだかんだで誇らしげに語るウルタールに、タータンも合いの手を入れるように調子を合わせた。

　すると、ヴィヴィアンが怒りで眉を吊つり上あげながら入ってくる。

「ちょっとちょっと、今の聞き捨てならないわね」

　ヴィヴィアンがギロリと睨にらみ、

「この世界で最強の種族はエルフに決まってるでしょ！　エルフの極大魔法は大地を焦しよう土どに変え、湖を蒸発させるほどの威力があるのよ」

　種族としてのプライドが傷ついたからか、ヴィヴィアンは怒りながら続ける。

「甲獣フレイムがなによ、かつてのわたくしたちならあんな獣、一瞬で消し炭にできたわよ。いい？　五十年前の大戦のときに、わたくしのお祖じ父いさまなんて巨人族の集落を一人で三つも四つも潰したのよ」

「それならぼくのところの族長なんて、大戦中、たったの十数人で難攻不落の大要よう塞さいを制圧したって言ってたよ」

　ヴィヴィアンが腕を組みながら自慢げに語ると、ウルタールも負けじと言い返した。

「そんなこと言ったら、純血エルフの精鋭が集まって……」

「ぼくのところだって部隊長級の戦士たちで……」

　いつの間にか、いかに自分の種族が最強であるかという自慢話になっていた。

　さすがに会話が野蛮になってきたので、恭きよう太た郎ろうは別の話題を振ろうとする。が、彼より先にノエルが割って入った。

「あ、あのぅ、その……」

　暴力を競い合うような会話に見苦しさを感じたのだろう、ノエルがオドオドしながらもハッキリと二人の少女に注意する。

「あたしのお祖父ちゃんは大戦のとき、超極大魔法で千の敵兵から自分の集落を守った最強の……」

「お前もかよ！　暴力反対って言ってくれるんだと思ったよ!!」

　恭太郎が突っ込むと、ノエルがキュウゥと肩をすくめて「ふぇ、ごめんなさい」と涙目で謝った。

「ノエルもそういう自慢とかするんだな、なんかちょっとビックリした……いや、別に悪い意味じゃないけど」

　穏やかで、あまり我を通すタイプではないと思っていたので、ノエルの発言には少しだけ驚いたが、友人の隠れた一面を知ることができて恭太郎は新鮮な気持ちになった。

　すると、突然ウルタールが笑い出した。腹を抱え、背を丸めながらひとしきり笑うと、彼女は瞳ひとみに浮いた涙の粒を人差し指でぬぐった。

「他種族同士なのにこんなに仲良くしてるなんてすごいね。プライドの高い純血エルフまでいるし」

「ま、まあ、いろいろとあったからね」

　ヴィヴィアンが少しだけほおを赤らめて答えた。

「種族の壁なんて越えて技術の研けん鑽さんに励みましょう、ウルタール」

「そうそう、美お味いしいものをいっぱい食べようね」

　リュミエールとノエルが、彼女を歓迎するように「ようこそ」と声をそろえた。

「ぼくは幸せだな……うん！　ぼくもみんなと一緒に美お味いしい料理をいっぱい作っていっぱい食べたいよ」

　ウルタールが満面に笑みを浮かべて二人に抱きついた。





　　　　２






　朝──。

　恭きよう太た郎ろうの意識が夢とうつつの境界を気持ちよく漂っていると、剝はぎ取とるように思いっきり掛け布団がひっぺがされる。

「ふおっ？」

　いきなりのことで恭太郎は変な声を出す。

　寝起きのくらくらする頭を押さえながら状況確認をすると、制服を着崩したウルタールが元気いっぱいに朝の挨あい拶さつをする。

「おっはようっ！　師匠!!」

　今朝もウルタールのモーニングコールによって一日が始まる。

　彼女が学園に入学して数日が経過──『師匠』として慕う恭太郎を、ウルタールは毎朝起こしにくるのだ。

　入学した翌朝に、施錠しておいたドアを蝶ちよう番つがいごと破壊して起こしにきたため、今では諦あきらめてカギを開けっぱなしにしている。

「おはようじゃない！　毎朝毎朝なにしてくれてんだよ」

「え？　だって師匠を起こすのは弟子の役目じゃないか」

「おれは時間ギリギリまで寝てたいんだ」

「あ、そういうことか。ごめんね、気が利きかなくて」

　言うや、ウルタールが恭太郎のベッドに入り込み、すぐ隣で流し目を送る。巨乳で美少女なものだから、なんというかめちゃくちゃ色っぽいのだ。

「ギリギリまで寝ていたい──それってつまり、弟子として師匠の添い寝に付き合わなくちゃいけないってことだよね？」

　主導権を握るような小悪魔っぽい笑みを浮かべるウルタール。わざと制服ブラウスのボタンを掛け違えているのだろう、着崩した制服の隙間からボリュームのある胸の谷間がチラチラと見えている。

「ア、アホか！　どこの世界に弟子に添い寝を強要する師匠がいるんだよ」

　恭太郎はしどろもどろに抗議の声を上げると、ベッドから出ようとして転がり落ちる。床に尻をしたたかに打ちつけて痛みに身み悶もだえた。

「あはははは、目が覚めた？　師匠のそういう女の子に免疫がないところ、ぼくは結構好きだよ」

　ウルタールが楽しげに笑い、この段になって恭きよう太た郎ろうも自分がからかわれていたことに気づき、「くうぅ」と悔しげな声でうめいた。

　と、次の瞬間──。

「あれ？　うそ……ええっ!?」

　ウルタールが自身の服装に目をやり、オロオロとうろたえはじめた。

「ぼ、ぼく、ブラウスのボタン掛け違えてた……」

「え、それわざとやって胸を見せてたんじゃないのか？」

「バカッ！　そんなはしたないことしないよ」

　布団を剝はぎ取とったり、ベッドに入ったりするのははしたなくないのかよ、と恭太郎は心の中で突っ込んだ。

　そんな中で、ウルタールが掛け違いを直すためにボタンをはずしていく。

「うぅ、男の子に胸を見られるなんて恥ずかしいよぉ」

　先ほどまでの小悪魔っぽい笑みから一転、弱々しげな声を出すウルタール。

「うにゃあ！」

　あまりに慌ててボタンをはずしていたため、バランスを崩してウルタールもベッドから転げ落ちた。

　一瞬の出来事だったので、恭太郎も「あっ!?」と声を上げるだけでよけることができなかった。

　ドシンと身体からだ中じゆうに衝撃が走る。同時に顔にポヨンという柔らかな感触も。

「イテテ、ウルタール大丈夫か？」

　恭太郎は顔を上げようとして、柔らかななにかが自分の顔に押し付けられていることに気づく。

「……なんだこれ？　重量感があるくせに、なめらかでたゆんたゆんとしてるな」

　両手でそのたゆんたゆんとしたものをグイッと押し上げた瞬間、恭太郎の視界に涙目のウルタールの顔がうつった。

　彼女は涙の粒を瞳ひとみいっぱいに溜ため、沸騰しているんじゃないかと思うほどに顔を真っ赤にしていた。

　一瞬なにが起きたのか理解できず、恭太郎は見たままのことを頭の中で整理してみる。

　まず、ベッドから転がり落ちたウルタールが覆いかぶさるようにして自分の上に乗っている。次に、制服のボタンは全部はずしおえており、さらに、慌てていたためか下着もはずれていた。

　そして、はだけてあらわになった豊満で真っ白な乳房を、今自分はグイッと持ち上げているのだ……。

「ふをぉおおおおおおおおおおおっ!!」

　あまりのシチュエーションに恭きよう太た郎ろうは奇声を上げながら、思わず彼女の胸から手を離した。

　途端、ウルタールがババッと制服の前を合わせて胸を隠す。それから、口をあわあわさせながらもなんとか言葉を発する。

「み、見た？」

「見てない見てない！」

「……本当？」

「ああ」

　恭太郎はぶんぶんと首を縦に振る。すると、ウルタールが無言のまま立ち上がってくるりと背を向けた。

「……胸なんて誰にも揉もまれたことなかったのに、同世代の男の子にあんなに思いっきり揉まれるなんて、もうかわいいお嫁さんになれないよう」

　グスグスと涙声で、ウルタールがとんでもなくかわいいことをつぶやいていた。

　中性的な見た目ゆえにもっと大胆な性格だと思っていたが、実際にはとても純粋ピユアな少女だということを恭太郎は理解した。












　それゆえに、過失とはいえ自身のしたことに自己嫌けん悪おと後悔の念が募り、恭きよう太た郎ろうはとんでもなくへこまされた。

　その後、ベッド周りをきれいにしてから恭太郎は制服に着替え、食堂で朝食を摂とるために二人は部屋をあとにした。




　ヴェルミリオン王立料理学園は午前中に講義と実技の授業があり、午後からは自由時間となる。

　しかしこの日は一ヶ月に一度の校外学習の日だった。

　内容は、王都にある中央広場（学園が置かれているのは王都の東端）で大規模な調理実習をおこなうというものである。

　学園としても、日ごろの成果を王都の人々にアピールする、学園の存在意義と食に関する唯一の教育機関としての威信を懸けた一大イベントなのである。

　王都民たちも、美味なる料理を食べられるということで大挙して押しかけるため、ちょっとしたお祭りの様相を呈ていすることになるのだ。

　そういうわけで、恭太郎たちは朝食後、事前の取り決めに従って食材をまとめたり、調理器具を馬車に積んだりと大わらわだった。

　そして馬車や徒歩で中央広場に向かい、お昼の時間に間に合うように調理を開始する。

　教師は基本的に手を貸してくれないので、学生たちで役割分担をして、何十種類もの料理を、料理毎に何百皿分も作るため場はまさに戦場と化す。

　左記がその一部である──。

「おい！　下ごしらえはもっと丁寧にしろ」

「うわっ、ピコロス（玉ねぎ）が目にしみるぅ」

「だからピコロスは氷魔法で冷やしとけって言っただろ！　お前、キョータロー主催の勉強会サボってたな」

「灰あ汁くはちゃんとすくえよ。あー、乱暴にするから混ざっちゃったじゃないか」

「ねえ、ちょっと味見して。どう？　もう少しお砂糖足したほうがいいかな」

「おれの調理に括かつ目もくせよ！　秘技・華炎繚りよう乱らん竜りゆう煌こう演舞──」

「それって野菜炒いためを地面にばらまくだけの技なのか？　食材無駄にしてると先生にどやされるぞ」

「あ、これ美お味いしい！」

「こら、つまみ食いするんじゃない！」

「お皿三十枚持ってきて！　早く早く」

「おーい、手の空いてるやつ、行列の整理にあたってくれ」

　という具合に、上級生も下級生もなく怒号や悲鳴、味見にかこつけたつまみ食いが嵐のように巻き起こっていた。

　そんな中で恭きよう太た郎ろうたちのグループもてんやわんやの大騒ぎだった。

「もう！　全然時間がないわ。クレヴェット（エビ）が茹ゆで上あがる前にお客さんがきちゃう」

　お昼の時間が目前に迫り、ヴィヴィアンが半泣きで声を荒らげる。彼女は今、海鮮サラダ用のエビを茹でているところだった。

　すると、ウルタールが抜群の握力でなにかの果実をギュッと搾しぼる。その搾り汁が鍋の中に落ちていった。

「あ、ちょっと！　なにシャトロン（レモン）の汁なんか入れてるのよ」

「ちょっとしたおまじないだよ」

「この忙しいときに意味わかんないことしないで……あれ、気のせいかクレヴェットがもう茹で上がってるような」

「ふふ、よかったね、ヴィヴィアン──」

　首をかしげて「え？　どうして？」と驚くヴィヴィアンに、ウルタールが、悪戯いたずらが成功した子どものように無邪気に笑った。

　どうやら、今朝の出来事のショックからは立ち直ってくれたようだった。

　次にウルタールは、サンドイッチを作るためにパンを切り分けているノエルのもとに手伝いにいく。

「ノエル、ぼくが野菜を洗ってあげるね」

「ありがとう！　全然手が足りなくてどうしようかと思ってたの」

　ノエルも余裕がなかったようでウルタールに感謝する。

　当のウルタールは、サンドイッチに使う野菜を持って水場へと洗いにいく。ほどなくして戻ってくると、彼女は布の上に野菜を並べ岩塩をパッパッと振った。

　少し経たってノエルがパンを全部切り分け、肉と野菜をはさむ作業に入る。

「なんだかいつもよりはさみやすい……どうしてだろう？」

　ノエルが頭の上に疑問符を浮き上がらせる。

「リュミがテンパってるみたいだから、ちょっと応援にいってくるね」

「あ、うん。リュミちゃんをお願いね、ウルタールちゃん」

「ぼくに任せておいて」

　にこやかに手を振り、ウルタールがリュミエールのそばまでいく。

　リュミエールはレタスに似た葉物をサラダの彩いろどりとして、包丁を使ってバカ丁寧に切り分けていた。

「ちょっと待った！　鉄の包丁なんか使っちゃダメだよ、リュミ」

「え、どうして？　均等に切り分けたほうが見み栄ばえがいいじゃない」

「『見み栄ばえ』なんて言い方したら、リュミのやり方は最悪の見栄えになっちゃうよ」

「……？　言ってる意味がわからないわ」

　いぶかしげな顔をするリュミエールに、ウルタールも困ったような顔をする。

「えーと……あ、ほら、葉物は手でちぎったほうがドレッシングと絡からみやすいって授業でも習っただろ？」

「そう言えば確かにそうだったわね。じゃあ、ちぎるわね」

「そうそう。鉄の包丁なんて使っちゃダメだからね」

　釘くぎを刺しながら言うと、ウルタールもサラダの盛り付けを手伝った。

　そんな光景を目にして、恭きよう太た郎ろうは彼女の一連の行動に、「へえ」と感心するような声を上げる。

　しかしよそ見をしている暇はなかった。

　恭太郎も現在、一口ステーキを焼く作業に追われており、鉄板に向かって次から次へと肉を焼いているのだ。

「まるでレストランのオープニングパーティーみたいな忙しさだな」

　かつて恭太郎はホテルのオープニングパーティーのバイトを一度だけしたことがあるのだが、バイト料に見合わないほどの忙しさにぶっ倒れそうになった記憶がある。

「もう二度とあんなバイトはしたくないな」

　つぶやきながら、恭太郎は次々と運ばれてくる肉のトレイを受け取り、まるで自動肉焼き機にでもなった気分でひたすらステーキを焼きまくった。

　そして学生たちの奮起が報われ、お昼の時間にはなんとか間に合う。

　形式としては立食で、大皿に盛られた料理は行列を作る人たちによって次々と平らげられていった。

　一段落がつき、あとは料理と入れ替えで並べたデザート（果物の糖蜜がけ）が完食されれば後片付けに入り、学園へ帰ることになる。

「ふう、今日は帰ったらゆっくりしたいな」

「帰っても反省会があるからすぐに解散ってことにはならないわよ」

「マジかよ……そういうのは明日にでもしてほしいよな」

　恭太郎とリュミエールが広場の隅の芝生で休憩しながら話す。ヴィヴィアンとノエルは上級生に頼まれて商業区までお使いにいっていた。

　しばらく二人でまったりとする。と、近くで遊んでいた六、七歳くらいの少女がぐずり声を上げる。そして母親を困らせはじめた。

　聞くとはなしにその母娘の話を聞いていると、どうやら少女は咳せき病の持病を持っているらしかった。さらに、デザートの果物が彼女の病気と相性が悪く、母親から食べることを禁じられたために娘はぐずっているようだった。

「……かわいそうだよね、食べたいのに食べられないって」

　いつの間にかウルタールが隣にやってきて言った。

「女の子だから甘い物は食べたいよな。なにか別のものでも作ってやれねえかな」

「でも今日は運搬の関係であの果物しか持ってきてないから、別のデザートなんて今から作れないわ」

　リュミエールの言葉に、恭きよう太た郎ろうが腕を組んでうーんとうなる。そうしているうちに、母親が薬を取り出したので娘が一層ぐずりだした。

「デザートが食べられないうえに、あんなとんでもなく苦い薬を飲まなくちゃいけないんだから辛いよね」

　ウルタールが同情するように悲しそうな顔をする。事実、少女はかたくなに薬を飲むことを拒んでいた。

「なあ、あの薬がとんでもなく苦いってなんで知ってるんだ？　まあ薬だから苦いは苦いんだろうけどさ」

　揚あげ足あし取りのような感じだったが、なんとなく気になって恭太郎は訊きいてみる。

「あの薬はこの世界ガストルシエルでは一般的な薬なのよ。基本は咳せき病の薬なんだけど、風か邪ぜの薬としても使われるから誰でも一度は飲んだことがあるの」

「そうそう、吐き出したくなるくらい苦いんだよね。ちなみにあの薬って、甲獣フレイムの鱗うろこを砕いて粉末にしてるんだよ？」

　リュミエールとウルタールが交互に説明してくれた。

「甲獣の鱗か……そういや、リュミん家ちにいったときもらったよな」

　恭太郎はポケットをまさぐる。鱗が数枚入っていた。薬の他に装飾品にも加工できると聞いていたので、いずれその手のお店を見つけたら、カッコいいアクセサリーでも作ってもらおうとポケットに入れておいたのである。

「のどの薬になるんだな、これ。どんな成分なんだろう」

　なにげなく恭太郎はつぶやいた。

「妾わらわの出番かの？」

　すると、包リ丁ヴが声を出す。彼女は低血圧なのか午前中はテンションが低く、今まで会話には入ってこなかった。

「甲獣の鱗はの、キョータローの世界でいえばアンズの種と同じ成分じゃな」

「へえ、アンズの種と同じなんだ」

　アンズはジャムやシロップ漬けにして食べる果物なのだが、その種は咳せき止どめの薬として利用できる。

　恭太郎は甲獣の鱗をしげしげと眺めながらふと思いつく。

「なあリヴ、アンズの種と同じ成分っていうけど、どれくらい同じなんだ？」

「ほとんど同じといっても差し支えないじゃろうな。どちらも鎮ちん咳がい剤ざいのよい材料になる」

「マジか！　よっしゃ」

　我知らず恭きよう太た郎ろうは口元がほころび快かい哉さいを叫んでいた。

「今からあの女の子が食べられる絶品デザートを作ろうと思う。この甲獣フレイムの鱗うろこを使って」




「ねえ師匠、この鱗、すり鉢で粉々にするんだね？」

「おう！　できるだけ細かく、ぶっちゃけて言うと粉末になるまでやってほしいんだけど、できるか？」

「虎人ウエアタイガーを舐なめないでよね、ぼくがその気になればこんなものあっという間だよ」

　ウルタールが腕まくりをして、すり鉢に入れた鱗をスリコギでガリガリガリガリッと砕いていく。

　まるで破砕機にかけたかのように、みるみるうちに硬質な鱗が粉になっていった。

「……すげえ」

　恭太郎は目を丸くしながら感嘆のため息をつく。

「キョータロー、もらってきたわよ。これでいいのかしら」

　食材係のテントからリュミエールが戻ってきた。

「おお、これこれ。サンキュ」

　礼を言って、恭太郎はリュミエールから『粉末ゼラチン』を受け取った。

　この世界でも獣皮や獣骨からゼラチンが作られていた。サラダなどに混ぜて食感を楽しむのである。

「師匠！　こっちもできたよ」

　ウルタールがすり鉢の中身を恭太郎に見せる。ごく短時間で甲獣の鱗が粉末レベルまで砕かれていた。

「おー、いい仕事するな。理想的な出来上がりだ」

「別にこれくらいたいしたことないけどね」

　謙遜しながらも、ウルタールの尻尾しつぽが右に左にせわしなく揺れている。なんというか正直でかわいい少女である。

「でも甲獣の鱗なんて使って一体どんなデザートができるのかしら？　もしあの娘こが食べられないものだったら、待っててもらってるのに悪いわ」

　リュミエールがちょっと心配そうな顔で、少し離れた場所でベンチに座っている母娘に目をやった。

　こちらから美お味いしいデザートを作ると言った手前、ヘタなものを出したら学園の名誉にもかかわるだろう。

「大丈夫、おれの経験上、あのデザートが嫌いな女の子はほとんどいないよ」

　恭きよう太た郎ろうはニヤリと笑って、絶品デザートの調理に入った。

　材料は、水、牛乳、生クリーム、鱗うろこ粉末、砂糖、粉末ゼラチン、である。

　まず、水と鱗粉末を４：１で混ぜて、布巾で漉こす。この作業を数回かけて丁寧に漉し、火にかける。沸いたら砂糖、牛乳、生クリームを入れる。焦げないように混ぜ、馴な染じませたら粉末ゼラチンを投入して、とりあえずの調理は完了である。

　あとは粗あら熱ねつを取り（＝人肌までさますこと）、小型の容器に流し入れて冷蔵庫で数時間冷やせば完成する。

　とはいえ、冷蔵庫などこの世界にはないので、リュミエールに頼んで氷魔法で冷やしてもらう。

　あまり時間をかければ母娘が痺しびれを切らしてしまうので、凍らない程度の冷気で冷やしてもらい完成時間を短縮した。

「やっぱり魔法って便利だよな。細かい調整もできるっぽいし、うまく使えば調理の可能性が広がりそうだ」

　恭太郎は感心しながら言うと、出来上がったばかりのデザートを披露する。

「さあ、これが甲獣フレイムの鱗で作ったデザートだ！」

「真っ白でプルンとしてるわね。ちょっと前にあなたが作ったトーフに似ているけど、アレは甘くもなんともなかったわ」

　容器の一つを掲げる恭太郎に、リュミエールがかすかに眉をひそめる。

「確かに似てるっちゃ似てるけど、豆腐とは全く別の食い物だ……あ、でも牛乳の代わりに豆乳で作っても美う味まいかも。特にリリーみたいに乳製品苦手な子にはそっちのほうがいいかもしれないな」

　独ひとり言ごつ恭太郎。料理のインスピレーションが湧くと夢中になってしまうのは、料理人の性さがだろう。

「師匠、それでこの白いのはなんて名前のデザートなのさ」

　ウルタールもちょっと浮かない顔で訊きく。甲獣の鱗が材料なのがわずかに引っかかっているのかもしれない。

「そんな顔すんなよ、これは『杏あん仁にん豆どう腐ふ』っていうデザートだ」

　これ以上もったいぶるのもよくないので、恭太郎はデザートの名前を明かす。

　杏仁豆腐──現在はもっぱらデザートとして愛されているが、もともとはアンズの種から作られる咳せき病の強烈に苦い薬を、なんとか美お味いしく飲めないものかというコンセプトのもと考案された料理なのである。

「今回は甲獣の鱗を使ったけど、もともとはアンズの種（＝杏きよう仁にん）を材料にしてたから杏仁豆腐っていう名前がついたんだ」

　そう言いながら恭太郎は、改めて杏仁豆腐に目をやる。

　牛乳とクリームを多めにして、ゼラチンを少なめにしたため、いわゆるひし形に切った硬めの杏あん仁にん豆どう腐ふではなく、柔らかな杏仁豆腐に仕上がっている。

　ゆえに、出来上がったそれは、トロトロのふわふわで、見ただけで柔らかさが伝わってきそうなほどモッチモチなのだ。そう、まるで新雪のようになめらかで、令嬢の肌のように輝かんばかりの乳白色をしている。

　ひとたび口に入れれば、舌の上で淡あわ雪ゆきのごとくとろける感触を想像して、恭きよう太た郎ろうの口こう内ないにジュワァッと唾液が込み上げる。

「やっぱりトーフじゃない!?　キョータロー、もしかしてあなた、わたしたちのこと騙だましてるの？」

　ウットリとした顔をする恭太郎に、リュミエールが抗議の声を上げる。

「い、いや違うんだって、豆腐は豆腐でも別物で……まず一口食べてみてくれって」

　恭太郎は慌てて弁解するが、リュミエールがプイと横を向く。

「……嫌よ。だってトーフって全然甘くないもの。せめてドレッシングでもないと食べられないわ」

　珍しく強情を張るリュミエール。どうしようかと恭太郎が思案したときだった。

「ねえお兄ちゃん、食べてもいい？」

　少女が容器を一つ手に取ると、首をかしげるようにしてこちらを見上げる。

「あ、ああ。もちろんだ。食べてくれ」

　今回一番食べてほしい子からの申し出に、恭太郎はうなずきながら木匙さじを渡した。

　少女は木匙を受け取ると、それを逆手に握って杏仁豆腐を食べはじめる。

　幼い子どもにありがちな間違ったスプーンの握り方だが、豪快に杏仁豆腐をすくって小さな口に入れるさまはギャップがあってかわいかった。

「うわぁ、美お味いしいっ！」

　口の周りをべとべとにさせながら、少女が顔をパアッと輝かせた。

「こんなに甘くて美味しいもの食べたの生まれて初めて」

　感激しながら、少女がものすごい勢いで食べる。そして、プハァッとかわいい声を出すと、子どもらしい無邪気な笑みを浮かべた。

　少女がご機嫌になったのを察知して、隣にいた母親が「お薬も飲みましょうね」と薬包を取り出す。

「大丈夫ですよ、材料が甲獣フレイムの鱗うろこですから。つまりこのデザート自体が薬なんです」

　恭太郎はやんわりと母親を制する。

　そう、少女に薬とデザートの両方を食べてもらうのが目的だったので、薬でもある杏仁豆腐を彼女が食べた時点でその目的は達せられたのである。

　ちなみに、杏仁豆腐自体にしっかりと味をつけているのでシロップやソースは作らなかったが、甘味デザートとして追求するのならいろいろと試してみるのもいいだろう。

「もう一個食べてもいい？」

　と、少女が恭きよう太た郎ろうの制服の裾を引っ張った。

　恭太郎は、リュミエールとウルタールをチラリと見てから、聞こえよがしに意地悪っぽく言う。

「一個と言わず全部食べてもいいぞ。あっちのお姉ちゃんたちはいらないみたいだし」

「わーい！」

　少女が喜びながら二個目を食べ始める。

「ちょっと待って、わたしもそれ食べてみたいわ」

「ぼ、ぼくも食べたい」

　先ほどの少女の食べっぷりが印象的だったようで、リュミエールとウルタールも慌てて杏あん仁にん豆どう腐ふの容器を確保する。

　そして二人は杏仁豆腐をすくい、木匙さじの上でプルンプルンと揺れる様子に「ふわぁ」と食べる前から感動の声を上げる。

　リュミエールが木匙の上の白い塊を愛めでながら、まるで口づけをするように桃色の唇くちびるをそっと近づけると、色っぽくちゅるりと吸い込んだ。

「んぅ、すっごい！　すっごくとろとろする!!　甘くてまったりとした味わいが口の中に広がって、これトーフとは違う、全然違うよぅ」

　ふにゃあというだらしない声を上げ、リュミエールが自身の肩を抱きながら蕩とろけたような顔で、「違う、違うよぅ」と荒い息づかいと共に繰り返す。

　そんなリュミエールを横目に、「リュミは大おお袈げ裟さだなあ」とウルタールが笑う。それから彼女も木匙で杏仁豆腐をすくうと、フルフルと震えるそれをちょっと嗜し虐ぎやく的な瞳ひとみで見つめ、形のいい唇の中にするりとすべり込ませた。

「あひゃん！　知らない、ぼくこんなの知らない!!　濃厚でトロリとしたものが舌の上に絡からみついて、あん、頭の奥がチカチカしておかしくなっちゃう」

　途端、ウルタールが雷に打たれたかのようにビクリビクリと身を震わせる。

　さらに、紅玉ルビーのように美しい瞳を物欲しげに細めて、貪むさぼるように杏仁豆腐をたいらげた。

「全然足りないよぅ、ぼくこれだけじゃまだまだ満足できないの」

　ハアハアと熱い吐息を漏らしながら容器を舐なめ、指についた分も愛いとおしげに何度も何度もぺちゃぺちゃと音を立てて味わっていた。

　しばらくして指を口から離すと、ウルタールがキョロキョロと辺りを見回す。

「あ、リュミのほっぺについてるぅ。ぼくがもらっちゃうね」

　ウルタールがリュミエールの顔にスッと手を添える。そしてほおについた杏仁豆腐の欠片かけらをペロリと舐め上げると、唾液がツゥッとなまめかしく糸を引いた。

「あん、それわたしのよ、わたしの盗とっちゃダメェ」

「だーめ、もうぼくが飲んじゃった」

　まるで子猫がじゃれ合うように二人はボディタッチを繰り返すと、その場にぺたりと座り込んだ。

　それから、二人の少女はお互いのほおが触れるくらいに密着すると、潤うるんだ瞳ひとみで恭きよう太た郎ろうを見上げる。

「「ねえキョータロー、白くてトロリとした濃厚なの、もっともっとちょうだい!!」」

　少女二人の豹ひよう変へんぶりに、恭太郎はなんて返答すればいいのかわからず尻込みする。

「……すまぬ、キョータロー」

　すると、リヴが申し訳なさそうに話しかけてきた。

「言い忘れておったのじゃがな、甲獣フレイムの鱗うろこには、アンズの種には存在しない、その、興奮作用というか催さい淫いん作用をもたらす成分が含まれておるのじゃ」

「……催淫作用て」

　恭太郎は呆ぼう然ぜんとしながら、乱れに乱れるリュミエールとウルタールに目をやった。

「でも、甲獣の鱗は風か邪ぜ薬にもなるから誰でも飲む可能性があるんだろう？　風邪ひいて飲むたびに、あんなふうにエロくなっちまうのか」

「鱗単体なら問題はないのじゃが、ミルクや生クリームを加えると化学反応というのか、催さい淫いん作用が表に出て媚び薬やくのようになるのじゃ……うぅ、すまぬ」












　リヴがもう一度、心底悪かったというように謝ってきた。

　ただ幸いなことに、子どもには作用しない成分らしく、事実一緒に食べていた少女にはなんの変化もなく、彼女は不思議そうにリュミエールたちを見上げていた。

　そして、そんな小さなハプニングを起こしつつも、この日の校外調理実習は無事に終了した。





　　　　３






　ウルタールが学園にやってきてさらに数日が過ぎた日の午後だった。

「師匠、ちょっと聞いてよ」

　ウルタールが「うぅぅ」と半泣きで恭きよう太た郎ろうの部屋に入ってきた。

　恭太郎もウルタールを探しにいこうと思っていたのでちょうどよかったのだが、一体どうして泣いているのだろうと戸惑った。

「え、どうしたんだよ、ウルタール？」

　恭太郎が訊きくとウルタールも尻尾しつぽを弱々しく垂らしながら答える。

「あのね、リュミをお昼から買い物にいこうって誘ったんだけど、なんかものすごくよそよそしい感じで拒否られたんだ」

「マジか……て、買い物とか誘う関係だったんだ、結構仲いいんだな」

「仲良かったら拒否られないよ。でね、次にノエルを誘ったんだけど、やっぱりよそよそしい感じで断られた」

「きっとものすごく大切な用事があったんだよ」

　慰めるように恭太郎が言うが、ウルタールはしょぼんとした顔で続ける。

「そしたらね、ヴィヴィアンが歩いてきたから声かけたんだけど、用件も聞かずにダッシュで逃げてった」

「そ、そうか……」

「どうしちゃったんだろう？　昨日まではみんな普通だったのに。ぼく知らないうちになにか嫌われることでもしちゃったのかな」

「みんながウルタールのこと嫌ってるわけないって」

　恭太郎はウルタールがこれ以上落ち込まないようにうまく言い繕つくろう。

　実はそういう段取りになっているなんてことは、まだ彼女に明かすわけにはいかないから。そう、今頃みんなも『準備』のために忙しくしているだろう。

「そうだ。おれ暇だから一緒に街まで遊びにいこうぜ」

　恭太郎が与えられた役割は、『準備』が終わるまでウルタールを食堂に近づかせないというものだった。

「とりあえず学園の外まで連れていけば安心だよな」

　恭きよう太た郎ろうがつぶやくと、ウルタールが太陽のようにパアッと顔を輝かせた。

「ぼくと遊んでくれるの、師匠？」

「おう、街までいっていろいろな店とか見て回ろうぜ」

「やったやった、やったぁあああ！」

　まるで子犬のように、ウルタールが恭太郎の周りをピョンピョンと跳ね回る。

「師匠、ありがとう！」

　そう言うや、ウルタールが恭太郎の腕にギュッとしがみつく。腕ごしに彼女の体温と、ムニュッとした豊満な胸の柔らかな感触が伝わってきた。

「ちょ、ウルタール、あたってるって」

「ん？　なにが」

「だ、だから、腕に柔らかいものがあたってるっていうか、む、胸があたってるんだよ」

「ひゃん!?」

　途端、ウルタールが変な声を上げ、ものすごく俊敏な動きで恭太郎から離れる。そして、彼女は顔を真っ赤にして口をあわあわとさせた。

「ご、ごめんなさい。粗末なものを師匠の腕に押し付けてしまって」

「ぜ、全然粗末なんかじゃないけど、むしろ大当たりっていうか……」

　それ以上感想を述べるとセクハラになりそうだと思い、恭太郎はなにか話題を変えようとする。

「そうだ、ウルタール！　前から言おうと思ってたんだけど」

　恭太郎が一拍置くと、ウルタールが顔を上気させたまま首をかしげる。

「な、なに？　師匠──」

「その『師匠』って呼び方やめてほしいんだ。なんか背中がムズムズするっていうか、普通に恭太郎って呼んでくれよ」

　話題を変える目的で切り出したものの、実はこれに関してはずっと言おうと思っていたので、ちょうどいい機会だった。

　対して、ウルタールがわずかに逡しゆん巡じゆんするような顔をする。

「せっかく弟子入りしたのに……」

　ウルタールが桃色の唇くちびるをかわいらしく尖とがらせてみせるが、次の瞬間には納得したようにうなずいた。

「呼び方を変えるだけで、師弟関係が解消されるわけじゃないもんね。了解！　じゃあ、改めてよろしくお願いします、キョータロー」

　依然顔を赤らめたまま、ウルタールがはにかんだ。




　二人は学園を出ると、学生たちが『街』と呼ぶ商業区へと向かった。

　街まではちょっとした距離なのだが、なにかを買わなくてはいけないなどの目的があるわけではないので、二人は駄だ弁べりながらてくてくと歩いていく。

　今彼らが歩いているのは商業区から離れた小道だったが、地面は石で舗装されていて歩きやすかった。

　さらに、右手に望む雑木林からの木漏れ日が平和な昼下がりを演出していた。

「そういや、キョータローと出会ったのもこんな感じの場所だったよね」

　ウルタールが周囲を見回しながら言う。

「ああ。リュミの実家にいく途中、甲獣フレイムに襲われたときだったな」

「そうそう。甲獣がグワッて跳び上がってたよね」

「あのときはマジで死ぬかと思ったよ。ほんとウルタールは命の恩人だ」

　恭きよう太た郎ろうが感謝の言葉を口にすると、ウルタールが照れくさそうに両手の指をイジイジとこすり合わせる。

「当たり前のことをしただけで、そこまで感謝されるとなんだか恥ずかしいよ」

　ウルタールがほおを桃色に染めながら、チラリチラリと恭太郎を上目づかいで見る。さらに、彼女の尻尾しつぽが右に左に大きく揺れた。

　ふと気になって恭太郎は訊きいてみる。

「なあ、虎人ウエアタイガーが尻尾を振るときって、犬みたいに嬉うれしいときなのか、猫みたいに鬱うつ陶とうしいときなのか、どっちなんだ？」

　しばしば間違われるのだが、猫が尻尾を振るときは鬱陶しがっているときであり、犬のように嬉しいときではないのだ。

　虎人はネコ科っぽいから鬱陶しいときに尻尾を振るのだろうか？　そんなふうに考える恭太郎に、ウルタールが回答する。

「嬉しいときだよ。鬱陶しいときや悲しいときは尻尾が垂れちゃうよね」

「そっか。尻尾を振るのは嬉しいときなんだな」

　猫とは違うんだなと恭太郎が思ったとき、ウルタールがなんだかとても満たされているような、幸せそうな感じでにこりとほほえんだ。

「なんだろう、こんなに平和で楽しいのって初めてだからかな、自然と尻尾が動いちゃうみたい」

　ウルタールの飾らない自然な笑え顔がおに、恭太郎は思わず見み惚とれてしまった。

「どうしたの、キョータロー？」

「いや、なんでもない」

　恭太郎は気恥ずかしくなって咄とつ嗟さに視線をそらした。

　そこで、ウルタールが口にした「平和で楽しいのって初めてだから」という言葉が妙に引っかかった。

「なあ、変なこと聞くけど、ウルタールって今までどんなふうに暮らしてたんだ？」

　恭きよう太た郎ろうは遠回しに彼女の生い立ちを訊きいてみる。

「どんなふうって普通の生活だよ……」

　そこまで言うと彼女の表情がかげった。ちょっと踏み込みすぎたかなと、恭太郎は反省する。

「わるい、楽しいのが初めてって言うからなんか気になってさ」

「ううん、別にいいよ」

　気にしていないという感じでウルタールが答えるが、彼女の表情は憂ゆう鬱うつそうなままだった。

　それからウルタールは無言で歩いていたが、ポツリとつぶやく。

「まあ、孤児院みたいなところで育ったから、実はあんまり普通の生活でもなかったりするんだけどね」

「孤児院のような施設か……」

　あまり露骨に同情するのも失礼だと思ったが、それでも大変な人生だったんだろうなと恭太郎は考える。

「毎日毎日、料理の特訓ばかりさせられたんだ。料理を作るのは好きだけどあそこは嫌いだったな」

　ウルタールがふうとため息をついた。

「でもさ、仲間と一緒に腕を磨くのは楽しいよな」

　彼女の言う『特訓』のことを、施設における職業訓練的な感じでの調理の勉強だと思い、恭太郎は気楽に言う。

　ウルタールが恭太郎をチラリと見て、小さく首を横に振った。

「自分が生き残るのに必死で、仲間なんてつくる余裕も、それこそ顔を覚える暇もなかったよ。脱落者もいっぱい出たし」

　感情を押し殺すように、ウルタールが淡々と語った。

　恭太郎は彼女の話を聞きながらなんだか強い違和感を覚える。特に「生き残るのに必死」なんていうセリフは大おお袈げ裟さに聞こえるのだが、冗談を言っているような顔には見えなかった。

　──職業訓練で料理を習ってたんじゃないのか？

　もちろん、ウルタールは職業訓練なんて一言も口にしていないのだが、だとしたら彼女は一体、どんなところでどんな特訓を受けてきたというのだろうか。

　──そもそも、この大陸で料理を教えるところはヴェルミリオン王立料理学園だけなんじゃないのか？

　恭きよう太た郎ろうの脳裏に疑問がグルグルと渦巻き出したときだった。

　突然、二人の右手側の雑木林から枝葉を派手に揺らす音が聞こえたのだ。

「な、なんなんだ？　また甲獣フレイムじゃないよな」

「キョータロー、ぼくの後ろにさがってて」

　恭太郎が身構えると、ウルタールも雑木林のほうを鋭く見据える。

　そうするうちに、バサバサッという激しい音と共に木々の間から一羽の鳥が飛び出してきた。

　それは異様に尾の長い鳥で、甲高い声で鳴きながら二度三度と羽ばたき、上空へと飛んでいった。

「なんだ、鳥かよ──」

　恭太郎はホッと胸をなでおろす。ウルタールも拍子抜けしたような顔をしていた。

「妖尾鳥エキヤルラツトっていう渡り鳥だね。食材としても高級品なんだよ」

「へえ、どんな味がするんだろ」

「それは妾わらわが答えようかの」

　やっと自分の出番がきたとばかりに、リヴが食材翻訳機よろしく解説をはじめる。

「妖尾鳥はの、尻尾しつぽが蛇に似ているところから、妖しい尾を持つ鳥ということで『妖尾鳥』と名付けられておるのじゃ」

　話を聞きながら恭太郎は腕組みをする。

「蛇みたいな尻尾か……なんかゲームとかに出てくるコカトリスみたいな生き物だけど、毒とかないよな？　ていうか、ちゃんと食えるのか」

　コカトリスとは雄おん鶏どりと蛇を合体させたような伝説上の生物で、猛毒と石化能力を持つ超凶悪なモンスターである。

「肉質は柔らかく、栄養価もすこぶる高い、味はキョータローの世界で言うところの鴨かも肉にくに近い感じかの。独特の力強い匂いと味が特徴じゃな」

「鴨肉か……それにしては鴨には似ても似つかない野蛮そうな姿をしてたよな」

「姿は野蛮やもしれぬが、妖尾鳥はの、天敵知らずと言われるほど雄大に天空を羽ばたき、それゆえに独立と自由を象徴する鳥として宴席で好まれるのじゃ」

「なんかすげえ鳥なんだな。一度料理してみたくなった」

　料理人としての血が騒ぎ、この世界独特の食材に、恭太郎は大いに興味が湧き出した。

　そんな彼の隣でウルタールが独ひとり言ごつ。

「妖尾鳥ってノワールの好物なんだよね。元気にしてるかな」

「ノワール？」

　恭太郎が首をかしげると、ウルタールが「あ、口に出てた？」と恥ずかしげに前髪をいじりだす。

「ぼくの妹なんだ」

「ウルタールって妹がいるんだ」

「うん。血のつながったぼくの唯一の肉親、今は離れて暮らしてるけど」

　ウルタールが寂しげな顔をした。

「キョータローは兄弟いるの？」

　今度はこっちの番という感じで彼女が訊きいてくる。

「兄弟はいないな。一人っ子だから、妹か弟がいると賑にぎやかでいいなって思うことはときどきあるけど」

「兄弟はいいもんだよ？　一人ではできないことでも、二人で力を合わせればなんとかなるんじゃないかって思えてくるしね」

「お、なんか名言ぽくっていいな」

　すると、寂しそうな顔をしていたウルタールが一転、嬉うれしそうに笑った。

「ぼくと妹はね、いずれ一流の料理人になってある目的を果たそうって約束してるんだ」

　チラリと芝居がかったようにこちらを見、

「ほんとは秘密なんだけど、キョータローがどうしても聞きたいっていうなら教えてあげてもいいよ？」

　セリフとは裏腹に話したいオーラを濃厚に発するウルタールに、恭きよう太た郎ろうは苦笑しつつ、どうしても聞きたいとお願いする。

　ウルタールが、しょうがないなあと言いながら、満更でもなさそうに話し出す。

「自分たちの食堂を開くのが夢なんだ」

「オーナーシェフとして腕を振るいたいってわけか。それいいよな」

　恭太郎も治水工事の事件のあとに、レストランの経営を考えて胸がドキドキしたのを思い出していた。

「できればお金持ちに出資させて、お客さんがタダで好きなだけ食べられるお店にしたいんだよね。空腹ってものすごく辛いからさ」

　夢を語る爽やかさとは別に、妙に大人びた実感のこもった話し方だった。

「でもさ、金持ちから資金を引き出すのって大変そうだよな」

「そうなんだよね。そのためにはぼくの料理でメロメロにさせて、いくらでもお金を出しますって言わせるくらいにこっちの腕を磨かなくちゃいけないんだよね」

　制服の袖をまくってやる気をアピールするウルタール。

　確固たる夢をもって生きている彼女がちょっと、いや、かなり眩まぶしく見える。同時に、自分にはどんな夢があるのだろうかと恭太郎は考えた。

　英雄の弟子たちを倒すという目的はあるものの、それは夢とは違って使命に近い感じなのだ。

　全部が終わったあと、自分は一体なにをして生きていくのだろうか？

　この世界に残るのか、元の世界に帰るのか、料理を生業なりわいにするのか、別の仕事を見つけるのか……自分がなにも考えていないことを思い知り、周りから取り残されるような焦しよう燥そう感を覚えた。

「とりあえず、今はおれも料理の腕を磨かなくちゃな……」

　恭きよう太た郎ろうはつぶやく。

　そう、まずは目の前のことを一つひとつこなしていくことが大切なのだと思った。その積み重ねの先になにかが見えるのかもしれないから。

「キョータロー、街が見えてきたよ」

　ウルタールにうながされる。

「お、本当だ──」

　いつの間にか、雑木林が途切れ途切れになり、道幅も少し広くなっている。前方には煉れん瓦が造づくりの家々がちらほらと現れ、荷馬車などとすれ違うことも多くなってきた。

　そんな中を、再びとりとめのない日常のあれこれを話しながら、二人は街までの道のりを歩いた。




　街──商業区の大通りにぶつかると、道の両脇には隙間なく露店が並び、人の往来も下手をすると押し流されるほど激しくなった。

　しかし、露店が並ぶさまが縁日のような雰囲気を醸かもしだしていて、恭太郎のテンションはグングンと上がっていく。

「うーん、露店があるだけで心がウキウキするのは、やっぱり日本人がお祭り好きだからなのかな」

　恭太郎はつぶやきながら、人の流れにうまく乗ってスイスイと移動する。

　すると、ウルタールがとある露店の前で立ちどまった。

「キョータロー、見て見て！」

「どうした？」

　恭太郎はウルタールの肩越しに露店の商品をのぞいてみる。

　どうやら包丁を販売しているようで、菜切り包丁に出で刃ば包丁、牛刀、刺身包丁、パン切り包丁など、いろいろな包丁が並んでいた。

「おお！　包丁の露店か」

　恭太郎は感嘆の声を上げ、楽しそうに包丁を眺める。料理人の性さがか調理器具、特に包丁を見ていると気分が高揚してくるのだ。

「キョータローよ、浮気は許さぬからの」

　あまりに楽しげに見ていたせいか、包リ丁ヴにやんわりと釘くぎを刺された。

「浮気なんてしないって、今まで触ってきた包丁の中でリヴが一番なんだから」

「うむ。わかっておるならそれでよい」

　一番という言葉に満足したのか、それ以上彼女が茶々を入れてくることはなかった。

　と、ウルタールが牛刀を手に取った。

　牛刀──肉でも魚でもさばくことのできる洋包丁のことで、その利便性から万能包丁とも呼ばれている。

「新しい包丁欲しいな……でもお金あんまりないし」

　包丁と値札を見比べながら、ウルタールが盛大なため息をつく。

　そう、ウルタールが現在使っている包丁はかなりボロボロなのだ。前に彼女が厨ちゆう房ぼうで包丁を研いでいるときに確認したので恭きよう太た郎ろうは知っている。

「うー、思い切って買っちゃおうかな」

「あ、ウルタール、今買うのはやめたほうがいいぞ」

　咄とつ嗟さに恭太郎はとめに入った。今彼女に包丁を買われるわけにはいかないのだ。

「どうして？」

「いや、今買われると全部が台無しというかなんというか……」

「意味がわかんないよ、キョータロー？」

「と、とにかくだ！　また今度にしよう、今度に」

　しどろもどろに言いながら、恭太郎はウルタールの手を引くと、包丁の露店から彼女を連れ出した。

「新しい包丁欲しかったな」

「そんなに急いで買うものでもないだろう？」

「ぼくの包丁、刃こぼれがひどいんだよ？　がんばって研いできたけどもう限界だし」

「まあまあ──」

　不満げな声を出すウルタールを、恭太郎はなんやかんやとなだめる。

　そうするうちに、果物を売っている露店を発見したので、恭太郎はその店で桃のような果物を買った。

　氷魔法を使っているのかほどよく冷えていて美う味まそうだ。

　恭太郎はその果実を一つ、ウルタールに手渡した。

「とりあえずこれでも食べようぜ」

「……ありがとう」

　お礼を言って、ウルタールが受け取った。

　二人は果物の皮をむいて食べる。桃に似て皮は柔らかく、果汁が溢あふれ、しかし食感はアボカドのようにねっとりしていた。

「でも味はスモモみたいに甘酸っぱくて、なかなかおもしろいな」

「シチュの実っていうんだけど、酸味が絶妙でいいよね」

「おれのいた世界にはこんな果物なかったな」

「そうなんだ。この世界だとどこでも穫れるありふれたものだよ」

「じゃ、今度の勉強会で使ってみるか」

「なんだか楽しみだね」

　美お味いしい果物に舌した鼓つづみを打ち、いつの間にかウルタールの機嫌も直っていた。恭きよう太た郎ろうもこの世界独特の果物に感激しながらたいらげた。

　そして二人は満足そうに「はふぅ」と幸福な吐息を漏らす。

　そんなとき──。

「バッカ野郎！　テメエなにしてくれてんだ」

　すぐ近くの串焼き屋の屋台から店主と思われるオヤジの怒号が飛んできた。

「うぅ、親方、すみません」

「すみませんじゃねえよ！　どうするつもりだよ」

　若い店員がペコペコと頭を下げるが、オヤジは激怒して怒鳴る。

　二人はなんとなく彼らのやり取りを聞いてみる。

　要約すると、これから客が増える時間になるというのに、若い店員が串焼きの『串』の補充を忘れてしまったということだった。

「串がなけりゃ商売できねえだろうが！　テメエは今日でクビだ」

「親方ぁ、クビだけは勘弁してくださいよぅ」

「さっさと出てけっ!!」

「家では幼い妹たちがオイラの帰りを待ってるんですぅ」

　店員が懇こん願がんするも、怒り心頭に発するオヤジには聞き入れられなかった。

「ねえ、キョータロー」

　突如、ウルタールが恭太郎の制服の袖をちょいちょいと引っ張った。

「あの人、助けてあげようよ。妹たちのために働いてるんだって」

　ウルタールがものすごく真剣な目つきで恭太郎を見上げる。

　──そっか、ウルタールにも妹がいるんだよな。

　どうやら自分の境遇と重なったようだと、恭太郎は理解する。

「わかった。おれたちであの店を手伝おう」

「うん！　ありがとう、キョータロー」

　喜ぶウルタールにうなずき、恭太郎は串焼き屋に向かった。

　屋台の前で恭太郎はオヤジに話しかける。

「あの、話を聞いてたんですけど、もしよかったらおれたちがひとっ走りいって、串を買ってきましょうか？」

　恭きよう太た郎ろうの提案に、しかしオヤジは渋い顔で首を左右に振る。

「申し出は嬉うれしいんだけどな、いつも串を仕入れてる大手の商会がこの時間だともう閉まってるんだ」

「これだけお店があるんだからさ、串ならいくらでも売ってるんじゃないの？」

　ウルタールが通りに並ぶ露店に視線を向ける。

「そこらの露店じゃまとまった数が手に入らんし、値段も割高なんだ」

　オヤジが深くため息をついた。

「食材はひと通りあるんだな」

　落ち込むオヤジを置いておき、恭太郎は食材の確認をする。串焼き用の肉や野菜が、すでに細かく切られており、串さえあればすぐにでも調理できるようになっていた。

「いっそのこと甘辛いタレと一緒に鉄板で焼いて販売したらどうだろう？　晩飯のおかずにもなるし、酒のつまみにも合うと思うけど」

「……うち、鉄板がないんですよぅ」

　店員が悲しげな声で恭太郎に言う。

「鉄板がない？」

　よく見ると、屋台に設置されているのは焼き串台だけで、確かに鉄板はなかった。そして焼き串台には等間隔で鉄棒が通してあるだけなので、串焼き用に細かく切られた肉や野菜ではのせたそばからバランスを崩して落ちてしまうだろう。

「うーん、串がないとちょっときついな」

　つぶやきながら、恭太郎はソッとリヴに食材の詳細を訊きく。

　リヴ曰いわく、恭太郎の世界の食材に置き換えると、鶏とりのもも肉をメインに、豚のバラ肉、各種内臓、玉ねぎ、長ネギ、ピーマン、香草、といったところらしい。

「これならアレが作れるな」

　恭太郎は店員に振り向き、

「ご飯ってありますかね？」

「は、はい。すでに炊き上がってます」

　店員がそばにある巨大な鍋の蓋を取ると、キラキラと輝く白米がふわりと湯気を立てていた。

「おお、準備周到だ」

「串焼きと一緒にここで食べていく人もいるもんで」

　屋台の周囲を店員が指さす。小さな椅い子すがいくつか置いてあり、いわゆる飲食スペースのような感じになっていた。

「よっし！　じゃあ一丁やるか」

　恭きよう太た郎ろうが制服の袖をまくってやる気を出した途端、オヤジが慌てて止めに入る。

「ちょっとちょっと、勝手にやるとか言われても困るんだが……その服、あんたたちヴェルミリオンの学生さんか」

　今頃になってやっと気づいたようで、オヤジの恭太郎たちを見る目が好意的なものになった。

「あんたたち、こんな状況でなにか作れるのか？」

「ええ。多分、大繁盛できる料理が作れると思います」

　オヤジの質問に、恭太郎は胸を張って答える。

「……じゃあ、あんたたちに任せてみるかな」

　大繁盛という言葉が効いたのか、親父おやじが了承する。

「ねえ、オヤジさん？　ぼくたちがうまく料理を作れたら、そこの店員さんをクビにしないでくれる？」

　ウルタールが一番の心配事を口にする。

「今日の商売がちゃんとできりゃクビにしねえよ」

「よかった──」

　オヤジの言葉にウルタールがホッと息を吐く。すると、店員が「オイラなんかを気づかってくれて、お嬢さんありがとう」と感極まった声を出した。

「ぼくも妹がいるからね、なんだか他ひ人と事ごとに思えなかったんだ」

　ウルタールが軽く片目をつむる。それから彼女は恭太郎の隣に移動した。

「材料が細かく切ってあるから、この焼き串台じゃ調理できないけど、一体どんな料理を作るの？」

「そうだな、いっそのこともっと小さく切り刻んでみようと思う」

「えー、もしかして焼くのをあきらめて生で食べるとか？」

「いいや、ちゃんとした焼き料理だ」

「もう！　いじわるしないで教えてよ、キョータロー」

　確かにこれ以上はいじわるになるので、恭太郎は料理名を明かす。

「おれが今から作るのは『絶品！　鶏とり豚合あい挽びきつくね丼』だ！」

「トリブタアイビキツクネドン？」

　聞き慣れない言葉にウルタールが困ったような顔をする。

「百ひやく聞ぶんは一いつ見けんに如しかず、まずは調理に取りかかろうぜ」

　言うや、恭太郎は頭の中で素早くレシピを確認する。

　ひと通りの手順を押さえ、ウルタールに、鶏のもも肉と豚のバラ肉をミンチにするように頼む。すでに細かく切ってあるから時間はかからないだろう。

　彼女もとりあえず了解するとオヤジから包丁を借り、まな板の上でトントントンッと軽やかな音を立てながら肉をたたきはじめる。

「じゃあおれは野菜をやるか」

　恭きよう太た郎ろうは長ネギを輪切りにして、次に玉ねぎと香草をみじん切りにする。それからタレ作りに移る。魚ぎよ醬しよう、西洋酢ビネガー少々、みりんが欲しいのだがないので砂糖を多めにして、それらを片手鍋に入れ、焼き串台の上にのせて煮詰める。

「キョータロー、お肉ミンチにできたよ」

　そのタイミングでウルタールが作業を終える。

「サンキュ、じゃあミンチ肉を混ぜようぜ」

　恭太郎は鶏とりミンチと豚ミンチを三対一の割合で木製のボウルに入れ、岩塩少々、つなぎで小麦粉を適量入れた。

「あとは粘りが出るまでこねるんだ」

　水でサッと手を洗い、恭太郎はボウルの中に手を入れる。

「これ、結構力仕事なんだよな。こねこねこねっとこねましょうっと──」

「あはは、なにそれ、変なの」

　恭太郎がリズムを取るように歌うと、ウルタールがおかしそうに声を上げて笑った。

「変なの言うなよ。料理が美お味いしくなるおまじないみたいなもんだ」

「キョータローと料理してると緊張しなくていいし、なんだかとても楽しいね」

　ウルタールが目尻に浮いた涙をぬぐい、また少しだけ笑う。

「……褒め言葉だと受け取っとくよ」

　そう言うと、再び恭太郎は肉をこねる。粘りが出たところで、みじん切りにした玉ねぎと香草を加えて混ぜ合わせた。

「あとはこれを丸めるだけだ」

　焼き串台にのせたとき落っこちないように、鉄棒と鉄棒の間隔より気持ち大きめに丸めた。

「ツクネって肉団子のことだったんだ」

　ウルタールが、成形が終わって団子状になったつくねをしげしげと見つめる。

「ま、調理の仕方に若干の違いはあるけど、つくねもつみれも、ミートボールも実質的には同じ食い物だよな」

　あえて言えば、つみれはつくねほどにはこねず、スプーンなどですくって熱湯でゆで上げる料理だろうかと考える。

　それから、恭太郎はつくねを焼き串台の上に並べた。

　下には炭が赤々と熾おこっており、しばらくするとつくねから余分な油がしたたり、ジュワァアアアッと耳と胃袋を幸せにするような音と、白い煙がもうもうと立ちのぼる。

　ついで、炭火によってジッジッ、ジュワジュワと炙あぶられることで、つくね自身からも獣肉のかぐわしい匂いがのぼった。

　熱気と芳香が視覚、嗅きゆう覚かく、聴覚を暴力的に刺激して、恭きよう太た郎ろうの腹の虫が「きゅぅうう」という悲鳴に近い鳴き声を出した。

「炙あぶり焼きってやつはとんでもなく凶暴な料理だよな。この音と匂いの破壊力といったらもう、巨大なハンマーで思いっきりぶん殴られてるみたいだぜ」

「ねえキョータロー、ちょーだい、少しでいいからちょーだい！」

　恭太郎が『炙り焼き』という名の強大な敵に立ち向かっている中で、ウルタールのほうはすでに敗北を喫していたようで、瞳ひとみを熱っぽく潤うるませながら、両手を下腹部にこすりつけてもじもじと身をよじっていた。

「溢あふれてくるよぅ、とろとろのがいっぱい溢れてくるの！　ぼくこんなにもはしたない子だったなんて、こんなにもヨダレをたくさん溢れさせるようなはしたない子だったなんて知らなかったよぅ！」

　口の周りに溢れる唾液をぬぐいながら、ウルタールが「お願い、お願い」と味見をすることを懇こん願がんする。

「ダメだ。まだまだお預けだぞ、ウルタール」

「いじわるぅ、キョータローのいじわるぅ」

　別にいじわるを言っているつもりはなかったが、ウルタールは蕩とろけたような顔でくいくいっと恭きよう太た郎ろうの袖を引っ張った。












「コレが欲しいのか？」

「欲しい！　欲しいです」

「ったくしょうがないな、アーンってしてみ、アーンって」

　恭太郎が言うと、ウルタールは艶つややかで愛らしい唇くちびるを恥ずかしそうに、ややためらいがちに開いた。

　恭太郎は火ばしでつくねを小さくちぎると、片手鍋のタレをちょっとつけて、ウルタールの桃色の口こう内ないに入れてやった。

「ほら、お前の大好物だ。しっかりと味わえよ」

　虎人ウエアタイガーは見た目から多分肉が好きだろうと考え、『大好物』と言ってしまったが、もしかしたら魚のほうが好きだったかもしれないと、他人の好き嫌いを勝手に決めつけたことを恭太郎は反省した。

　だがウルタールは特に気にするふうでもなく、つくねをもきゅもきゅと咀そ嚼しやくする。

　次の瞬間、彼女の顔がぱあっと輝き、まるで子どものように無邪気な笑みを浮かべた。

「すっごい！　これすっごく美お味いしいよ」

　先ほどまでのトロンとした表情から一変して、今は潑はつ剌らつとした、太陽のように健全な表情で感動の言葉を発する。

「グッと嚙かむとね、肉汁が口の中いっぱいにジュワッて広がってね、肉の旨うま味みと甘辛いタレの味わいが合わさって、もう脳みそが溶けちゃってわけがわからなくなるような、口の中で悪魔と天使が戦争をしたのち和解したような美味しさだね」

　若干意味不明だったが、とにかく大満足な味だったらしい。

「……でもこれってもっと美味しくなるような」

　と、急にウルタールが独ひとり言ごつ。

「キョータロー、ぼくちょっといいこと思いついたからいってくる」

　言うが早いか、ウルタールが屋台を出ていった。

「一体なにを思いついたんだ？」

　恭太郎は首をかしげるが、つくねが焦げると大変なので調理に集中する。そしていい感じでつくねが焼き上がった。

　火ばしでつくねを焼き串台の端に寄せ、丼にご飯をよそう。輪切りにした長ネギをご飯の上に敷き詰め、つくねをきれいに盛り付けて、甘辛のタレを回しかけた。

「鶏とり豚合あい挽びきつくね丼の完成だ！」

　嬉うれしそうに声を上げ、恭太郎は丼を掲げるように持ち上げる。そのまま木匙さじで味見をしようとしたときだった。

「キョータロー、これも使ってみようよ」

　ウルタールが、先ほど二人で食べた『シチュの実』なる果物を持って戻ってきた。どうやら露店までいって買ってきたようだ。

「その果物をつくね丼に使うのか？」

「うん！　さっきツクネを食べて思ったんだけど、このシチュの実の酸味を加えるとすごくいい感じになると思うんだ」

　彼女は皮をむくと、包丁で果肉を削そぎ、削いだ果肉を丼の上にのせた。

「ツクネと一緒に食べてみてよ、キョータロー」

「わかった」

　木匙さじでつくねを食べやすいように押し切ると、つやつやの白米とネギ、シチュの実も一緒にすくいあげ、恭きよう太た郎ろうは自分の口に運んだ。

「むふっ!?」

　あまりの美う味まさになんだか笑いが込み上げてきた。

　鶏とり肉にくの優しい味わいに、豚肉のクセのある味が混ざることで、つくねの旨うま味みが力強く雄お々おしいものになる。練り込んだ玉ねぎと香草も臭くさみを消すのに一役買っていた。

　加えて、甘辛のタレによってつくねの旨味が増し増しとなり、さらにシチュの実の酸味がくどさを消してくれるので、どれだけでも食べられそうだ。

「長ネギの辛味も絶妙なアクセントになってるし、すべての『味』を白米が包んでくれて……これは、これは旨味の爆薬庫だぁあああああああああああああああああ!?」

　自画自賛のようにも見えるが、とにかく恭太郎は咆ほう哮こうすると、丼を口に付けて思いっきりかき込んだ。

　食べ方としてはもっとも下品なものだろうが、こと丼物に関していえばこれこそが正義であり、王道なのである。

　その後、ウルタールやオヤジ、店員の分もつくね丼を作ってご馳ち走そうすると、全員が絶賛の声を上げた。

　そして気がつけば屋台の周囲には黒山の人だかりができていた。どうも、焼き串台から流れる香ばしい匂いに人々が引き寄せられてきたようだった。

　その瞬間、オヤジの目がギラリと光り、「稼かせぎどきだ！」という声を上げた。再び恭太郎とウルタールはつくね丼づくりに駆り出されることになった。

　つくね丼は出来上がったそばから売れ、陽が暮れる前には完売となった。

　それにより、店員はクビをまぬがれ、恭太郎とウルタールは彼に見送られながら学園への帰途に就いた。




「あの店員さん、泣き出さんばかりに感謝してくれたけど、ちょっと照れ臭かったな。まあ、誰かの役に立つっていうのはいいもんだけどさ」

　もと来た道をたどりながら恭きよう太た郎ろうはしゃべるが、ウルタールからの返事はない。どうしたわけか、帰る間ずっと彼女は黙ったままなのだ。

　気を取り直して、恭太郎はまた話題を振ることにする。

「中途半端な時間にがっつり食っちゃったから、晩飯は入らないな」

　学園に戻れば夕食が出てくるのだが、今日はもう食べられそうになかった。

　恭太郎が腹をさすりながら言うと、ウルタールが突然立ち止まる。

「キョータロー、あのね、ごめんなさい──」

　どういうわけか、いきなり謝られた。状況が理解できなくて恭太郎が戸惑っていると、ウルタールが続ける。

「料理の知識も技術も遥はるかに格下のぼくなんかが、キョータローの料理に口出ししちゃったよね」

「は？」

　彼女の言っていることの意味がわからず、恭太郎は顔をしかめる。

「シチュの実をツクネドンに加えたらいいなんて、今考えるとものすごく生意気な発言だったと思う……あのときは分ぶんもわきまえずに調子に乗ってしまってすみません」

「ちょ、本気で言ってるのか？」

　恭太郎はウルタールの顔を見るが、冗談を言っているような顔ではなかった。彼女は自己嫌けん悪おするように顔を歪ゆがめ、もう一度「ごめんなさい」と謝った。

「バカ！　格下とか格上とか意味がわかんねえよ」

　本気で理解できず、恭太郎は声を荒らげる。

「おれの料理がもっと美う味まくなると思ってウルタールは提案してくれたんだろ？　むしろ、おれがウルタールにありがとうって言わなくちゃいけないくらいだ」

「……でも、一歩間違えれば弟子が師匠に恥をかかすことになっちゃう」

「恥をかかすとか、かかせないとか、その考えがおかしいんだって」

　なぜ彼女がそんな卑ひ屈くつな、もしくは絶対的といってもいいほどの縦割り社会的な考え方をしているのかわからなかった。

「いいか、ウルタール？　どんなに凄すご腕うでの料理人だって調理において知らないことはいっぱいあるんだ。料理の歴史っていうのはな、一人の人間が一代で極められるほど安っぽいものじゃない」

　恭太郎は一度呼吸を整える。

「学ぶことや、教えを乞こうことをやめちまうような人間は一流になんてなれないし、もしそれで一流を気取ってるなら、そいつはただの裸の王さまだ」

「だけどキョータローほどの料理人に……」

「ストップ！　言っておくけど、おれは『ほど』なんて言葉がつくような料理人じゃないから。まだまだ未熟者だし、この世界の食材に関しては無知もいいところだ」

　ウルタールの目をジッと見つめて、恭きよう太た郎ろうは続ける。

「だから、おれは知識を得るためにウルタールからいろいろ教わりたい。その代わり、おれの持ってる知識や技術は全部ウルタールに教えるよ。つまりだな、弟子とか師匠とかそんなんじゃなくて、いち料理人同士、ウルタールと高め合っていきたいと思ってる」

　話し終えると、長々とキザっぽい演説をしてしまったことに気づき、恭太郎はちょっと恥ずかしくなった。

「そ、そうだ、みんなが待ってるから早く帰ろうぜ」

　そう言うと、恭太郎は気持ち早足で歩きはじめる。

　彼の後ろで、ウルタールが目をパチクリとさせていた。

「一緒に高め合っていこうなんて初めて言われた。あの方とは全然違う──」

　それから、切なげな吐息を漏らして彼女はつぶやく。

「……キョータローが本当のお師匠さまだったらよかったのにな」
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　夜、すべての準備が整ったので、恭太郎はウルタールを迎えにいった。

　学生寮一階の談話スペースで彼女は退屈そうに椅い子すに座っていた。まだ自分たち以外で仲のよい友人はいないようだ。

「よ、ウルタール──」

「キョータロー」

　恭太郎が声をかけると、ウルタールの顔がパッと輝いた。

「どうしたの？　ぼく、今暇だから遊んでくれると嬉うれしいな」

　こちらを見上げ、ウルタールがはにかんだ。

「ちょっと食堂まで付き合ってくれないか」

「いいよ。食堂でなにするの？　掃除だったらちょっと嫌かも」

「大丈夫、掃除よりは楽しいことだ」

　恭太郎はウルタールを連れて学生寮を出ると食堂へと向かった。

　途中、中庭を歩いているとウルタールがぼやく。

「どうせならみんなと遊びたかったな」

「みんなってリュミたちとか？」

「うん。夕食のときもよそよそしかったし……キョータローと二人きりで遊びにいったのがマズかったのかな」

「なんでおれと二人で遊びにいくとマズいんだ」

　彼女の言っていることの意味がわからず恭きよう太た郎ろうが聞き返すと、ウルタールに胡乱うろんな目つきで見られた。

「……キョータローのそういう無自覚なところはよくないよね。ちゃんと一人に決めて大事にしないとものすごい修しゆ羅ら場ばとかになっちゃうよ？」

　やんわりと諌いさめるような言い方にますます意味がわからず、恭太郎は「あ、ああ」と曖あい昧まいに答えるだけだった。

　そして二人は食堂の前にたどり着いた。

　恭太郎は食堂の扉を開く。灯あかりは消えており、室内は真っ暗だった。

「じゃあ入るぞ」

「う、うん」

　恭太郎にうながされ、ウルタールがわずかに辺りを警戒しながら食堂の中に足を踏み入れた。

　彼女が室内に入ったのを確認して、恭太郎は声を上げる。

「大丈夫だ！　やってくれ」

　その声を合図に、室内の燭しよく台だいという燭台に置かれていた蠟ろう燭そくに魔法で次々と火がつけられていった。

「ひゃ、なになに!?　一体なにが起こったの」

　いきなり室内が明るくなったことに驚いて、ウルタールが片手で顔を覆いながら身構えた。

　しかし、徐々に目が慣れてきたようで、彼女は室内の異変に気付き、その途端ハッとして構えを解いた。

「え、え？　なんでみんないるの……？」

　全員大集合という状況を目まの当あたりにして、ウルタールが呆ぼう然ぜんとつぶやく。

　そう、食堂内にはリュミエールにヴィヴィアン、ノエルといったウルタールと親しい面々が集まっているのだ。

　さらに食堂のテーブルには巨大なケーキがドンと置かれ、壁や天井はお手製の飾りで彩いろどられていた。

「ウルタール、びっくりさせてしまったわね」

　リュミエールが一同を代表するように一歩前に出る。

「あなたの歓迎会をやろうって話になって、今日一日秘密で準備していたのよ」

　三日ほど前にその話が出て、ウルタールにバレないように準備をすることになったのだ。今日は授業が終わった午後から食堂使用の許可を取り、ケーキ作りをおこない、夕食が終わると急いで室内の飾りつけをした。

　ウルタールに現場を見られると台無しなので、恭太郎がウルタールを街まで連れていくことになったのだ。

　本当は恭きよう太た郎ろうがケーキを作ろうと思っていたのだが、

『キョータローに頼ってばかりじゃなくて、新しい仲間のために自分たちの力でケーキを作ってみたいの』

　というリュミエールのたっての願いにより、レシピと注意点だけを教えて彼女たちに任せることにした。

　そして今、パッと見にはお店で売っているような立派なホールケーキができており、恭太郎は彼女たちのがんばりに頼もしさを感じていた。

　ちなみに、タータンとマードンは寮の当番仕事のために今はいないが、あとから参加する予定である。

　すると、ウルタールが糸の切れた操り人形のようにその場に座り込んだ。

「……ぼく、みんなに嫌われてるのかと思った」

　放心ぎみにつぶやくウルタールに、ノエルがしゃがみ込むと優しくほほえんだ。

「今日はずっと寂しい思いをさせちゃってごめんね。でもみんな、ウーちゃんのことが大好きなんだよ」

「ウ、ウーちゃん？」

「うん！　ウルタールだからウーちゃん、かわいいでしょ」

　天然な雰囲気を全開にして、ノエルがニコニコと嬉うれしそうに話す。

「それ、あだ名っていうんだよね？　ぼく、名前以外で呼ばれるのなんて初めてだよ」

　ウルタールが顔を赤くしながら、泣き笑いのような顔をする。

「みんないい人ばかりでぼくは幸せだな──」

「こ、こんな程度で幸せなんて大おお袈げ裟さよ。まだプレゼントも渡してないのに」

　腰に手を当てながら、ヴィヴィアンがちょっと戸惑ったような声を出す。

「プ、プレゼント？」

　想像だにしなかったようで、ウルタールも困惑した声を出した。

「……ぼくがもらえるの？」

「当たり前じゃない。あんたに喜んでほしくて、みんなでお金を出し合ったんだから」

　ヴィヴィアンが両手の人差し指と人差し指をいじいじさせながら、恥ずかしそうに唇くちびるを尖とがらせた。

　そして、リュミエールがテーブルの上に置いてあった長方形の、ひらべったい木箱を手に取った。

「昨日街まで買いにいったものなんだけど、気に入ってくれると嬉しいわ」

　そう言うと、リュミエールは木箱をウルタールに手渡す。

「あ、ありがとう」

　プレゼントをもらうという行為が初めてなのだろう、木箱を開けるべきか否か勝手がわからないようで、ウルタールが困ったような顔をする。

　ノエルがいち早くそれを察知して声をかける。

「ウーちゃん、箱開けてみて」

「開けちゃってもいいのかな？」

「もちろんだよ」

　ノエルに背中を押され、ウルタールが木箱の蓋を取った。

「あ、包丁だ──」

　ウルタールが短く言葉を切り、木箱の中におさまっていた包丁を取り出す。

　刃渡り二十㎝以上の、刃は文もんの美しい牛刀だった。

　ちなみに、今日露店で見ていたものよりも高級品である。

「新しい包丁、ずっと欲しかったんだ──みんな、ぼくなんかのためにありがとうございます！」

　まるで夢を見ているみたいだと、ウルタールが深々と頭を下げて改めてお礼を言う。

　それから彼女はよっぽど嬉うれしいのか、さまざまな角度から眺めたり、刃を灯あかりにかざしたり、実に楽しそうに包丁をいじりはじめた。

「露店で買わなくてよかっただろ」

　恭きよう太た郎ろうが言うと、ウルタールが振り向いた。

「あのとき、キョータローは全部知ってたんだね？」

「ああ。でも歓迎会で驚いてもらうための『目玉』だったから……なんかゴメンな」

　騙だましていたわけではないが黙っていたことに罪悪感があったので、恭太郎は謝る。

「ううん。今ぼくね、すっごくビックリしてるよ。もちろんいい意味で」

　ウルタールは包丁を鞘さやにおさめ、それをギュッと胸の前でかき抱いた。

「ねえねえ、せっかくケーキ作ったんだから食べようよ」

　甘味デザートの誘惑に我慢できなくなったのか、ノエルがケーキナイフで等分に切り分け、全員に配った。

　ケーキはオーソドックスな生クリームのケーキで、いろいろな種類の果物が彩いろどりを添えている。

「いただきます」

　恭太郎はフォークで一口分を取ってパクリと食べた。

　クリームはなめらかで、スポンジケーキの焼き上がりも申し分ない。やや甘みが強かったが、果物の酸味がいい具合に緩和してくれていた。

　自分のレシピ通りに作ったからなんて言えば嫌みになってしまうかもしれないが、それでも商品として販売してもまったく問題のないレベルだった。

　と、リュミエールの恥ずかしそうな声が聞こえてきた。

「ノ、ノエル、アーンとか恥ずかしいわ」

「恥ずかしくなんてないよ、ほらリュミちゃん、アーン──」

「あ、いいな、ぼくもぼくも」

「じゃあウーちゃんも、はい、アーン」

　少女たちがキャッキャウフフとケーキの食べさせあいっこをはじめる。

「わたくしも！　わたくしだけ仲間外れにしないでよ」

「もちろんだよ、ヴィヴィアンちゃんもアーン」

「アーン──」

　つぼみのようなかわいらしい口を開けるヴィヴィアンに、ノエルが一口大に切り取ったケーキを食べさせる。

「あん、大きすぎて口からこぼれひゃう」

「ごめんね、こんなに大きいとヴィヴィアンちゃんの小さなお口には全部入らないよね」

「あっ、白いのが口の周りについちゃったよぅ」

　ヴィヴィアンが唇くちびるについたクリームを人差し指ですくい取って、愛いとおしそうに自身の指をねぶりはじめる。

　ただ指を舐なめているだけだというのに、なんだかとんでもなく官能的で恭きよう太た郎ろうは顔が熱くなった。












「……なんでものを食べてるときのあいつらって、いっつも変に色っぽい顔をするんだろう」

　恭きよう太た郎ろうはつぶやくと、依然顔が熱いまま、彼女たちのやり取りを見ているのであった。




　その後、タータンとマードンもやってきて、全員で談笑しながら楽しい時間が消灯時間まで続いたのだった。
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　歓迎会の後片付けが思いのほか長引き、恭太郎が寮に戻ったのは消灯時間をかなりすぎたころだった。

　自室のドアを開けると、出がけに消したはずの灯あかりがなぜかついていた。

「あれ、なんでついてるんだろ？」

　恭太郎が首をかしげたときだった。

「あらあら、キョータローさん？　消灯時間を守らないなんて、いつからそんな悪い子になってしまったんですか」

　クスクスと、艶つやのある声が聞こえる。恭太郎が声のほうに顔を向けると、学園長のソフィアが室内の椅い子すに座っていた。

「ソフィアさん！」

「こんばんは、キョータローさん」

「どうしてソフィアさんがおれの部屋なんかに……」

「ひとりで寝るのが寂しかったので、キョータローさんの部屋にお邪魔しちゃいました」

　ソフィアが切れ長の瞳ひとみを細め、妖よう艶えんにほほえんだ。

「ウ、ウソですよね？」

　ちょっとだけいかがわしい想像をしてしまい、恭太郎の声はうわずってしまった。

「キョータローさんにその気があるのなら、ウソも本当になりますよ」

　楽しげにソフィアは言い、「冗談ですよ、てへ」と付け加えた。

　と、いきなり包リ丁ヴが騒ぎ出す。

「うげえ、言うに事欠いて、三百歳以上のババアが『てへ』とはたまらんの。ソフィアよ、お主、まさかとは思うが自分のことをかわいいとか思ってはおるまいな？」

　まるでニヤニヤと笑っているかのようないやらしい声音で続ける。

「リュミたちのような若い娘の中に混ざることで勘違いしておるなら、妾わらわが正義の心でもって正してやろう。三百歳のババアは十代の少女にはなれぬ！」

「あら、あらあら、女神たるものババアなんて汚い言葉を使うべきではありませんよ、リヴシュティンガー？　次、そんな言葉を使ったら煮溶かしますからね」

　瘴しよう気きのような黒いオーラをソフィアがまとい、笑え顔がおのまま処刑宣言をした。

　この二人は仲がいいのか悪いのか、顔を合わすたびにこういうやり取りを繰り返すのである。

「そ、それよりソフィアさん！　ここに来たってことはおれに用があるんですよね？　なにかあったんですか」

　意味不明な修しゆ羅ら場ばになる前に、恭きよう太た郎ろうは話題を変えようとソフィアに話しかける。

「そうですね、リヴシュティンガーと遊んでいる場合ではありませんでした」

　ソフィアがコホンと空から咳せきをして、恭太郎の目を見つめる。

「回りくどい言い方はしません。単刀直入に言います──ウルタールさんは饗樂衆ヴアタイヨン・ド・キユイジーヌの料理人です」

「……はい？」

　一瞬、ソフィアの言葉の意味が理解できず、恭太郎は聞き返していた。

「ウルタールさんをわたしの前に連れてきたとき、リリーが彼女を執しつ拗ように嗅かいでいたのを覚えていますか？」

「え、ええ」

「リリーはわたしに言いました。ウルタールさんからセレファイスの臭においがした、と」

「……っ!?」

　それが本当なら、ウルタールとセレファイスは接点があることになる。

「でも、リリーはセレファイスとは面識がありませんよね……」

　そう、セレファイスが学園に現れたとき、リリーアップルは厨ちゆう房ぼうにはいなかったのだ。つまり、彼女はセレファイスの臭いを嗅いでいない。

　ソフィアが、恭太郎の言葉を否定するように首を横に振った。

「リリーの『神』としての嗅きゆう覚かくはどんな微量な臭気も逃しません。一人ひとりの体臭を完かん璧ぺきに記憶して、嗅ぎ分けることができるのです。彼女は確かにセレファイスとは面識がありませんが、厨房に残っている彼の臭いを記憶して、ウルタールさんから『その臭い』を嗅ぎ取ったのです」

　彼女の話を聞きながら、しばし恭太郎は呆ぼう然ぜんとなった。

　ウルタールが自分の敵である『饗樂衆』の料理人──そんなバカなことがあるかと思いながらも、恭太郎は昼間の出来事を思い出していた。

　街にいく途中、ウルタールは身の上話の中で、生き残るのに必死になるようなところで料理の特訓を受けてきたと言ったのだ。

　それはつまり、饗樂衆の持つ『施設』でということなのだろうか？

　バカバカしいと思った。だが、彼女がどこで料理を覚えたのかは気になっていたのだ。食が衰退したこの世界で専門的に料理を教えているのはこの学園しかないのだから。

「……だけど、ウルタールは旅の料理人なんです。どこかで偶然にセレファイスとすれ違って、そのときヤツの臭においが付着したってこともありますよね？」

　恭きよう太た郎ろうはなんとかソフィアに反論してみる。

　頭の中ではウルタールが饗樂衆ヴアタイヨン・ド・キユイジーヌの一員だと冷静に考えながらも、感情的な部分がそれを認めたがらなかったからだ。

　そんな恭太郎の葛かつ藤とうを、しかしソフィアは一刀両断する。

「偶然知り合った少女から、偶然セレファイスの臭いがする──そんな『偶然』は『必然』以外の何物でもありません」

「じゃあウルタールは饗樂衆の一員で、屈くつ託たくのない笑え顔がおで近づいて、ずっとおれのことを見張ってたっていうことなんですか？」

　恭太郎は拳こぶしを握りしめながら問うていた。

「そういうことになるでしょうね……」

「あいつは、ウルタールはそんなことしないです！」

　感情が昂たかぶり、恭太郎は声を張り上げていた。

　一緒にすごした日々はまだ浅いが、それでもウルタールのことは仲間だと思って接してきた。今日だって歓迎会を開いて楽しい時間をすごしたのだ。

　美お味いしいものを食べたときに感動したり、服のボタンを掛け違えただけでオロオロしたりするような、あんなに正直に感情をあらわすやつが、スパイとして自分を騙だましていたなんて信じたくなかった。

「饗樂衆の料理人だったとしてもなにか理由があるはずです。ウルタールが料理で大陸を支配しようとするようなゲスなわけがない」

　自分に言い聞かせるように恭太郎はつぶやいていた。

「とにかくキョータローさん、どんなことが起こるかわかりませんから、ここから先は独断で動かないようにしてください」

　これ以上は感情的な話にしかならないと判断したのか、ソフィアが話を締めくくる。

「これは学園長命令です。いいですね？」

　声音こそ柔らかかったものの、有無を言わせぬ静かな迫力があった。

「……はい」

　恭太郎はソフィアから視線をはずし、かすれたような声で答えた。
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　真夜中──。

　学園裏の雑木林でウルタールは黒ずくめの怪しげな男と話していた。

「なんの用？　今日は定期報告の日じゃないはずだよ」

　嫌けん悪お感を滲にじませた口調でウルタールが問う。

　そんな彼女の態度などお構いなしというふうに、男はクツクツといやらしい笑みを浮かべる。

「歓迎会だなんて、ずいぶんと楽しそうな生活を送ってるじゃないか」

「盗み見？　仲間を監視するなんていい趣味だね」

「監視なんかじゃない。むしろお前さんのために忠告しにきてやったのさ」

「ぼくのため……？」

　いぶかしげに男を見やるウルタール。

「お前さんの妹は組織の教育機関にいるんだ。その意味をちゃんと理解してくれってことさ」

　男はフッと息をつき、

「姉が裏切り者になれば、妹も立つ瀬がないだろうよ。悲観して自殺してしまうかもしれないな」

「お前っ！　ノワールに手を出したら絶対に許さない」

　目を剝むき、ウルタールは興奮ぎみに声を荒らげる。

「落ち着けよ、戦神ヴアンシユテインガーによって『殺し』のできない世の中になってるんだぜ？」

　粘っこい口調で男が言い、ウルタールは深い呼吸をして心を落ち着かせる。

「……ぼくは組織に忠誠を誓っている。お前なんかに釘くぎを刺されなくても与えられた任務を放棄するようなバカじゃない」

「そうそう、バカのほうインスマスは組織から追放した。無能なうえに、独断で暴走するようなやつは使えんからな」

　そこで区切ると、男はニタリと薄気味悪く口角を吊つり上あげる。

「両腕を切断して、荒野に置き去りにしてやったよ。ほんと『殺し』ができんのは不便だな。殺意を持たずに傷つけるのはなかなかに難しい」

「ゲス！　さっさと消え去れ！　お前なんかにノワールを傷つけさせない」

「そうあってほしいものだよ。おれだって、生きてるやつを切り刻むのが好きってわけじゃないんだから」

　ゾッとするほど冷めた目つきで見るや、「それでは失礼する」と言い、男は闇に溶け込むようにウルタールの前から立ち去った。

　一人残された彼女は、男が先ほどまでいた、濃い闇が堆積する空間をむやみやたらに殴りつける。

　躍やつ起きになって暴あばれるが、彼女の拳こぶしはむなしく空くうを切るだけだった。

「……どうしてぼくは饗樂衆ヴアタイヨン・ド・キユイジーヌなんかにいるんだ」

　自問するようにウルタールが独ひとり言ごつ。

　彼女の正体は饗樂衆の料理人である。

　食で人を傷つけたり、大陸を支配したりすることを内心では嫌っている彼女がなぜ饗樂衆の一員となったのか？

　理由はごくありふれたものである──そう、饗樂衆に入るしか生きていく道がなかったからという、ただそれだけの単純なものだった。

　十歳にも満たない子どものとき、貧困による口減らしで妹と一緒に山の中に捨てられた彼女は空腹と脱水症状で生死の境をさまよっていた。

　そんなとき偶然に通りかかった饗樂衆の料理人に拾われ、そのまま組織の教育機関に連れていかれたのだ。選択肢などなかったし、命の恩人だと感謝もしていた。そこが食で大陸を支配しようとするような異常な場所でさえなければ。

　それから数年ののち、教育機関を優秀な成績で卒業した彼女は本格的に饗樂衆の構成員になった。

　ちなみに、組織には膨大な数の料理人がいるため、インスマスとはお互いに面識はなかった。ピノン親方の食堂で彼が名乗りを上げたとき、ウルタールは彼の正体を初めて知ったのだ。

　ウルタールにも任務があったので、自分の正体をインスマスが知らなかったことはとても都合がよかった。

　彼女の任務とは、キョータローと、食の女神であるリヴシュティンガーを組織に連れていくことである。

　組織から与えられた最重要任務だった。

　ゆえに、それを放棄して逃亡すれば、組織にいる妹がどんな目に遭うかわからない。先ほどの話を聞いたあとでは、とてもではないが反逆などできなかった。たった一人の肉親を失うなんて死んでも嫌だから。

　そのとき、不意に彼女の脳裏にみんなの顔が浮かんだ。

　おしゃべりが大好きなタータンに、澄んだきれいな目をしたマードン、一見冷たそうに見えて実は優しいリュミエール、欲しがっていた包丁をこっそり用意してくれたり、不器用なのに一生懸命ケーキを作ってくれたりと、とても仲間想おもいの少女なのだ。

　ノエルは本当にいい子だと思う。温かくてふわふわしていて、一緒にいるとすごく安心できる。それに、「ウーちゃん」なんてあだ名で呼ばれたのも生まれて初めてだった。友達ってこういう感じなのかなって思った。

　それからヴィヴィアン、純血エルフなんて嫌なやつばかりだと思っていたけど、蓋を開けてみれば誰よりも純情で、ちょっと抜けていて、からかうと顔を真っ赤にするようなかわいい女の子だ。

　そしてキョータロー──彼が本当のお師匠さまだったらどれだけよかっただろう。一緒にいるのがとても心地よかった。軽口を叩たたき合い、一緒に街を歩くだけで楽しかった。朝起きて今日も彼に会えると思うと胸がときめいた。自分の人生でこんなに素晴らしいことが起きるなんて思いもしなかった。

「でも、みんながくれた幸せをぼくはこれから壊すんだ……」

　絞りだすようにつぶやくと、ウルタールは袖で目元をぬぐい、しばらくの間その場にたたずんでいた。
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　翌日──。

　雨が降り出しそうな曇どん天てんの午後だった。

　昼食を終え、恭きよう太た郎ろうはウルタールに散歩に誘われる。

「キョータロー、今日もぼくに付き合ってくれないかな」

「別にいいけど、また街までいくのか？」

「ううん。学園裏の丘のほうまでいきたいなって」

　学園裏の丘──環状列石ストーンサークルがある神秘的な場所であり、リリーアップルが封印されていた場所であり……人の出入りがほとんどない場所である。

　昨夜、ソフィアに釘くぎを刺されたばかりだったが、恭太郎は「いいぞ」と答えていた。一度、ウルタールと二人きりで話したかったからだ。

　恭太郎は努めて平静を装い、ウルタールにうなずいてみせる。

「じゃあいこうか──」

「……うん」

　自分で誘っておきながらウルタールは元気のない返事をする。

　そして二人は学生寮を出ると丘を登り、雑木林に囲まれた巨石群の前までやってきた。空はいよいよどす黒い雲で覆われ、今にも泣きだしそうな雰囲気を醸かもしだしていた。

「せっかくきたのに雨降りそうだね」

「そうだな」

「雨嫌だよね。なんか憂ゆう鬱うつな気分になっちゃうんだ」

「ああ。晴れてるほうが気持ちいいよな」

　空虚な会話だなと恭きよう太た郎ろうは思った。昨日のような楽しい会話などなく、ウルタールはずっとよそよそしい感じなのだ。

　──ウルタールは今、心の中でなにを考えているのだろう？

　恭太郎はウルタールの横顔を見てみたが、彼女は辛そうな顔で曇り空を見上げているだけだった。

　同様に、恭太郎も本題を切り出せずにいた。

　しばらく無言のままたたずんでいると、茂みの中から黒猫が一匹あらわれた。

　学園生から餌でももらっているのか、警戒することなく軽やかな足取りでこちらまでやってくる。

　黒猫はウルタールの足元までくると、甘えるように顔を足首に擦こすりつけてきた。

「虎人ウエアタイガーってね、よく猫になつかれるんだよ？　もしかしたら仲間だと思われてるのかもしれないね」

　ウルタールが今日初めて彼女らしい笑え顔がおを見せる。

「猫ってかわいいよね。ぼく大好きなんだ」

　彼女はしゃがみ込むと黒猫のあごをくすぐるようになでる。黒猫は気持ちよさそうに目を細め、グルグルとのどを鳴らした。

「知ってる？　ずっとずぅっと南にある町には『猫をイジメてはいけない』って法律があるんだって」

「愛あい猫びよう家かには天国みたいな町だな」

「そうだね。いつかぼくもいってみたいな」

　寂しげにつぶやくと、ウルタールは黒猫を抱き上げる。

「そのときは黒猫くん、ぼくと一緒にいこうか？　うん、一緒にいこう。だからきみは今日からぼくの猫──ウルタールの猫だ」

　しかし次の瞬間、黒猫はウルタールの腕からするりとすり抜け、再び茂みまで歩いていく。すると茂みからもう一匹、黒猫があらわれた。

　二匹の黒猫は仲睦むつまじく毛づくろいをすると、そのまま茂みの中に入っていった。

「ぼくの黒猫くんがいっちゃった……」

「仲いいよな、あの二匹。兄弟なのかな」

　恭きよう太た郎ろうは当たり障りのないことを口にする。話さなくてはいけないことは他にもっとたくさんあるはずなのに、うまく言葉が出てこなかった。

「姉妹かもね。もしそうならあの二匹、離れ離れにならないでずっと一緒にいられるといいな」

　切実な感じでため息をつき、ウルタールが続ける。

「ぼくはね、妹が大事なんだ。たった一人の肉親だから……あの子が、ノワールがいたから地獄のような修業にも耐えてこられた。いつか二人で幸せに暮らすために今日まで頑張ってきたんだ」

　それは恭太郎に話しているというよりも自分自身に言い聞かせているような、訥とつ々とつとした話し方だった。

　そしてそれ以上、ウルタールはもうなにも話さなかった。

　そんな彼女をチラリと見、恭太郎は意を決するとゆっくりと口を開く。

「タンパク質の変性、浸透圧、ポリフェノールと鉄包丁による酸化──」

「ど、どうしたの、いきなり。キョータロー？」

　突然の意味不明な発言にウルタールが怪け訝げんな顔をするが、恭太郎は気にせずに話を続ける。

「校外での調理実習で、お前はエビを早く茹ゆでるためにレモンの汁を使った。あれはタンパク質の変性を利用したんだよな？」

　レモンのクエン酸はタンパク質を変性させる作用を持つ。レモンの搾しぼり汁を混ぜることでエビの身のタンパク質を変性（この場合は凝固）させられるのである。

「次に、サンドイッチに使う野菜に振り塩をした──浸透圧によって余分な水分が外に追い出されるから、サンドイッチが水っぽくなるのを防げるうえに、野菜の水気が抜けてはさみやすくなる」

　あのとき、ノエルがサンドイッチを作りやすそうにしていたのはこれが理由だ。

　古くから塩は食物の水分を抜くのに利用されてきた。干し肉や魚の干物作りなどで振り塩をするのがいい例だろう。

「最後に、リュミに鉄の包丁で野菜を切らせなかったよな？　あれは切断面の色をきれいに保っておくためだろ？」

　葉物に含まれるポリフェノールと、鉄包丁の鉄は反応しやすいのだ。すなわち、酸化によって切断面が茶色っぽく変色してしまい、食欲を一気に減退させてしまう。あと、葉物は手でちぎったほうが、断面の面積が大きくなりドレッシングと絡からみやすくなる。

　恭太郎が一息に説明をすると、ウルタールがかすかに表情を強こわ張ばらせる。

「……それが一体なんだっていうの？」

　ウルタールが恭きよう太た郎ろうから目をそらして小声で言う。

「お前が実践した調理のコツは学園でも教えてないことなんだ。大陸で唯一、料理を専門的に教えるヴェルミリオン王立料理学園でも、な。事実、調理に関してはそれなりの知識を持っている純血エルフのヴィヴィアンだって知らなかった」

　恭太郎は逃げ道を塞ふさぐように淡々と語った。

「なにが言いたいの？　文句があるならはっきりと言ってほしい」

「……そうだな。まどろっこしい言い方はやめよう」

　恭太郎はウルタールの目を見つめ、核心を衝つく一言を口にする。

「ウルタール、お前は饗樂衆ヴアタイヨン・ド・キユイジーヌの料理人なのか？」

　わずかの時間、二人の間に沈黙が流れた。

　恭太郎はただ祈るような気持ちで、ウルタールの口から違うという否定の言葉を待っていた。

　そして、ウルタールが沈黙を破り静かに口を開く。

「ぼくの料理知識が豊富だから疑ってるの？」

　イエスやノーのようなハッキリとしたものではなかったが、言葉のニュアンスからして認めているようなものだった。

　もしウルタールが饗樂衆などではなかったなら、恭太郎の質問など彼女からしてみれば意味不明なものでしかなく、こんな回答にはならないだろうから。

　──やはりソフィアさんの言う通りだったか……。

　半ばわかっていたこととはいえ、現実に直面するのは辛かった。

　それでも恭太郎は取り乱さず、冷静さを保つようにあえて彼女の質問に答える。

「調理の知識だけじゃない。考えてみれば初めから違和感があったんだ」

　昨夜、ソフィアと話していたときは動揺してうまく頭が回らなかったが、彼女が帰ったあとひとりで考えているうちにいろいろなことに思い至った。

「リュミの実家で初めて会ったとき、自己紹介前にヴィヴィアンのことを純血エルフって知ってたり、リヴがしゃべりだしたとき、すぐに『包丁』がリヴの正体だって気づいたり、おかしなことだらけだった──」

　耳の形からヴィヴィアンをエルフだと理解しても、『純血』かどうかなんて判断する材料がないだろう。それに、リヴがいきなりしゃべれば驚くことはあっても、ピンポイントに声の主が『包丁』だなんて特定できるわけがない。

「それらを総合して考えれば、ウルタールは最初からおれたちのことを知っていたってことになるんだ」

　怪しい点はいろいろとあったはずなのに、ソフィアから教えられるまで恭太郎はウルタールのことを饗樂衆ヴアタイヨン・ド・キユイジーヌだとは気づけなかった。

「そっか、諜ちよう報ほう員いんとして最初の一歩から派手にこけてたんだ」

　ついにウルタールの口から『諜報員』という具体的な言葉が出て、恭きよう太た郎ろうは我知らず奥歯を嚙かみしめていた。

「軽けい蔑べつしたでしょ？　こんなクズみたいなやつが、仲間面づらしてのうのうと居座ってたんだから」

　ぼくってほんと最低だよねと、ウルタールが自じ嘲ちようぎみに笑う。

「クズなんかじゃない──」

　恭太郎は首を左右に振り、

「これだけの粗あらがありながら、おれはずっとウルタールの正体に気づけなかった。それはたぶん、お前が料理を愛していたからなんだと思う」

　そう、ウルタールがセレファイスやインスマスのように邪悪だったりゲスだったりしていたら、恭太郎ももっと早くにこの少女に疑いの目を向けていただろう。

　しかしそうならなかったのは、彼女が楽しそうに調理をする姿や、幸せそうに料理を食べている姿を見てきたからだ。

「だからウルタールはクズじゃない。お前は饗樂衆なんかにいるべきじゃない」

　恭太郎の言葉に、しかしウルタールは寂しげな顔をする。

「いるべきも、いるべきじゃないもないんだ。妹が組織の中にいるから、ぼくは帰らなくちゃいけない。キョータローと食リ神ヴを連れて……」

「おれが饗樂衆にいけば、ウルタールと妹さんは組織から解放されるのか？」

　自己犠牲もいとわないということを言ったのではなく、恭太郎はひとまず、彼女の現状を知るために訊きいていた。

　ウルタールもそれを理解しているようで、特に驚くふうもなく答える。

「解放なんてあるわけないよ。今まで通り組織の中で生きていけるだけ」

　なんの期待も、そして希望も持たないような無感情な声だった。

「生きていけるだけって、そんなの人形と同じじゃないか」

　自分がキツイことを言っているという自覚はあった。だが反抗する意思を失っているウルタールが哀れでしょうがなかったのだ。

　しかし彼女は諦あきらめきった顔でうなずく。

「人形でいいんだ。任務を成功させ続ける限り、ひどい目には遭わずに済むから」

「でもそれってさ、裏を返せば一度でも失敗したらなにをされるかわからないってことだろ？」

「そうだね」

　ウルタールは曇り空を見上げながら他ひ人と事ごとのように言う。

「いつかは大きな失敗をして粛しゆく清せいの対象になるだろうね。でも今日は生きてられる……中には目を覆いたくなるような罰を受けて死んでしまった者もいるんだ。それを考えればぼくはまだ幸せなほうだよ」

　彼女の言葉を聞きながら、すぐには言葉が出てこず恭きよう太た郎ろうは顔を歪ゆがませるだけだった。

「あ、妖尾鳥エキヤルラツトだ」

　突然、ウルタールが空に向けて指をさす。

　恭太郎もさされた方向に目をやる──一羽の、異様に尾の長い鳥が悠然と空を飛んでいた。

　昨日も見かけた鳥で、この世界独特の生物である。リヴ曰いわく、鴨かも肉にくに似た味わいで、肉質は柔らかく、栄養価も高いという。そして、雄大に飛ひ翔しようすることから独立と自由を象徴する鳥とされている。

「生まれ変わりがあるなら次は鳥がいいな。妖尾鳥のような渡り鳥になって、力尽きるまで大空を自由に飛び回りたいよ」

　ウルタールは誰にともなくつぶやいた。

「あるかどうかもわからない次なんかに逃げるなよ、ウルタール」

　恭太郎はウルタールを見据えながら続ける。

「一緒に考える。どうすればウルタールも妹も救えるかおれも一緒に考えるから」

「……考えてできることなんて全部試したよ」

「まだなにかあるかもしれないじゃないか」

　食い下がるように恭太郎は言うが、ウルタールは泣き笑いのような顔で首を左右に振るだけだった。

　そして、彼女の心情をあらわすかのように雨がポツリポツリと降りだす。

　そんな中でウルタールが再び口を開いた。

「ぼくの本当のお師匠さまはそんな甘い人じゃない。こちらに付け入る隙なんて与えてくれないよ」

「さすがおれさまの弟子だ。よくわかってるじゃないか──」

　突如、第三者の声が割り込んできた。

　その声は聞き覚えのある、いや、聞き覚えがあるどころか決して忘れることのできない声だった。

「セレファイス！」

　恭太郎は反射的に声の主の名前を叫んでいた。

　次の瞬間、雑木林の中からあの男が、饗樂衆ヴアタイヨン・ド・キユイジーヌは七大喰将ロワ・ド・キユイジーヌ──〈暴虐の料理王テイランジーヌ〉セレファイスが出てきた。

　セレファイスの後ろには、部下なのだろう五、六人の男たちが付き従っていた。

　セレファイスはウルタールのそばまでくると、「ふん」と鼻にかかる声を出す。

「せっかく、商都アンゼルトンの幹部に手を回して偽造の証明書を発行できるようにしておいたのに、こんなに簡単に正体を明かされるとはな」

　商都アンゼルトンは、ウルタールがソフィアへの自己紹介のときに話していた出身地だったなと、緊張感が高まる状況にもかかわらず恭きよう太た郎ろうは思い出していた。

「も、申し訳ありません！　お師匠さま」

　恐怖から身体からだを震わせ、ウルタールが深く頭こうべを垂たれる。

　そのセリフから、セレファイスこそが彼女の本当の師匠なのだと恭太郎は理解する。彼女の衣服にヤツの臭においが付着していたと、昨夜ソフィアから聞いていたので、恭太郎もある程度は想像していたことだった。

　そんなことを考えているうちに、セレファイスが気だるげに口を開く。

「とはいえ、キョータローと食神リヴシュティンガーを誘い出したことは褒めてやる」

　見下すように薄く笑い、

「インスマスの二の舞にならずに済んでよかったな？　お前は幸運なやつだよ」

「……ありがとうございます」

　ウルタールが感情のない声で礼を言った。

「久しぶりだな、キョータロー？」

　そこでやっとセレファイスが恭太郎に顔を向ける。

「そうそう、お前に謝らなくてはいけないことがあるんだ」

「おれに謝る？」

　恭太郎がいぶかしげな顔をすると、セレファイスが楽しそうに口角を吊つり上あげる。

「インスマスのような雑ざ魚こが分ぶんもわきまえず牙きばを剝むいたみたいですまなかった。罰として両腕を切り落として荒野に捨ててきた。飢え死にしたか、獣に食われたか、なんにせよもう生きてはいないな」

　楽しくて仕方ないというふうにセレファイスが饒じよう舌ぜつに語った。

　対して、恭太郎はセレファイスの言っていることが一瞬理解できなかった。

　──両腕を切り落として荒野に捨てる？　もう生きていない？

　自分と料理対決をした相手が既に死んでいるという事実に、恭太郎は精神的なショックと胃のムカつきから胃袋の中身を戻しそうになった。

　それを堪こらえると、今度は恭太郎の心の中に怒りの感情が渦巻き、どうにもならない憤いきどおりに身体がぶるぶると震える。

「あいつはお前の弟子なんだろ？　なんでそんなひどいことができるんだよ」

　インスマス──決して好人物というわけではなかったが、だからといって無残に殺されてもいいような悪党でもなかった。

　するとセレファイスが、興を削そがれたというふうに露骨に不機嫌な顔で答える。

「なにを怒っている？　弟子が師匠の名を貶おとしめたのだから当然のことだ」

　そして愚か者を見るような目を向け、

「饗樂衆ヴアタイヨン・ド・キユイジーヌにおいて階級は絶対──弟子が師匠に意見したり、恥をかかせたり、まして逆らうことなどあってはならない」

「……そうか、そのクソみたいな考えがウルタールを縛っていたんだな」

　昨日、串焼き屋からの帰りに感じた彼女の極端なものの考え方は、どうやら饗樂衆の歪ゆがんだ規則ルールに毒された結果のようだった。

　恭きよう太た郎ろうの嫌けん悪お的な反応に、セレファイスが挑発するようにこれ見よがしの苦笑をする。

「無能な者は有能な者に尽くしてこそだ。それができないのなら生きている意味などないだろうが」

　セレファイスの不遜な言葉に刺激されたのか、ポツリポツリと降っていた雨が激しさを増しはじめる。

　雨粒が恭太郎の髪を濡ぬらし、前髪から水滴がしたたる。

　しかし恭太郎は顔に伝うしずくをぬぐうこともせず、セレファイスを睨にらみつける。

「ゲスなことばかり言いやがって、おれはお前を許さないぞ」

　そんな恭太郎の視線を、セレファイスも冷めた目つきで受け止める。

「許すも許さないもないだろう？　多勢に無ぶ勢ぜい、お前は今から饗樂衆の本拠地にいくことになるんだ。お前に会いたがってる方もいるしな」

「おれに会いたがってる？」

「いけばわかる。お前たち、キョータローを馬車まで丁重にご案内しろ」

　セレファイスが命じるや、手下たちが恭太郎へと間合いを詰めるように歩んでくる。

「キョータロー、ごめんなさい……」

　かすかな息づかいと共にウルタールの謝罪の声が聞こえた。

　恭太郎はその言葉に応えようとするが、その瞬間、手下の一人が恭太郎の腕をつかもうと手を伸ばしてきた。

「クソッ……」

　恭太郎はうめく……が、手下が自分の腕をつかむことはできなかった。

　その直前に、手下は取り押さえられるかのように腕をねじ上げられていたのだ。だが彼を取り押さえている者はいない。誰もいない空間で手下は腕をねじ上げられているのだ。

　パッと見には、ふざけてそういうポーズを取っているようにも見える。

「おい！　なにを遊んでいるんだ」

　苛いら立だちをあらわにしてセレファイスが怒鳴るが、手下は「誰かがおれの腕をねじってるんでさ、イタタ」とパニックに陥おちいっていた。

「イタタ、一体どうなっているんだ！　ふざけるなよ──」

「ふざけているのはあなたのほうじゃありませんか？」

　突然、手下の背後から、聞き覚えのある女性の声が聞こえた。

「え、この声って……ソフィアさん？」

　恭きよう太た郎ろうがつぶやいたとき、手下の背後の空間がさざ波のように波打ち、グニャグニャと歪ゆがんでいく。

　そしてその空間の歪みからソフィアがあらわれた。

　彼女が手下の腕をねじ上げていた張本人だったようで、今も逆関節を極きめて手下の動きを制していた。

「隠形魔法ステルスか……ずいぶんと高等な魔法を使うじゃないか」

　苦々しげにセレファイスが吐き捨てた。

　その言葉から、ソフィアが瞬間移動の魔法を使ったのではなく、空間を偽装してずっとこの場に隠れていたようだと恭太郎は考える。

　すると、あちらこちらの空間が先ほどと同じように歪み、ソフィアの部下なのだろうエルフの青年たちが次々とあらわれた。

　その数ざっと十人以上、形成が一気に逆転する。そのうちの一人がソフィアのもとに駆け付け、彼女の代わりに手下を捕ほ縛ばくした。

　身軽になったソフィアが恭太郎に顔を向ける。

「ほんとにキョータローさんはムチャばかりするんですから」

　その声音は柔らかなものだったが、彼女の顔は笑っていなかった。

「昨夜、勝手に動かないようにお願いしましたよね？」

「すみません。ウルタールと二人で話がしたくて」

　恭太郎が謝ると、ソフィアが小さく息を吐く。

「結局そうなってしまうだろうと思って、わたしもキョータローさんを尾行していたわけなので、おあいこといえばおあいこですね」

　内緒で後をつけてきたことに彼女も引け目を感じているようで、恭太郎を叱りつけるようなことはしなかった。

「女のエルフ……そうか、貴様がヴェルミリオンの学園長だな」

　セレファイスがソフィアと相あい対たいする。

「お初にお目にかかります。当学園を預かるソフィア・ガヴァリエーレと申します」

　ソフィアは余裕をみせるように優雅に腰を折り、自身の名を告げる。

「さて、無礼で野蛮な饗樂衆ヴアタイヨン・ド・キユイジーヌの方、ご自分が今どういう状況に置かれているか理解されておられますね？」

　スッと目を細め、彼女本来の威厳に満ちた態度で続ける。

「当学園への不法侵入、学園生の拉ら致ち未遂に、傷害未遂も加えておきましょうか？　なんにせよ、簡単に解放されるなんて思わないことです」

　非は完全に向こうにあり、数もこちらのほうが倍以上おり、もはやセレファイスたちは詰んでいる状態だった。

　このまま逮捕され、牢ろう獄ごくに入れられるのは誰の目にも明らかなはずなのに、彼にはまったくといっていいほど動揺がみられなかった。

「ソフィア・ガヴァリエーレ、このおれさまを捕まえてみるか？」

　雨で濡ぬれた前髪を払いながら、セレファイスが鼻で笑う。

「なにがおかしいのですか？　あなたは饗樂衆ヴアタイヨン・ド・キユイジーヌの幹部、わたしは簡単にはあなたを解放なんてしませんよ」

「饗樂衆はどこにでも根を張っている──それこそ、一国の王族、貴族の中にもおれたちの信奉者はいるだろう」

　セレファイスが侮あなどるように首を振り、

「断言してやるよ。おれを捕えたところで三日もすれば、この国の大貴族から釈放の命令がくだされる」

　ハッタリというにはあまりにもセレファイスの態度は自信に満みち溢あふれ、ソフィアも、饗樂衆と通じている貴族に心当たりでもあるのか手を出しあぐねている。

　多勢であるにもかかわらず身動きができないこちらに、セレファイスは嘲ちよう笑しようを向け、撤収の合図なのか片手を上げた。

　再び、手下たちがセレファイスのあとに付き従う。

「お、お師匠さま……」

　おそるおそるといった感じでウルタールがセレファイスの背中に声をかける。すると彼は振り返り、忌いま々いましげに舌打ちをした。

「おれはキョータローと食神を連れてくるように命じたはずだ。なぜエルフどもがいる？　ん？」

「申し訳ありません。つけられているなんて思いもしなくて……」

「貴様のせいでとんだ無駄足になったな。虎人ウエアタイガーなぞ所しよ詮せんは獣か、まったくもって使えんクズだ」

　セレファイスがゴミでも見るような目つきで吐き捨てる。

「お師匠さま!!　ぼくは有能です。どんな難しい任務でも、どんな危険な作戦でも次は必ずこなしてみせます。だからもう一度だけお慈悲を」

　雨で濡れた地面に膝をつき、涙声で必死に懇こん願がんするウルタール。

「自分で自分を有能と言うか？　ふん、ならば次は相当にエグイ任務をあてがってやる……そうだな、北方のゼナルダ雪原に棲せい息そくする巨獣・ドールを狩ってきてもらおうか？　アレの霜降り肉は脂サ肪シの入り方が絶妙で貴族どもに人気が高いからな」

　セレファイスがニヤニヤと笑う。

「とはいえ、ドールは凶暴だ──以前、捕獲に向かわせた狩人ハンター三十人は一人も帰ってこなかったな。虎人ウエアタイガーといえど無事では済まんだろうが、妹のためにがんばることだ」

「は、はい！　ありがとうございます、お師匠さま」

　とりあえず首が繫つながったとばかりに、ウルタールがよろよろと立ち上がる。泥で彼女の膝は汚れていた。

「なにがありがとうございますだ！　わかってるのか？　セレファイスは今、絶対に不可能な任務でお前を殺すって宣言したんだ」

　一連のやり取りに我慢できず、恭きよう太た郎ろうはウルタールに叫んでいた。

　しかしセレファイスが侮あなどるように口くちの端はを歪ゆがめる。

「人聞きが悪いな、キョータロー？　おれは師匠として、ウルタールに料理人としての腕を上げさせるための試練を与えただけだ」

「ふざけるなよ！　何十人がかりでも捕獲できないような獣をシトメさせて、一体どんな料理の技術が上がるっていうんだ」

「ふん。貴様にいちいち説明することでもない。弟子に稽古をつけるのは師匠であるおれの役目、部外者は黙っていろ」

「テメエ……」

　うそぶくセレファイスに、恭太郎は怒気をあらわにする。

「キョータロー、どんなに理不尽でもね、お師匠さまに従うしかないんだ。たとえ死ぬような任務だったとしても、機会チヤンスをもらえただけぼくは幸せなほうだよ」

　雨粒なのか、涙なのか見分けがつかないしずくが、ウルタールの目元からほおへゆっくりと流れた。

「よく言ったウルタール、さすがはおれさまの弟子なだけはある」

　恭太郎はその言葉に、奥歯をギリリと嚙かみしめていた。

「お前に師匠を名乗る資格なんかねえぞ、セレファイス！　どこの世界に自分の弟子を傷つける師匠がいる、師匠は弟子を守るもんだろうがっ!!」

　怒りを爆発させて吼ほえると、恭太郎はウルタールに話しかける。

「ウルタール、料理のことならおれがどんなことでも教えてやる。おれが持ってる知識も技術も全部お前にやる。だからおれのそばにいろ」

　恭太郎はウルタールを引きとめる。だが、彼女は辛そうな顔をすると視線を自身の足元に落とした。

「……キョータロー、ぼくはセレファイスさまの弟子だから」

　ウルタールの答えに、恭太郎はもどかしさと歯がゆさから唇くちびるを嚙んでいた。

　それでも再度、彼は問いかける。このままウルタールをいかせたら、もう二度と会えないと思ったからだ。

「それでいいのか？　もし次の任務をこなせたとしても、セレファイスの機嫌次第でどんな目に遭うかわかったもんじゃない。一生、あいつにおびえながら暮らすのかよ」

　自分の思いが届いてほしくて、恭きよう太た郎ろうは言葉を重ね説得を試みる。こんなところで彼女の手を離してしまいたくない。

　そうするうちに、ウルタールが顔を上げて自身の意思を伝える。

「おびえながらでも妹と一緒に生きていけるから……ぼくはまだ全然幸せなほうだよ」

　そう答えるウルタールは笑っていた。

　しかしそれは歪いびつな笑え顔がおだった──絶望を必死で押し込めるような、内側から溢あふれ出でる本音を懸命に飲み込もうとするような、開きそうな心の扉をかたくなに閉めようとするような、本心を覆い隠す歪で悲しい笑顔だった。

　恭太郎は爪つめが食い込むほどに強く拳こぶしを握り込む。

「そんなクシャクシャな顔で泣いてるやつが幸せなわけないだろ、バカ野郎!!」

　ウルタールの本音はその表情からもうわかっている。

　ならば、あとは彼女の決意をひるがえすだけだ。

　──おれはウルタールを失いたくない！

　ウルタールはほがらかに笑っているのが似合う少女だ。

　しゃべるのが好きで、元気いっぱいで、でも誤って服を着崩したときには顔を真っ赤にするような女の子らしい性格の持ち主で、一緒にいるととても楽しかった。

　──それに、ころころと変わる豊かな表情も魅力的なんだ。

　仲間外れにされたと勘違いしたときはガチで半泣き状態だったし、歓迎会を開いてくれたと知ったときの驚きを通り越して戸惑ったような顔に、あだ名で呼ばれたときは泣き笑いのような顔をしていた。

　──表情が豊かということはそれだけ素直な性格なんだと思う。

　そんな素直な少女が、今はこんな操り人形のようになっている。

　自分の大切な仲間が、クソ野郎によって不幸のどん底に突き落とされることなんて絶対に許せない。

「おれが絶対にお前と妹を守る！　ウルタール！　おれと一緒にいろ!!」

　恭太郎は力の限りに、決して揺るがぬ自身の思いを込めて声を張った。

　世界が時を止めたかのように静寂が流れる。

　一段と激しさを増す雨音が、逆にその静けさに拍車をかけていた。

　そして、しばしの間まを経てウルタールが口を開く。

　それは降りしきる雨に演出される静寂の中で、か細くもはっきりと、彼女の切実な想おもいとして恭きよう太た郎ろうの耳に届く。

「……助けて……キョータロー……」

　その瞬間、身体からだ中じゆうの血液が沸騰するかのように全身が激しい熱量を帯び、恭太郎の心臓を決意の焰ほのおが貫いた。

「当たり前だ！　おれはお前を守り続けると誓う!!」

　彼女の想おもいに応え、恭太郎はセレファイスと相あい対たいする。

「セレファイス、お前に料理勝負を挑む！」

　その途端、セレファイスがクツクツと嫌みな笑い方をする。

「この世界ガストルシエル最強の料理人に挑むんだ。当然、お遊びの勝負というわけにはいかんよな、キョータロー？」

「もちろん遊びで済ますつもりなんてねえよ」

　恭太郎はセレファイスを見据え、続ける。

「おれが負けたら、饗樂衆ヴアタイヨン・ド・キユイジーヌの一員にでも、お前の弟子にでもなって一生ひざまずいてやる。だけどおれが勝ったら、ウルタールと彼女の妹を饗樂衆から解放してもらう」

「……キョータローを首尾よく連れて帰れれば、あの方へのおれの面めん目ぼくも保てるというものだ」

　何事かをブツブツとつぶやくと、セレファイスがうなずいた。












「その勝負を受けてやる。で、どんな料理で勝負をするんだ？　各おの々おのが好きな料理を作ったところで、互いの実力の差が浮き彫りにならんだろう」

　問いかけられ、恭きよう太た郎ろうはわずかに考えてから答える。

　料理勝負を挑んだものの、自由に料理を作るのか、お題を決めて作るのかの具体的なことは考えていなかった。

「獣肉に魚肉、野菜、果実、調理方法、好きなように指定させてやる──キョータロー、お前の得意な食材と調理方法を選べばいい」

　恭太郎を格下と侮あなどっているようで、セレファイスが余裕の発言をする。

「お前にとってとんでもないハンデになるぜ？」

「それくらいのほうがお前の心をきれいに折れるというものさ」

　どこまでも上から目線の傲ごう慢まんな男だと、恭太郎は思った。

「じゃあ、お言葉に甘えて選ばせてもらう」

　ここで自分もムキになって選択権を放棄すれば話がまったく進まないだろうと考え、恭太郎は敵の提案を受ける。

　そして肉料理でいくのか、魚料理にするのか、野菜や果物は使うのか使わないのか、さまざまな選択肢が彼の頭の中で巡った。

　しばらく考えて、恭太郎の脳裏にある一つの食材が閃ひらめいた。

「妖尾鳥エキヤルラツトの肉だ──」

　鴨かも肉にくに近い味という妖尾鳥。恭太郎は特に鴨肉料理が得意というわけではない。しかし、独立と自由を象徴するこの鳥は、ウルタールの新たな門出にはちょうどいい食材だと思ったのだ。

「ふん。囚とらわれのウルタールを妖尾鳥で『自由』にする、か」

　フッと鼻で笑うセレファイス。しかし恭太郎はそれを無視して今度は付け合わせを考える。

　──鴨肉に合わせるとなると香りの強い野菜とか、柑かん橘きつ系けいのソースとかになるか？

　恭太郎は少しの間考えを巡らせると、ふとおもしろいことを思いついた。

　──ちょっと仕掛けてみるか。うまくいけばセレファイスの実力をはかれる。

　ひとりうなずくと、恭太郎はリヴに訊きく。

「なあ、この世界にカボチャにあたる野菜って存在するのか？」

「うむ。『ポロン』という名の野菜がカボチャに相当するの」

　恭太郎はさらにリヴに訊く。

「味や成分、野菜としての特性はカボチャと変わらないか？」

「含まれる栄養素──βカロテンやビタミンＣの量に多少の違いはあるが、それ以外では味も特性もカボチャと同じじゃ」

「サンキュ！　じゃあカボ……ポロンを使うことにする」

　セレファイスに宣言し、続いて恭きよう太た郎ろうは調理方法に言げん及きゆうする。

「調理自体は焼くなり煮るなり、蒸すなり、揚げるなり、好きにすればいい。特に指定はしないけど、『昆布』と『カツオ節』で引いた和風出だ汁しを必ず使ってくれ」

　恭太郎の提示した条件に、セレファイスが興ざめだと言わんばかりに露骨に眉根を寄せて嫌けん悪おの表情をする。

　それから敵は粘着質な声音で苛いら立だちぎみに言った。

「おれがワフウダシをうまく引けないとでも思ったか？　舐なめるなよ、ダシの引き方くらい目をつぶっててもできる」

　すごみを利きかせるセレファイスに、恭太郎は話を続ける。

「妖尾鳥エキヤルラツトとポロン、和風出汁をかならず使うこととして、あとは各自好きな食材を使うってことでいいか？」

「かまわん──それにしても、自由を謳うたう妖尾鳥を使って、その結果が籠かごの中の鳥だったと再認識することにならなければいいな、キョータロー？」

　滑こつ稽けいそうに鼻にかかった声を出し、セレファイスは意地悪く笑んだ。

「籠の中の鳥になんてさせねえさ、おれの料理でウルタールを理不尽な鳥籠から羽ばたかせてみせる」

　恭太郎は必ず勝つという確固たる意志のもと、セレファイスに言い放った。





　　　　２






　昨日の雨が噓うそのように爽やかな晴天だった。

　一夜明けて、ここはヴェルミリオン王立料理学園の食堂である。

　恭太郎とセレファイスの料理対決はソフィアの了承のもとおこなわれることとなり、本日のすべての講義が休みとなった。

　そして室内には所狭しとさまざまな食材が並び、教師や学生たちが見守る中で、今まさに後には引けない戦いがはじまろうとしていた。




「ねえキョータロー、勝算はあるの？」

　コックコートを身に着けた恭太郎に、リュミエールが心配そうに声をかける。

「うむ。こういってはなんじゃが、あやつは特異な能力を有しておるしの……」

　恭太郎が答えるより早く包リ丁ヴからも不安の声が漏れる。

　特異な能力──『食材への精神感かん応のう能力』という、どれがもっとも新鮮であるか、どういう調理がもっとも適しているのかを直接食材から聞き出す異能力である。

「勝算のあるなしじゃなくて、おれは絶対に勝つ──」

　この世界にきて初めて本気で負けたくないと思った。自分とウルタールの命運が懸かっているからというのもあるが、それと同じくらいセレファイスという男を心の底から嫌けん悪おしているのだ。

「絶対に勝つっていうけど具体的になにか策はあるのかっていう話よ」

　ヴィヴィアンが会話に割り込んでくる。勝ち気な瞳ひとみを曇らせながら、彼女は明確な回答を求める。

「具体的か……おれは今日まで培つちかってきた知識や技術以上のことはできない。でもおれが培ってきたものがセレファイスの異能に劣るとは思っていない」

「だからそんなあやふやな答えじゃイヤなの！　ちゃんと勝つための方法論を示してわたくしのことを安心させなさいよ」

　目元をうっすらと濡ぬらし、ヴィヴィアンが恭きよう太た郎ろうを睨にらんだ。

　一度セレファイスの炒飯チヤーハンを味わっているため、敵の実力に仲間たちがおびえていた。確かに恭太郎も一時期はセレファイスの異能にへこまされた。しかし、ウルタールを守るという目的ができた今、覚悟と共に闘志が燃え上がっているのだ。

　それに昨日、セレファイスと使用する食材について話し合ったとき、ほんの少しだけ仕掛けを作っておいたのだ。もちろん、罠わなとかそういうものではないのでなんの効果もないかもしれないが、セレファイスの料理人としての練度によっては致命傷になるかもしれない。

「キョータロー……」

　そのとき、ウルタールが暗い顔をして恭太郎の名前を呼んだ。

「そんな顔するなよ、ウルタール」

「ぼくのせいでみんなを巻き込んで、どんな言葉で詫わびればいいのかもわからない」

　涙も枯れたようなうつろな瞳を伏せ、自己嫌悪の感情によって心身共に潰れそうになっていた。

「ウーちゃんはなにも悪くないっ！」

　声を張り上げたのはノエルだった。

　普段おっとりとしている彼女がまなじりを決して、肩を震わせながら全身で怒りをあらわにしていた。

「妹さんを人質に取られてずっと辛かったよね？　妹さんを守るために一生懸命がんばってたんだよね？　あたしはウーちゃんの味方だよ」

　ノエルがウルタールをぎゅうぅっと抱きしめる。抱きしめられて緊張の糸が切れたのか、ウルタールの身体からだが小刻みに震え、ノエルの胸の中で嗚咽おえつを漏らしはじめていた。

「わたしは、あなたのしたことは裏切り行為だと思っている」

　リュミエールが鋭い眼まな差ざしでウルタールを見る。

「どういう理由があったとしても償つぐないはしてもらうつもりよ？　ごめんなさいで許すつもりはないから」

「リュミちゃん？」

　リュミエールの辛しん辣らつなもの言いに、ノエルが悲しそうな目で無言の訴えをする。

「だから、キョータローが勝ったあと、罰として街への買い物に荷物持ちとしてこき使うから覚悟しなさい」

　ちょっと照れた顔をしながらリュミエールが続ける。

「いくら友達でもちゃんとけじめはつけてもらうんだからね。でもそれで今回のことは全部おしまい──」

「甘っ!?　そういうのって一周回ってダサいわね。ノエルみたいな母性全開のほうがカッコいいわ」

　いつの間にか涙をぬぐったヴィヴィアンが、ニヤニヤとリュミエールをからかう。

「さっきまでべそべそ泣いてたようなひとにカッコよさを説かれたくないわ」

「あ、あんたが滑こつ稽けいだからなんだか笑えてきたのよ！」

　いつも通りにリュミエールとヴィヴィアンがやり合う中で、ノエルもホッと安あん堵どの笑みを浮かべる。

　そして恭きよう太た郎ろうも場の空気が和なごんできたことで、肩から余計な力が抜けて身体からだが軽くなったのを感じた。

　そのときだった──。

「そろそろ友情ごっこを終わらせてくれないか？」

　黒色のコックコート姿のセレファイスがあくびまじりで話しかける。

　恭太郎は無言のまま敵へと一歩を踏み出した。

「怖い顔をするなよ、お前の師匠になる男だ」

「あまり調子に乗らないほうがいいんじゃないのか？　この勝負が終われば弟子も面めん目ぼくも失うんだから」

「減らず口が叩たたけるのも今だけだ」

　チッと舌打ちをすると、セレファイスが忌いま々いましげに睨にらみつけてくる。

　対して、恭太郎は冷静な声音で本題に入る。

「とりあえず、料理勝負のための食材はこっちで用意した。問題は審査員だ──」

　勝負の場が学園ということもあり、恭太郎の完全な本拠地ホームであり、セレファイスにとっては敵地アウエーになってしまうのだ。

　審査員を学園の人間で固めてしまえば、さすがにセレファイスから苦情が出るだろう。

　しかし敵の言葉は意外なものだった。

「別に審査員などここにいる連中でいいではないか」

　一瞬聞き間違えたのかと恭きよう太た郎ろうはいぶかしんだが、それを察したようでセレファイスがもう一度答える。

「ここにいる教師と学生に審査させればいいと言っている」

「本気なのか？　公平性を保てないかもしれないんだぞ」

「忘れたか？　前の炒飯チヤーハンのときも、決定打となったのはお前の仲間たちの評価だったじゃないか」

　その言葉に恭太郎は思い出す──ここでセレファイスが炒飯を作ったとき、リュミエールもヴィヴィアン、ノエルも悔しそうにしながらも美う味まそうに食べていたのだ。

　恭太郎の表情からなにを考えているかを読み取り、セレファイスが鼻で笑う。

「わかるだろう、キョータロー？　真なる美食の前では人はウソをつけないようになっているのだ。美味いものをマズイと断ずることは多大なストレスを伴うことになる──ましてここは『食』を学ぶ者たちの聖地ともいえる教育機関、自身の存在意義のためにウソをつくことなどできんさ」

　演説するようにしゃべり、さらにセレファイスはとんでもないことを言う。

「とは言ってみたものの、実のところ審査員はたったのひとりでいい」

「たったのひとり？」

　オウム返しに恭太郎が聞くと、セレファイスがニヤリと笑んだ。

「キョータロー、お前だよ」

「おれ……？」

「便宜上勝負という体てい裁さいを受け入れたが、おれにとってはこの対決は勝負などという高等なものではない。お前の心をへし折り、おれの弟子にするための儀式だ」

　氷のような冷たい眼まな差ざしで一いち瞥べつするや、

「おれの料理を食させ、今度こそ彼ひ我がの才能の差に絶望させるという儀式──極端な話、お前は料理を作る必要などない。おれが作ったものを食べ、自身の思い上がりを悔いればいいだけなのだ」

「……傲ごう慢まんの極きよく致ちだな」

　こちらへの挑発ではなく本心からの驕おごり高たかぶりに、逆に恭太郎は勝機を見み出いだした気がした。

　セレファイスの尊大な態度や他者への侮あなどりは、やはり持って生まれた異能力──『食材への精神感かん応のう能力』によるものだろう。

　それにより自分が選ばれた者だと勘違いしたまま今日まで生きてきた。その人生の中で謙虚になったことはあるのだろうか？　いや、ないだろう。ヤツの発言からは、他人への敬意や慈いつくしみといったものを一切感じられないのだ。

「つまり、人の心を踏みにじることはあっても共感することはなかったはずだ。そしてそれはきっと人だけにとどまらず……」

「どうした？　怖おじ気けづいたか？　今更己の非を詫わびたところでおれは絶対に許さんぞ」

　嗜し虐ぎやく的に、こちらを追い詰めるように言う。

「だがまあ、慈悲として懺ざん悔げの時間くらいはやってもいいがな」

「懺悔をするような時間があったら少しでもいい食材を選ぶのに使うぜ」

　そう言うと、恭きよう太た郎ろうは食材が山と置かれたテーブルへ進んだ。

　メインの食材である妖尾鳥エキヤルラツトは、羽虫が飛んでいる『成熟』したものを選ぶとして、まずポロンと呼ばれるこの世界のカボチャを確認することにした。

　恭太郎は包リ丁ヴに声をかける。

「昨日言ってたポロン（カボチャ）ってこの中のどれなんだ？」

「そこの真っ赤で網目のあるもの……違う違う、その右隣の、そうそれじゃ！」

　リヴに教えられて恭太郎はポロン（カボチャ）を手に取った。

　大きさや形はいわゆるカボチャと違いはないのだが、色はトマトを思わせるほど赤々としており、マスクメロンのような立派な網目がついていた。

「……これ、パッと見には野菜なのか果物なのかわかんないな」

　独ひとり言ごち、恭太郎はセレファイスに振り向く。

「食材を決めさせてもらったからな、先に好きなポロンを選ばせてやるよ」

「いいのか？　このおれさまの能力を持ってすれば、もっとも鮮度のよいポロンを見つけることができる」

　自身の能力に酔うように、セレファイスが演技っぽく両手を上げる。

「今さら言うまでもないが野菜は鮮度が命だ──先の炒飯チヤーハンでも思い知っただろう？　おれに先に選ばせれば、お前はおれよりも鮮度の劣ったポロンを選ぶことになる」

「別にそれでもいい」

「なるほど。負けたときの言い訳にするつもりだな、キョータロー？」

「そんなせこいマネするかよ。おれはおれで最良のポロンを選ぶつもりだから問題ないって言ってるんだ」

　恭太郎は自信満々に告げる。

　セレファイスも時間の無駄だと考えたのか、「欲がないというよりも、ただのバカだったか」とつぶやき、ポロンを選び始める。

　ひと通りポロンを見回すと、ヤツはおごそかに、そしてふてぶてしく言う。

「教えろ！　お前たちの中でもっとも鮮度のよいものを──」

　それは命令だった。

　傍はたから見れば、まるで中二病患者のような痛さがあったが、セレファイスは集中するようにポロンを凝視し、しばらくののちに一つを選んだ。

「お前がもっとも鮮度のよいものだな……なるほど、軽くてヘタもみずみずしいな。となると、あとは二番以下のクズ共ということになるか」

　汚物でも見るように残りのポロンを一いち瞥べつすると、セレファイスは恭きよう太た郎ろうに無言で笑んでみせた。

　──ひとも食材も使えないものはクズ呼ばわりか。

　恭太郎は胸のムカつきを覚えながら自分が使う分のポロンを選ぶ。

　一つひとつ丁寧に調べていく。ポイントは三つ──皮のツヤ、身の重み、ヘタの状態である。

　その結果、皮のツヤがよく、しっかりと身に重みがあり、ヘタが枯れてボソボソに乾いているものを選んだ。

「よし！　すっげえいいやつをゲットだぜ」

　恭太郎がほくほく顔でポロンを掲げると、セレファイスがニヤニヤといやらしく指摘する。

「キョータロー、それで本当にいいのか？　なるほど色いろ艶つやは悪くはない。だがヘタがそこまで乾燥していると、もはや鮮度もクソもないだろう」

「余計なお世話だ。おれは自分の料理人としての経験キヤリアと知識で最高のものを手に入れたんだから」

　軽くあしらうと、自分の作る料理のレシピを頭の中で確認する。

　そして恭太郎とセレファイスの二人は、あとは各おの々おのの作る料理に必要な食材を集め、すべての準備が整うと厨ちゆう房ぼうに移動した。




「妖尾鳥エキヤルラツトにポロン（カボチャ）、和風出だ汁し──おぬしの得意な食材なのじゃよな？」

　厨房に入るや、リヴが心配そうな声で問いかけてきた。

「いや、特にそういうわけじゃないんだけど、ちょっとセレファイスを試してみようと思ってさ」

　恭太郎は食材を調理台にのせながら答える。

「でもはっきりした。どうやらあいつは思ったほどすごい料理人じゃない」

　そう、すごい異能持ちかもしれないが、すごい料理人ではないという判断を恭太郎は先ほどのポロン選びで確信した。

「ではあやつに勝てるということじゃな？」

　リヴがやや食いぎみに訊きいてくる。

　調理台にのせた硬化ハードチーズをほんの少しだけ削り、恭太郎は口に入れる。口こう内ないにほどよい酸味とふくよかな甘み、塩気が広がった。

「うん、いいチーズだ」

「妾わらわの質問に答えよ」

　無視されたリヴがムッとした声音で抗議する。

「勝負はしてみなくちゃわからないけど、おれ自身は勝つ気でいる」

　半分は自分に言い聞かせるように恭きよう太た郎ろうは答えた。

　敵が異能で向かってくるのなら、自分は今日まで掛けてきた時間を武器に戦うだけだ。たとえ嫌いな父親のしごきから始まったものだとしても、培つちかった経験は自分の血となり肉となっている。

　そのとき、リヴが再び不安げな声を上げる。

「しかしあの者の能力はやはり厄介じゃの……」

「厄介な能力かもしれないけど、万能ってわけじゃないさ」

　恭太郎は昆布を取り出すと表面のほこりを、絞った濡ぬれ布ぶ巾きんでぬぐう。

「串焼き屋の帰りだったかな？　前にウルタールにも話したんだけど、すべての知識や技術を習得した料理人なんて存在しない。人ひとりが極められるほど底の浅いものじゃないんだ、『料理』ってやつは」

　恭太郎はスッと息を吸うと続ける。

「なのに、あいつは自分の能力を絶対なものだと驕おごり、それによって教えを乞こうことや、謙虚に学ぶことをないがしろにしちまってる。簡単に言っちまえば、料理の偉大な歴史を舐なめてるんだよ」

　料理というのは人間の叡えい智ちの結晶である。

　原始の時代には調理法といえる調理法も、料理といえる料理も存在しなかった。ただ生きるためにそこにある食料を口にするだけだった。

　だが、人は考える生き物だ。

　よりよく栄養を摂取しようと火で焼くことを覚え、よりよく消化しようと細かく砕いて団子にし、より長く食べられるように乾かして水分を抜くことで保存食を作った。

　あるとき、一人の男が腐った果実の汁をたわむれに舐めてみた。その途端、身体からだの芯が熱くなり、夢見心地のよい気分になった。今日でいう葡ぶ萄どう酒しゆの発見である。

　あるとき、ラクダの胃袋で作った水筒にミルクを入れ、砂漠を旅した男がいた。男はのどの渇きから水筒の中のミルクを飲もうとして固形物が沈殿していることに気づいた。今日でいうチーズの発見である。

　あるとき、食糧の保存用に防腐剤として使っていた草や木の実を、なんの気なしに肉や魚に振りかけて調理した男がいた。結果、臭くさみを消し、香ばしい味付けになった。今日でいう香辛料スパイスの料理への活用の始まりである。

　発見と努力と研けん鑽さん──何千年にも渡り連綿と受け継がれてきた知識と技術が料理体系を成し、より洗練された調理法を、より美味な料理を作りあげてきた。そしてそれは現在もまだ中途の段階であり、人の歴史が続く限り脈々と受け継がれていくのだ。

「セレファイスのように自分一人ですべてを手に入れ、完結できるなんて考え方は、ここまで『料理』を育んできた先人に対する冒ぼう瀆とく以外の何物でもない」

　敵への静かな怒りと共に断言する。

「料理人おれたちは『料理』を発展させ、未来へ繫つなぐための欠片かけらにすぎない」

　さらに、恭きよう太た郎ろうは自身の意思を表明するように力強く言う。

「でも欠片でいい。おれは次の世代の礎いしずえになるために今日を生きているんだ」

「……うむ。妾わらわは食神としておぬしという食の使徒を誇りに思うぞ」

　リヴが優しげな声音で言う。しかし次の瞬間にはおごそかに告げる。

「キョータローよ、食神として汝なんじに命ずる──偉大なる料理の歴史、その受け継がれし叡えい智ちを体現する者として、神をも畏おそれぬあの愚か者を倒すのじゃ」

「もちろんだ！」

　そう言うと、恭太郎は調理に専念する。

　あらかじめリュミエールに作ってもらった魔法の火種でコンロに火をつけ、水を張った片手鍋をかける。

　六〇℃になったら、その温度をキープして昆布を投入、あとはじっくり旨うま味みを抽出してやればよい和風出だ汁しを引くことができる。

「おいおい、なにをやっている？　まさかそんなぬるい温度でダシを取ってるんじゃないだろうな？」

　セレファイスが素人しろうとを見る目で恭太郎を侮あなどるように言う。

「ワフウダシの引き方は、水の状態でコンブを入れて加熱、沸騰直前でコンブを取り出し、次にカツオブシを投入して沸騰させる──これが大原則だ！」

　常識だと言わんばかりに語り出すセレファイスを、恭太郎は真正面から見据えて言い放った。

「セレファイス！　お前の異能チートが上か、おれの経験キヤリアが上か白黒つけようぜ」





　　　　※






　二人が厨ちゆう房ぼうに入って一時間以上が経過した。

　ウルタールは焦しよう燥そう感に駆られながら料理が出来上がるのを待っていた。

「……キョータロー」

　祈るように両手を組んで、ウルタールはキョータローのことを考える。

　異世界から召喚された『英雄』の再来──。

　セレファイスの命令により組織に連れていかなくてはいけなかった標的──。

　一緒にいるうちに段々と仲良くなった友達──。

　そして、泣いている自分に手を差し伸べてくれた初めての男の子──。

　彼は今、自分と妹を救うため饗樂衆ヴアタイヨン・ド・キユイジーヌ最強の料理人と戦っている。負ければ飼い殺しの目に遭うことを承知で。

　キョータローに救われて嬉うれしい反面、辛くてしょうがない。今まで、妹以外のひとにこんな感情を抱いたことはなかった。

「ぼくは一体どうすればよかったんだろう」

　誰に言うともなく、ウルタールはかすれた声でつぶやいていた。

「大丈夫よ。キョータローを信じなさい」

　答えたのはリュミエールだった。

　美しい銀色の髪に碧あおい瞳ひとみ、涼やかな雰囲気をまとった少女。同性の自分から見ても息を吞のむほどに美しい。

　そんなリュミエールが優しく笑んでくれる。

「わたしもちょっと前に、今回ほど深刻じゃないけど肉焼きの勝負に立ち会ったことがあるの」

　そのときのことを思い出しているのか、懐かしそうな顔をするリュミエール。

「キョータローは宣言通り、ちゃんと勝ってくれたわ。だから今回も大丈夫。彼が勝つって言ったんだから、わたしたちは安心していればいいのよ」

「……うん」

　励まされ、ウルタールは少しだけ心が落ち着く。

　そして、それを見計らったように厨ちゆう房ぼうの扉が開いた。

　出てきたのは漆しつ黒こくのコックコートをまとった、闇の化身のような男──セレファイスだった。

　キョータローに先んじて料理を完成させたようで、意気揚々とこちらに向かってくる。

「ウルタール、おびえているな？」

　嗜し虐ぎやく的に、醜く顔を歪ゆがめてセレファイスが自分を見下ろす。

「べ、別におびえてなんて……いません」

　こんな状況になっても敬語が出てしまうのが悔しかった。

　そんな彼女にセレファイスが満足げにうなずき、身をひるがえすとテーブルの上に大皿を置いた。

「本来なら厨房でキョータローに食わせればいいのだが、少しばかり気が変わった」

　小皿に料理を移すと、セレファイスがウルタールに振り返った。

「愚かしい弟子におれさまの偉大さを教え、絶望してもらおうと思う」

　そう言うと、小皿を手渡してくる。ウルタールはほとんど無意識に受け取っていた。

「他の連中も食いたければ食えばいい。この世界ガストルシエル最高の料理人が作った美食だ」

　敵地アウエーでありながら臆することなく、セレファイスが声を張り上げる。

「ムカつくけど食べてやるわよ」

　最初に動いたのはヴィヴィアンだった。彼女は肩を怒らせながらテーブルに向かう。そのあとにリュミエールとノエルも続き、それを皮切りに他の学園生や教師、学園長も料理を取りにいった。

　いち早く料理を受け取ったウルタールは小皿に目を落とす。

　料理は、妖尾鳥エキヤルラツトのロース肉とポロン（カボチャ）のソテーだった。かかっているのはワフウダシのソースだろう。

　シンプルな料理だが、それが逆に自信のあらわれのように思える。

「この人の料理はいつも怖い……」

　ウルタールはつぶやいていた。

　そう、セレファイスの料理は恐ろしいのだ。その見た目からは想像もできないほどの暴力的な美味で、こちらの反抗する気力を根こそぎ奪っていく。

　料理を食べるのを拒否したくなるが、今回の勝負が自分をキッカケにおこなわれている以上そんなことはできない。

　──ぼくにはこの戦いを見届ける義務がある。

　心を強く持ち、ウルタールはセレファイスの料理と向き合う。

　妖尾鳥のロース肉はミディアム・レアで焼かれているのだろう、切断面の赤みが鮮やかで、隣接する黄みがかった脂肪とのコントラストで、見ているだけで食欲を刺激される。

　ウルタールはフォークで、ロース肉の一枚をとろみのついたソースに絡からめて口に入れた。

「……美お味いしい」

　妖尾鳥の野性を感じるクセのある赤身に、力強くもサッパリとした脂身、この二つが合わさることで旨うま味みが完成され、さらにワフウダシを使ったソースが抜群に利きいている。

　岩塩、胡こ椒しよう、シャトロン（レモン）を合わせ、小麦粉でとろみをつけているのだろう、このソースの豊かな風味が妖尾鳥の独特の臭くさみを緩和しつつ、旨味だけを最大限に引き出していた。

　そして付け合わせのポロン（カボチャ）のソテー──本当は妖尾鳥のようなクセのある肉は、香草などで臭みを消すのが一般的である。だが、その役割はワフウダシのソースが既に担っているので、純粋にポロンの味を楽しめる。ただポロンの甘みを弱く感じてしまったのは、ソースの風味に舌が慣れてしまったからだろうか？

　とはいえ、今まさに、ウルタールの口こう内ないで妖尾鳥の一生が完結された。

　野や趣しゆあふれる強力な旨味を持った肉に、繊細にして豊かなソース、そして新鮮な付け合わせの野菜──完かん璧ぺきな一皿といっても過言ではない。

　事実、周囲の学生たちもその美味なる味わいに称賛の声を上げている。

　リュミエールたちも口にこそ出さないが、その表情を見るに美う味まいと感じているのは間違いなかった。

　──やっぱり、美食の前ではウソをつけないんだ。

　ウルタールは諦てい念ねんの感情から目を伏せる。そんな心の弱った彼女に、セレファイスが容赦なくトドメの言葉を吐いた。

「組織に戻ったら早速、お前と妹の処遇を決めなくてはいかんな、ウルタール？」

「……うぅ」

　自分は籠かごの中の鳥なのだと否いやが応おうでも理解させられ、ウルタールはうめくことしかできなかった。

　──ぼくは死んでもいい。でもノワールとキョータローは守りたい。

　セレファイスに取りすがり、今までの非礼を詫わび、終生の隷れい属ぞくを誓おうと決意する。そんな程度で許してくれるほど甘い人間ではないが、少しでもノワールとキョータローへの処分が軽くなればと思った。

「お、お師……」

　ウルタールが震える口で言葉を紡ごうとした瞬間だった。

「遅れて悪い！　おれの料理も完成した」

　あっけらかんとした声と共に、厨ちゆう房ぼうからキョータローが飛び出してくる。

　彼の明るい声を聞き、生気に満ちた顔を見た途端、ウルタールは胸の奥がジンと熱くなり、目の前が涙でかすんで見えた。

　そうするうちに、キョータローが銀の皿覆いドームカバーをかぶせた大皿を持って、自分のもとまでやってきた。

　ウルタールは目元をぬぐい、心配させないように精一杯の笑え顔がおを見せる。

「遅いよ、キョータロー。ぼくお腹なかペコペコだよ」

「待たせちまったな……それ、セレファイスの料理か」

　そう言うや、キョータローが小皿からロース肉を一枚つまんで口に入れた。

「うん、七十五点──」

　軽やかに言ってのける。そばでセレファイスが顔を真っ赤にして激怒するが、彼はまったく相手にしなかった。

　それからキョータローは芝居がかったふうに片膝をつくと、献上するようにウルタールに大皿を掲げた。

「なんか恥ずかしいよ、キョータロー」

　衆しゆう人じん環かん視しの中だけにウルタールが戸惑いの声を上げる。

「最初の一口はウルタールに食べてもらいたいんだ。お前のために作った料理だから」

「……うん」

　キョータローに言われ、ウルタールは顔が熱くなるのを感じながらうなずいた。

　一体どんな料理が出てくるのだろうかと、彼女はドキドキしながら皿覆いドームカバーを取った。

　その瞬間、ふわりと優しい匂いに包まれた湯気が彼女の顔をなでた。

「いい匂い……」

　鼻び腔こうをくすぐる香りにほおが緩み、ウルタールは大皿の上の料理に視線を移す。




　──巨大な〈卵〉が鎮座ましましていた!?




　というのは目の錯覚で、それはパイ生地で楕だ円えん形けいに形づくられた物体だった。表面の、目に眩まぶしい黄金色の焼き色が胃袋を刺激して、はしたなくもウルタールは手づかみで食べてしまいたい衝動に駆られた。

「ウルタール、切り分けてくれ」

　キョータローにナイフを渡され、ウルタールは心を落ち着かせながらパイ生地の一角に刃を入れた。

　その瞬間、バリバリバリッと卵の殻が派手に破れるような幻聴と共に、パイ生地の中から一羽の優美なる妖尾鳥エキヤルラツトが生まれ出るのを、ウルタールは幻視した。

「美しい──」

　あまりにも衝撃的な心象イメージに、ウルタールは思わず感動の声を上げていた。

　そして彼女は料理を扇形に切り分け、その一つを小皿に移す。

　──これって卵料理なのかな？

　外側はパイ生地なのだが、内側は具だくさんの卵焼きといった感じなのだ。

　ウルタールは扇形のそれを、さらにフォークで一口分に切って口に入れた。

「むぅっふふふ!?」

　次の瞬間、ウルタールは今までに出したことのないような変な声を出していた。

　それもそのはず、彼女の口こう内ないで味という味が優雅に、そしてたおやかに踊りを踊りはじめたからだ。

　卵というダンスホールの中、ポロン（カボチャ）が楽器を奏かなで、クセの強い妖尾鳥を、チーズとクリームがエスコートする。それをワフウダシという照明が絶妙な光源で照らしていた。

　──まるで味の舞踏会だ。しかも一いつ糸し乱れぬ完かん璧ぺきな踊りを踊っている。

　ウルタールはなおも料理の余韻に浸りながら、ワフウダシの旨うま味みの精度がとんでもなく高いことに気づいた。

　なんというか臭くさみや雑味の一切を排除して純粋な旨うま味みだけを抽出したような、譬たとえるならば神のしずくとでも言うべき、極上の味わいだった。

　加えて、ポロンの甘みも素晴らしかった。完熟というのだろうか、持てる性能スペツクのすべてを出しているようだった。

　こうして二つの料理を食べ比べればよくわかる。

　セレファイスの料理はダシが弱いのだ。繊細に引いているようで、雑味や臭みが混ざっていた。それにポロン、最初はソースの影響で甘みをあまり感じないのかと思ったが、あれは単に使っているポロンが全然熟していなかっただけなのだ。

　ウルタールは自身の肩を抱きしめる。それによって豊かな胸部が柔らかく押し上げられ、ムギュッと強調された。

「くぅううううんっ!?　おいしぃいいいいいいいいいいいい!!」

　身体からだの芯から湧き上がる美食の快感にブルブルと身震いをすると、ウルタールはほおを桃色に染めながら陶とう然ぜんとした声音で告げる。

「キョータロー、この料理百点満点だよ!!」





　　　　※














　周囲の学生も教師も、ウルタールやリュミエールたちもみんな、恭きよう太た郎ろうの料理に舌した鼓つづみを打ち、絶賛していた。

　そんな中で、恭太郎の料理を食べたセレファイスの顔が青ざめていた。

「なんなんだこれは」

「これか？」

　セレファイスの疑問に答えるように、恭太郎は料理の説明をはじめる。

「これは『がっつりキッシュの出だ汁し巻まき卵風』だ──」

　キッシュとはフランスの田舎いなか料理である。パイ生地の中に卵、生クリーム、肉、野菜を入れ、たっぷりのチーズで焼き上げるのだ。

　今回は、キッシュに出汁巻き卵の要素を加えてみた。簡単に言えば、チーズと生クリームを抑えて出汁を利きかせてみたのだ。

　妖尾鳥エキヤルラツトのレバーを牛乳で臭くさみを取り、裏ごししてペースト状にする。それにポロン（カボチャ）を同じように裏ごししたものを和あえる①。

　次に、妖尾鳥のもも肉をミンチにする②。

　パイ生地の中に卵と生クリーム、①、②、出汁を加え、硬化ハードチーズ（チェダーチーズ、グリュイエールチーズなど）の量を調整して、窯オーブンで焼き上げる。

「──これによってキッシュよりも柔らかく出汁の利いた、『がっつりキッシュの出汁巻き卵風』が完成するわけだ」

「違う！　料理の話を訊きいてるんじゃない」

　恭太郎が説明を終えると、セレファイスが苛いら立だたしげに床を踏み鳴らした。

「なんでおれのものよりもワフウダシが利いているんだ！　しかもポロンまで完熟していた……」

　わなわなと唇くちびるを震わせ、セレファイスが「なぜだ？　なぜなんだ？」とつぶやく。

「まあ、一言で片づければ、『一を聞いて十を知る』を気取って今日まで料理の基礎も研けん鑽さんも怠ってきたのが敗因だ」

「はぐらかすな！」

　挑発するように言ったため、セレファイスが激怒する。

「じゃあ具体的に教えてやるよ」

　今や余裕をなくした敵に恭太郎は真剣な顔を向けた。

「野菜は確かに鮮度が命だ。だがな『追つい熟じゆく』っていう現象がある」

「追熟だと？　ふざけるなよキョータロー！　それはクリマクテリック型の果物に起こる現象だろうが」

　クリマクテリック型の果物とはリンゴ、バナナ、モモ、マンゴーなどの、成熟するときに呼吸量が増大する果物のことである。

「異能に依存してるから頭も固くなるんだ」

　恭きよう太た郎ろうは冷めた目つきでセレファイスを見る。

「追つい熟じゆくは確かに果物に起こる現象だけど、実は一部の野菜──ジャガイモやカボチャみたいにデンプンを多く含む野菜でも起こるんだ」

　カボチャの場合、10℃ほどの風通しのよいところに置いておくと、『追熟』が起こり、デンプンが糖に変化し、甘みと栄養価が増していく。また外観も、ヘタが乾いて枯れた、みすぼらしい感じに見える。

「お前がバカにした、おれが選んだポロン（カボチャ）こそ、追熟によって甘みが最高の状態になったものなんだよ」

「じゃあダシはなんなんだ！　なぜお前のほうがあんなに旨うま味みのあるダシを引けたんだ」

「料理は現在進行形で進化してる。それは出だ汁しの取り方一つとってもそうなんだ──」

　和風出汁の引き方を簡単に説明すると、①水の状態でコンブを入れて加熱②沸騰直前で取り出す③カツオブシを入れて沸騰させてから火を消す──これがいわゆる常識であった。

　しかし、この和風出汁の引き方に技術革新イノベーシヨンが起こり、『常識』が一気に覆されることになる。

　今から十数年前、研究者たちによって出汁の取り方の実験がおこなわれた。

　それは今までのやり方とは全く違う方法で、①六〇℃をキープして昆布を入れ一時間加熱②昆布を取り、八五℃まで加熱したら火を消す③カツオ節を投入して、沈んだら漉こす──この方法により、雑味を出さずに、純粋な旨味だけを抽出できるという科学的な証明がなされたのだ。

「──これが最新の出汁の取り方だ。セレファイス！　『食の進化』は食材への感謝と敬意によって成るものだ」

　恭太郎は勝敗をつける一言を敵に叩たたきつける。

「お前みたいに、すべてが自分の奴隷だと考えるヤツには決して届かない！」

「お、おれは英雄に騙だまされていたのか？　そんなダシの取り方は組織に伝わっていなかった……」

　ガクリと膝をつき、セレファイスが呆ぼう然ぜんとつぶやいた。

「ふざけるな！　親父おやじは人間的には最低なやつだったけど、料理についてウソを教えることはしなかった」

　三百年前の英雄──恭太郎の父親は、家庭を顧かえりみることも妻や息子を愛することもなかった男だったが、偽りの調理技術や知識を語ったことはなかった。

「……くぅ、あの方になんて申し開きをすればいいんだ」

　セレファイスが何事かをうめいていたが、もはや恭太郎は相手にしていなかった。

　その代り、恭きよう太た郎ろうは場をぐるりと見回してゆっくりと口を開く。

「饗樂衆ヴアタイヨン・ド・キユイジーヌ！　どうせこの中にも紛れ込んで見てるんだろ」

　恭太郎は一度呼吸を整え、

「組織に戻ったらほかの喰しよく将しようたちに伝えろ！　お前ら全員潰してやるから覚悟のできたやつからかかってこいってな」






終章
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「リュミ、こんなに買い込む必要あったのか？」

　街から学園への帰り道、恭太郎は日用品がギッシリと詰まった紙袋を抱えながらふらふらと歩く。

「女の子にはいろいろと必要なのよ」

「まあ、男のおれにはわからないことだな。それにしても学園もケチだよな、日用品くらい支給してくれればいいのに」

　恭太郎がぼやくと、リュミエールも小さくうなずく。

「同感といえば同感なんだけど、やっぱり学園生でもない子にあれこれと支給はできないのよ」

　いわゆる、税金の無駄遣いはご法度はつとということらしかった。

「でも、今回の買い物のお金は学園長先生が出してくれたから」

「ソフィアさん太っ腹だよな」

「女性に『太っ腹』なんて厳禁よ、せめて気前がいいって言いなさい」

　と、いきなりリュミエールが自身の腕を恭きよう太た郎ろうの右腕に絡からませる。

「ど、どうしたんだよ、リュミ？」

　突然のことに恭太郎はうまく頭が働かない。

　たゆんとした彼女の胸の柔らかさが右腕に伝わり、意識が完全にそちらにいってしまったのだ。

「あなたがふらふら歩いてるから転ばないように支えてあげてるのよ」

　ちょっと恥ずかしそうにリュミエールが笑み、

「いろいろとお疲れさま。今回もカッコよかったわ」

「お、おう」

　恭太郎も気恥ずかしくてぶっきら棒な返事をする。

　そして二人は変に意識してしまったため、あとは黙々と学園への帰路を急いだ。




　セレファイスとの料理対決から三日が経過していた。

　衆しゆう人じん環かん視しの中での敗北だったためか、セレファイスがウルタールとその妹の解放の約束を反ほ故ごにすることはなかった。

　というか、ヤツは自身の敗北が衝撃だったようで半ば自や棄けの状態だったのだ。

　それにより、ウルタールは妹を迎えにいくことになった。とはいえ、彼女のような下したっ端ぱは組織の本部を知らされていないらしく、とある町で妹を解放するとのことだった。ソフィアが自身の氏族から何人かを護衛として付き添わせてくれた。

　そして今日がウルタールと妹が学園に戻ってくる日なのである。

　ウルタールの身分は学園生から、学生寮の住み込みの小間使いとなった。本来なら、饗樂衆ヴアタイヨン・ド・キユイジーヌの一員だとバレた時点で退学……どころか、スパイとして逮捕もあったのだが、恭太郎が強硬に頼み込んだ結果、喰しよく将しようを倒した功績も相まって、姉妹で学園に残ることを許された。

　と言えば聞こえがいいが、監視対象として学園に囲われたのである。牢ろう獄ごくよりは不自由ではないが、外出などには一定の制限がかかるとのことだ。

　ウルタール本人は妹と暮らせるのなら牢獄でもいいと言っていたが……。

　そんなことを考えているうちに、二人は学園の正門までたどり着く。ちなみに、もう腕は離していた。

「キョータロー！　リュミ！」

　正門の前にウルタールが立っていた。

「おお！　ウルタール」

　恭太郎とリュミエールはウルタールのもとに駆け寄る。たった三日離れていただけで、とんでもなく懐かしく感じた。

　そのとき、恭きよう太た郎ろうたちの前にスッと何者かが進み出る。

「お初にお目にかかります」

　それは、ロングの赤髪に、同色の瞳ひとみ、獣耳と尻尾しつぽを生やした小学校高学年くらいの少女だった。

　少女は礼儀正しくお辞儀をすると、

「虎人ウエアタイガーのノワールと申します。姉共々、末永くよろしくお願いいたします、お義に兄いさま」

「お兄さま？　って、おれのことか」

「はい、キョータローお義兄さま！」

「なんだかお兄さまの意味合いが違って聞こえるんだけど……」

「ウルタール姉さまを情熱的に助けていただいたと聞いております。それはつまり姉さまと夫婦になるむぐぅ……」

　その瞬間だった。ウルタールが慌ててノワールの口を塞ふさいだ。

「ノ、ノワール！　なに言ってるのさ、ぼくとキョータローはただの友達でそれ以上でもそれ以下でもないんだから」

「むぐうぅ……ハアハア、姉さま！　そんな奥手なことを言っているとこの年頃の殿方など、簡単にほかの女に寝取られてしまいますわよ」

　そう言うと、ノワールが今度はリュミエールを頭のてっぺんから足のつま先まで値踏みするように観察する。

「確かに美人ですけど、ウルタール姉さまが劣っているとは思いませんわ」

　何事かをつぶやき、今度は年相応のかわいらしい笑え顔がおでリュミエールに話しかける。

「きれいなお姉さま、学園の案内をお願いしてもよろしいですか？」

　人好きのする笑顔でリュミエールの手を握り、強引に正門の中に連れていこうとする。

「さあさ、いきましょう」

「え、ちょ、ちょっと待って──」

　虎人の身体能力フイジカルはすさまじく、あっという間にノワールがリュミエールを引っ張っていった。

　あとには恭太郎とウルタールの二人が残される。

「ご、ごめんね、ノワールってちょっと思い込みが激しいところがあるから、なにか言っても本気にしないでね」

　ウルタールが焦ったように早口で言い、恥ずかしそうに笑った。

「な、なんかエネルギーに満みち溢あふれた妹さんだよな」

　ちょっと引きつつも、恭太郎はウルタールを見つめる。

「無事でよかったよ、ウルタール。正直、セレファイスが本当に解放してくれるかちょっと心配だったんだ」

　ノワールを迎えにいった先で、ウルタールが再び捕らわれる可能性も捨てきれなかったため、杞き憂ゆうに終わって恭きよう太た郎ろうはホッとする。

「ぼくみたいな下したっ端ぱは組織としても取るに足りない存在だからね、あっさり解放してくれたみたい。それに、学園長さんが付けてくれた護衛のひとたちもいたから」

　そう言うと、ウルタールは真面目まじめな顔をして頭を下げる。

「あの、キョータロー、今回は本当にありがとうございます！　ぼくはこのご恩を一生忘れません」

「礼なんていいよ。おれはウルタールとずっと一緒にいたかっただけだから」

　自己犠牲でも恩を売りたかったわけでもなく、ただ友人として彼女を失いたくなかったのだ。

　しかし恭太郎の言い方に若干の天然要素が含まれていたため、ウルタールがそわそわしながら顔を上げた。

「……ずっと一緒にいたいって、それって愛の告白？」

　ウルタールが顔を赤らめながら上目づかいで恭太郎を見つめる。

　そこで恭太郎もやっと自身の不用意な発言に気づき、身振り手振りでしどろもどろになりながら答える。

「ち、違う！　そういう意味じゃなくて仲間っていう意味であって、友達として一緒にいたいってことなんだ」

「まあ、わかってたけどね」

　ウルタールは寂しそうな顔をする。

「でもぼくはキョータローのことが……ううん、やっぱりなんでもない」

　なにかを言おうとして途中であきらめる。しかし熱っぽい瞳ひとみはそのままに、彼女は依然として恭太郎を見つめるのであった。

「そうだ！　ウルタールに聞きたいことがあったんだ」

　緊張感に耐えられず、恭太郎は話題を変えるように言った。

「ぼくに聞きたいこと？」

「ああ。セレファイスの言葉にちょっと気になることがあってさ。あいつ、おれを誰かに会わせようとしてたみたいなんだけど、それって誰かわかるか？」

　そう、学園裏の丘でセレファイスと相あい対たいしたとき、ヤツは「お前に会いたがってる方もいる」と言っていた。

　英雄の息子である自分に興味を持った人物が饗樂衆ヴアタイヨン・ド・キユイジーヌの中にいるということなのだろうが、なぜか妙に心がざわついてしょうがないのだ。

「うーん、喰しよく将しようの誰かなのかなあ」

　腕を組んで、ウルタールが考えを巡らせる顔をする。

「あ、そういえば、新しい喰しよく将しようが誕生したんだっけ、その人のことかもしれないね」

「新しい喰将か」

「新しいっていっても、もう一年も前の話なんだけど」

「一年前……!?」

　その瞬間、恭きよう太た郎ろうの心臓がドクンと脈打った。

　一年前と言えば、彼の父親である『神楽かぐら坂ざか慎しん太た郎ろう』が謎なぞの失踪を遂げたのと同じ時期だった。

「いや、親父おやじとその喰将は関係ないか」

　恭太郎はつぶやいた。

　彼の父親は一年前に失踪しているが、それはソフィアによって三百年前のこの世界に召喚されたからなのだ。そして、当時のこの世界に一大料理文明を築き上げ、食の英雄として現在でも語り継がれている。

　恭太郎は一瞬、新しく誕生した喰将の正体が父親なのかと思ってしまったのだ。

「っていうか、親父がその新しい喰将だったら、三百年前の英雄は誰なんだって話だよな」

　恭太郎は独ひとり言ごつ。

「ごめんね、キョータロー。相手が喰将だと、ぼくなんかまともに会う機会もなくて、その喰将の名前も顔も全然知らないんだ」

　申し訳なさそうに言うと、ウルタールがしょんぼりとする。

「ウルタールが謝ることないよ。むしろ饗樂衆ヴアタイヨン・ド・キユイジーヌのことなんか思い出させちまって、こっちこそごめんな」

「ううん、ぼくなら大丈夫だよ」

　ウルタールが心配いらないというふうに首を左右に振った。

　そのタイミングで恭太郎はハッとする。

「あ、そうだ。大切なことをまだ言ってなかった」

　新しい喰将のことに気を取られ、大事なことをまだ伝えていなかったのだ。

「ウルタール、おかえり。これからはおれたちと一緒に、楽しく料理を作ろう」

　その言葉に、ウルタールが満面の笑みを浮かべて答える。

「うん！　ただいま、キョータロー」





　　　　２






　饗樂衆本拠地──。

　大理石に似た石灰岩の円卓を、五人の男女が囲んでいる。彼らは七大喰将ロワ・ド・キユイジーヌ──セレファイスとアドレーを除いた残りの喰しよく将しようたちである。

　円卓の上には葡ぶ萄どう酒しゆとチーズが供されている。

　喰将の一人、黒髪を整髪料でなでつけ、ツーポイントフレームの眼鏡をかけた、四十代の男が給仕係の女性を呼びとめた。

「きみ、ワインとチーズの組み合わせが悪い。せっかくの青カビ系のチーズなんだ、こんな渋しぶ味みの強い赤ワインじゃなく、貴腐ワイン（＝甘口の白ワイン）を用意するべきだ。この赤ワインなら白カビ系のチーズを供するべきだったね」

「は、はい！　申し訳ありません」

　女性はびくりと震えると、慌てて厨ちゆう房ぼうへ駆け込んでいった。

「あら、珍しいこともあるのね？」

　幼女と見まがうほどに幼い顔つきをした喰将がクスクスと笑う。

「いつもならこんな失態、すぐに料理人を呼びつけて饗樂衆ヴアタイヨン・ド・キユイジーヌから追放しちゃうのに」

「セレファイスとアドレー、喰将が続けざまに倒されて、さしものあなたも少し腰が引けているということですかな？」

　別の喰将が、侮あなどるというよりは威勢のいい返答を期待する感じで、眼鏡をかけた喰将に問いかける。

「すこぶる気分がいいんだ」

　眼鏡の喰将は口角をニヤリと吊つり上あげながら続ける。

「わたしの恭きよう太た郎ろうが、我らが最強の喰将セレファイスを倒したのだから」

「最強、か。本当にあなたは嫌みなお方だ。誰もセレファイスを最強などとは思っておりませんよ。セレファイスだって内心ではあなたの実力を認めていたでしょう」

「そうそう。セレファイスが最強だったのは一年前までの話ですわ──一年前、あなたさまがこの世界に召喚されるまでのね」

　他の喰将たちも眼鏡の喰将を称たたえるようにしゃべりだす。

「そうか、もう一年もたつのだな。わたしが戦神ヴアンシユテインガーによってこの世界に召喚されてから」

　もとの世界では『世界的に有名な料理評論家』という肩書を得ていた彼は、一年前、突然この世界に召喚され、饗樂衆という『食』で大陸を支配することを目もく論ろむ連中に迎えられた。

　そして彼が、自身のたぐいまれなる知識と技術によって、饗樂衆の頂点に立つまでにたいした時間はかからなかった。

　ただアドレーだけは、ここ数年、自身の氏族を優先するあまり喰将の会合にも出ていなかったため、この新しい喰将の存在を知らなかったようである。

「あなたさまと、わたくしどものお師匠──三百年前の食の英雄が目覚めれば、饗樂衆も安泰ですわ」

　豊満な肉体を薄い布でおおった、妖よう艶えんなる喰しよく将しようが濡ぬれた瞳ひとみを彼に向ける。

「三百年前の英雄か……わたしや恭きよう太た郎ろうと同じように異世界召喚で呼ばれた人物、一体何者なのだろうね」

　そこまで言い、しかしそんなことはどうでもいいことだと彼は思った。

「ふふ、君たちのお師匠さまが目覚めるのを待つまでもないさ」

　彼は他の喰将たちの顔を見回す。

「英雄が目覚める前に、わたしがこの大陸を手に入れてみせよう。そう、この神楽かぐら坂ざか慎しん太た郎ろうがね──」


（了）







あとがき







　越お智ち文ふみ比ひ古こです。『おれの料理が異世界を救う！２　ケモ耳美少女が押しかけ弟子になっちゃいました』を手に取っていただき、ありがとうございます！

　さて、料理×ファンタジー小説の二巻目となりましたが、本作を美お味いしく召し上がっていただけましたでしょうか？

　美味しくといえば、越智は最近、新卒ＯＬばりにあちらこちらへと食べ歩きをしております。もともと食べるのが好きなところに、執筆のためにもいろいろと食べなくてはという大義名分ができたため、鮨すし、天ぷら、蕎そ麦ば、ウナギ、ネパールカレー、イタリア料理、フランス料理、鉄板焼き、とアホみたいに徘徊した結果、危うく破産しかけました。

　まあ、ランチタイムでいくと意外に安かったりするんですけどね。

　そういうわけで、この前とある中華料理店に入ったのですが、そこで食べたデザートの杏あん仁にん豆どう腐ふがめちゃくちゃ美味しかったです。越智も作中のヒロインたちのようになりそうでヤバかったです（笑）。

　あまりにも美味しかったので、家に帰って早速杏仁豆腐を作ってみたのですが、杏きよう仁にん霜（粉末にしたアンズの種）が微妙に手に入らなかったので、横着して使わなかったら、ただの牛乳寒天になりました……。

　なんというか、小説も料理も雑なことをしてはいけないといういい教訓になりました。ただ、出来上がった牛乳寒天、子どものころに母が作ってくれたことを思い出してちょっとだけジンとなりました。

　なんにしても料理というのは食べるのもいいですが、作るのもまた楽しいですね。この楽しさを文章で少しでもお伝えできるようにがんばります。




　そろそろ感謝の言葉を述べたいと思います。

　担当のＮさん、毎回〆切を守れず申し訳ございません！　これからも頑張りますのでどうか見捨てずにご指導よろしくお願いいたします。

　イラストを担当していただいた睦むつ茸たけさん、もうこれ、素晴らしいという言葉しか出てきません。ウルタールのイラストが、心臓が止まるくらいかわいくてどうしていいかわかりません。

　本書に携わっていただいた関係者の皆さま、本当にありがとうございます。

　最後に、この本を読んでくださったあなたに最大限の感謝をいたします。


二〇一六年九月　越お智ち文ふみ比ひ古こ






　……終わったと見せかけて、まだページに余裕がありますので、一巻＆二巻の参考図書のご紹介をしたいと思います。




〈参考図書〉

新装版「こつ」の科学　調理の疑問に答える（柴田書店）　杉田浩一

料理の科学　素朴な疑問に答えます①＆②（楽工社）　ロバート・ウォルク

　ハーパー保子　訳

なるほどなっとく！　おいしい料理には科わ学けがある大事典（宝島社）　宝島編集部

料理のコツ解剖図鑑（サンクチュアリ出版）　豊満美峰子（監修）　桑山慧人（イラスト）

からだにおいしい野菜の便利帳（高橋書店）　板木利隆（監修）

からだにおいしい魚の便利帳（高橋書店）　藤原昌高

からだにおいしいフルーツの便利帳（高橋書店）　三輪正幸（監修）

素材よろこぶ調味料の便利帳（高橋書店）　高橋書店編集部

大人の肉ドリル（マガジンハウス）　松浦達也

完全版イタリア料理手帖（世界文化社）　編・著　池田愛美　池田匡克















特別付録　書き下ろし短編







「さあさ、学園の案内をよろしくお願いしますわ」

　少女はリュミエールの腕を強引に引っ張ると学園敷地内に足を踏み込んだ。

　案内をしてもらう道すがら、少女は再びリュミエールを観察する。高貴に輝く銀髪、吸い込まれそうなほど深い碧い瞳、悔しいがやはり美しいと思った。

「姉さまも十分キレイだけど……」

　リュミエールのほうがより美しいと思ってしまい、密かに姉とキョータローをくっつけようと画策する彼女はぐぬぬとうめく。

「でも、でもですわ、姉さまのほうが胸は大きいですわ！」

　リュミエールも巨乳なのだが、姉のほうがより巨乳なのである。

「キョータローお義兄さまのような年頃の殿方は、顔よりもなによりもまずは胸に目がいくはずですわ。つまり、姉さまのほうが有利です」

　少女がグッと拳を握ったそのとき──。

「リュミちゃん、こんなところでなにしてるの……あれ、その子誰？」

　淡緑色の髪の、エルフの少女があらわれた。

「こちらの女性もキレイですわね。でも姉さまのほうが……て、すっごい巨乳っ!?」

　顔がかわいいだとかキレイだとかいう前に、姉よりも遥かに大きな胸に少女は一歩あとずさった。

　そんな少女の気も知らず、リュミエールが彼女を紹介──ノエルという名前のハーフエルフで、キョータローとも仲が良いと教えてくれる。

「……お義兄さまったら、こんな巨乳な美人さんともお友達だなんて。でも姉さまのほうが、手足がすらりと長くて全体的なバランスがいいですわ」

「リュミエール、ノエル！　キョータローがどこにいるか知らない？」

　次の瞬間、またまた美少女があらわれた。

　今度の美少女は胸こそ小さいものの、天才彫刻家の傑作のような完璧なバランスの肢体の持ち主だった。

「なんて均等のとれた手足ですの……まるで美の女神の化身みたいですわ」

　少女がわなわなと震える中で、その美少女がキョータローの友人のヴィヴィアンという純血エルフだとリュミエールが教えてくれる。

「お義兄さまったら、一体何人の美少女と知り合いなんですのよ。でも、姉さまのほうが美しさの中に幼さと、それに相反する大人の色気がありますわ。だから姉さまのほうが……」

「リ～ュミ～！　キョータロー見なかった？」

「あらあら、みなさんおそろいで仲がいいですね」

「美幼女と美女っ!?」

　追い打ちをかけるようにあらわれた美幼女と、大人の色気をまとった美女に、少女は呆然として立ち尽くす。

「リリーアップルと学園長先生！」

　リュミエールが二人に向けて会釈する。

　ちなみに、この二人も当然のようにキョータローとは仲が良いとリュミエールに教えられた。

「なんで次から次へと美少女や美女、幼女が集まってきますのよ。しかもみんながみんな、姉さまに負けず劣らずの美人ばかりなんて」

　少女は悔しげに言うと、抜けるような青空に向けて叫ぶ。

「それでも絶対に、姉さまとキョータローお義兄さまをくっつけてみせますわ！」


（おわり）











　著者

　越智文比古（おち・ふみひこ）

　　二巻です。よろしくお願いします！




　イラストレーター

　睦茸（むつたけ）

　　漫画家・イラストレーター。

　　ライトノベルでは、『非オタの彼女が俺の持ってるエロゲに興味津々なんだが……』（富士見ファンタジア文庫）などの挿絵を担当。
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